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はじめに
コクヌスト科 Trogossitidae はカッコウムシ上科

Cleroidea に属し，世界から 50 属 600 種程度が知ら
れる．以前はいくつかの科に分けて扱われること
があったが（Crowson, 1964），現在は 1 科 3 亜科と
することが多い（Kolibáč, 2013）．Kolibáč (2013) は，
世界の種のリストと検索を示したいへん有用であ
るが，種の分類に関しては研究が遅れており未解
明の部分が多い．

日本産種については，「原色昆虫大図鑑（II）甲
虫編」（中根，1963）に 16 種，「原色甲虫図鑑（III）」

（宮武，1985）に 18 種が図示されており，普通種に

関しては絵合わせで同定が可能である．しかし未だ
に分類学的に混乱がみられ，近年変更された学名等
も存在する．そこで，現段階での日本産種のリス
トを整備し，手元にある標本の写真を示すことにし
た．2 種の分布新記録および写真撮影に使用した標
本は，全て愛媛大学ミュージアムに保管されている．

リスト
配列や学名は，基本的に Kolibáč (2013) に従った．

宮武（1985）以降に追加された分布記録等につい
ては，適宜コメントを付した．

図1–4．日本産コクヌスト科の生
態写真．1，オオコクヌス
ト；2，ハロルドヒメコクヌ
スト；3，セダカコクヌス
ト；4，オオズセダカコクヌ
スト（幼虫）．
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コクヌスト科 Family Trogossitidae Latreille, 1802
コクヌスト亜科

Subfamily Trogossitinae Latreille, 1802
Tribe Gymnochilini Lacordaire, 1854

オオメコクヌスト属 Genus Anacypta Illiger, 1807
マダラオオメコクヌストAnacypta higonia (Lewis, 

1888)（図5）	 日本（九州，屋久島）．

ゴマダラコクヌスト属
Genus Kolibacia Leschen & Lackner, 2013

オキナワゴマダラコクヌストKolibacia okinawana 
Yoshitomi & Lee, 2014（図6）日本（奄美大島，
沖縄島）．

ゴマダラコクヌストKolibacia squamulata (Gebler, 
1830) （図7）日本（北海道，本州），ロシア
（極東），モンゴル，北朝鮮，中国．

ツシマゴマダラコクヌストKolibacia tsushimana 
(Nakane, 1985) （図8）日本（対馬）．
前 種 の 亜 種 と し て 記 載 さ れ た が ， 宮 武
（1985）やYoshitomi & Lee (2014)は独立種とし
て扱っている．

オオゴマダラコクヌストKolibacia tibialis (Reitter, 1889) 
（図9）日本（北海道，本州，四国，九州）．
和名は“オオマダラコクヌスト”と表記される
ことが多いが，Yoshitomi & Lee (2014)に従い表
記名を示す．

アサヒナコクヌスト属
Genus Xenoglena Reitter, 1876

アサヒナコクヌストXenoglena asahinai (Kono, 1938) 
（図10）日本（北海道，本州）．
本種の北海道の記録は，佐々木（1984），平
野（1986）や西田・荒木（1987）によって報
告されている．本種はおそらくロシアなどに
分布するX. quadrisignata Mannerheim, 1852の新
参シノニムと考えられるが，しっかり検討さ
れていない．Kolibáč (2013)ではこれら両種が
日本に分布することになっている．

Tribe Trogossitini Latreille, 1802
オオコクヌスト属

Genus Temnoscheila Westwood, 1830
オオコクヌストTemnoscheila japonica Reitter, 1875

（図1，11）日本（北海道，本州，四国，九州，
小豆島），北朝鮮，ロシア（極東），中国．

コクヌスト属
Genus Tenebroides Piller & Mitterpacher, 1783

コクヌストTenebroides mauritanicus (Linnaeus, 1758) 
（図12）日本（北海道，本州，四国，九州，
小笠原，対馬），汎世界．

デメコクヌストTenebroides ocularis Lewis, 1894日本
（北海道）．

ヒラタコクヌスト亜科
Subfamily Peltinae Latreille, 1806

Tribe Peltini Latreille, 1806
ヒラタコクヌスト属 Genus Peltis O. F. Muller, 1764

カバイロコクヌストPeltis ferruginea (Linnaeus, 1758) 
（図13）ヨーロッパ，ロシア，北朝鮮，北ア
メリカ，日本（北海道，本州）．
本種の本州における記録は，倉橋（1964）が
最初であるが（芳賀（1983）もそのことに触
れ追加記録している），鳥飼（1974），吉富
（1989）や山崎（1992）が誤って本州初記録
として報告している．現在のところ，本州で
の分布西限は木曽御嶽山付近と思われる．

オオヒラタコクヌストPeltis gigantea Reitter, 1882
（図14）日本（北海道，本州，対馬），ロシ
ア（極東），中国．
Ostoma valida Lewis, 1894はKomagatakeとJunsai
（駒ヶ岳と蓴菜沼）の8個体を元に記載されて
いるが，本種のシノニムの可能性が高いと考
えられている（Kolibáč, 2013）．

Tribe Thymalini Leveille, 1888
セダカコクヌスト属

Genus Thymalus Latreille, 1802
オオズセダカコクヌストThymalus laticeps Lewis, 1894

（図17）日本（北海道，本州，四国，九州）．
島根県初記録（標本データ：8 exs., 雲南市毛無
山，6. XI. 2017，吉富博之採集）．

セダカコクヌストThymalus parviceps Lewis, 1894
（図3，4，18）日本（北海道，本州，四国，
九州，隠岐）；サハリン．
隠岐初記録（4 exs., 隠岐の島町大満寺山，6. 
VI. 2016，吉富博之採集）．

ユヤマセダカコクヌストThymalus punctidorsum 
Lewis, 1894　日本（本州，九州）．

アマミセダカコクヌストThymalus  amamiens i s 
Miyatake, 1985（図19）日本（奄美大島，沖縄
島）．
本種は保育社の「原色甲虫図鑑（III）」（宮
武 ， 1 9 8 5 ） が 原 記 載 と な っ て い る た め ，
Kolibáč (2013)では拾われていない．近いうちに
再記載を行う予定である．
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図5–13．日本産コクヌスト科．5，マダラオオメコクヌスト；6，オキナワゴマダラコクヌスト；7，ゴマダラコクヌスト；8，
ツシマゴマダラコクヌスト；9，オオゴマダラコクヌスト；10，アサヒナコクヌスト；11，オオコクヌスト；12，コクヌ
スト；13，カバイロコクヌスト．スケールは全て1.0 mm．
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ヒメコクヌスト亜科
Subfamily Lophocaterinae Crowson, 1964

Tribe Ancyronini Kolibac, 2006
ヒメコクヌスト属 Genus Ancyrona Reitter, 1876

[the lewisi species-group]
ハロルドヒメコクヌストAncyrona haroldi Reitter, 1877

（図2，15）日本（北海道，本州，伊豆諸島・
新島，四国，九州，対馬，屋久島，隠岐）．
隠岐からは初記録（標本データ：3 exs., 隠岐島
町鷲ヶ峰，15–16. VII. 2017，吉富博之採集）．
新島の記録は平野ほか（1993），屋久島の記
録は田中（2011）による．

図14–23．日本産コクヌスト科．14，オオヒラタコクヌスト；15，ハロルドヒメコクヌスト；16，ケマダラヒメコクヌスト；
17，オオズセダカコクヌスト；18，セダカコクヌスト；19，アマミセダカコクヌスト；20，チビコクヌスト；21，マル
ヒラタコクヌスト；22，タイワンマルヒラタコクヌスト；23，ホソチビコクヌスト．スケールは全て1.0 mm．
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ルイスヒメコクヌストAncyrona lewisi Reitter, 1876	
日本．
本種は前種の古参シノニムの可能性がある．

ケマダラヒメコクヌストAncyrona shibatai Nakane, 
1963（図16）日本（屋久島，奄美大島，徳之
島）．
徳之島からは初記録（標本データ：1ex., 徳
之島町手々林道，17. III. 2009，一柳考志採
集）．屋久島の記録は田中（2011）による．

[the japonica species-group]
チビコクヌストAncyrona japonica Reitter, 1889（図

20）	日本（北海道，本州，四国）．

[species-group uncertain]
マルヒラタコクヌストAncyrona higonia (Lewis, 

1894) （図21）日本（本州，九州）．
タイワンマルヒラタコクヌストAncyrona marginata 

(Grouvelle, 1913) （図22）台湾，日本（石垣
島）．
Kolibáč (2013)のリストでは脱け落ちている
種．

Tribe Lophocaterini Crowson, 1964
ホソチビコクヌスト属

Genus Lophocateres Olliff, 1883
ホソチビコクヌストLophocateres pusillus Klug, 1883

（図23）日本（本州，九州），汎世界．
貯穀害虫で，外来種とされる．

正体不明種
Ostoma higonia Lewis, 1894

体長6.5mmで，Yuyamaから得られた1個体を基
に記載された．Kolibáč (2013)は不明種として
扱っている．
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【短報】八重山諸島からチビドロムシ科2種を記録
筆者らは，八重山諸島の竹富島と石垣島からそ

れぞれ未記録と考えられる 2 種のチビドロムシ科
甲虫を採集しているので報告する． 

ババチビドロムシ Babalimnichus masamii M. Satô, 
1994 （図1, 2）

39 exs., 竹富島 竹富町竹富 , 3. IV. 2018，稲畑採集・
保管．

本種は，海岸岩礁に生息する種で，本州（千葉
県，神奈川県，愛知県，三重県，和歌山県，島根

県，岡山県，広島県，山口県），伊豆諸島，佐渡
島，四国（高知県，愛媛県），九州（宮崎県，長崎
県），屋久島，琉球列島（奄美大島，徳之島，沖永
良部島，与論島，沖縄島，伊良部島，宮古島，石
垣島，与那国島）にかけて広く分布することが知
られている（浅野ほか，2012；岡田，2015；小野
ほか，2012；亀澤，2017；河上・林，2007；Satô, 
1994；中島，2005；生川ほか，2011；藤谷，2006；
藤原，2009；松田，2018；屋富祖ほか，2002；山地，
2006；Yoshitomi, 1998；吉富，2011；吉富，2014；
吉富・新井，2004；Yoshitomi & Satô, 2001；レッド
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データブックひろしま改定検討委員会，2012）．
採集場所は，竹富島の西端にある西桟橋周辺の

岩礁地帯である．採集時は干潮で，岩礁が広く出
現していた．本種は，高潮線のすぐ下部の直径
10–20 cm 前後の小さな潮溜まりに集中してみられ
た．潮溜まりに海水が残っている場合は水際部に
集中しており，海水が溜まっていないところでは
全体的に静止している姿が観察された． なお，目
撃した個体の一部を採集した．

キンケチビドロムシChibidoronus aureus M. Satô, 
1966 （図3–5）

1♀，石垣島 石垣市登野城 名蔵ダム上流，28. II. 
2014，稲畑採集・保管．

8exs., 石垣島 石垣市伊土名 吹通川，6. VI. 2014，
上手採集・保管．

本種は，原記載論文で西表島から記録されて以
降，新たな産地が知られていなかった（Satô, 1966: 
屋富祖ほか，2002）．名蔵ダム上流では，親水公園
近くの川幅 4–5 m の早瀬でヒメドロムシ類ととも
に得られた．吹通川の渓流では，ガムシ類やヒメ
ドロムシ類を採集中に得られたものであり，両地
点とも厳密には水際の陸上部で採集したものと思
われる．全形と交尾器の撮影には，それぞれ別の
個体を使用した．

末筆ながら，文献の入手に御協力いただいた岩
国市の辻雄介氏，沖縄県におけるチビドロムシ科
の記録に関して，情報収集をしていただいた青柳
克氏に厚くお礼申し上げる． 
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レッドデータブックひろしま改定検討委員会（編）, 2012. 広
島県の絶滅のおそれのある野生生物（第 3 版）― レッ
ドデータブックひろしま 2011―. 633pp., 広島県．

（稲畑憲昭　601-8441　京都市南区西九条南田町 9）
（上手雄貴　467-8615　名古屋市瑞穂区萩山町 1-11

名古屋市衛生研究所）

【短報】石川県におけるガロアオニアリヅカムシの
記録

ハネカクシ科ア
リ ヅ カ ム シ 亜 科
ムネトゲアリヅカ
ム シ 上 族 Batrisini
族 Batrisina 亜 族 に
属 す る Batrisodes 
(Batrisodes) galloisi  
Jeannel ,  1958 ガ
ロ ア オ ニ ア リ ヅ
カ ム シ（ 図 1）
は，Jeannel (1958)
に よ っ て 当 初，
Excavodes 亜 属 の
種として，栃木県
中禅寺湖から記載
さ れ た． そ の 後，

Nomura (2007) は，本種が後脚けい節先端に短毛束
を備え，触角第 10 節が膨らむとともに分泌器官
の開口部があることや同第 11 節基部にカギ状突起
があることから，Batrisodes 亜属（名義タイプ亜
属）の特徴と一致するとし，Excavodes 亜属から
Batrisodes 亜属に移し，現在に至っている．

また，野村（2007）は，本種の分布を北海道，
栃木県，東京都および岐阜県としているほか，
Batrisodes 亜属の特徴を電顕写真で示しており，野
村（2008）では，山梨県から高所 FIT により本種
が記録されている．

これらを踏まえて，日本産ハネカクシ総目録（柴
田ほか , 2013）において，本種の分布は北海道およ
び本州とされており，分布範囲が局地的な種であ
ることが分かる．

このたび，筆者は，石川県金沢市郊外の竹林と
隣接する雑木林（図 2）で，地表より約 1 m の高さ

に設置した FIT により本種を採集したので，以下
のとおり報告する．

なお，この採集地では，2004 年および 2014 年の
４～ 10 月にかけて，地表に設置した FIT 調査を実
施しているが，本種は採集されていない．

本報告を記すにあたり，本種の同定および常日
頃ご指導をいただいている国立科学博物館の野村
周平博士に感謝の意を表する．

2 exs., 石川県金沢市四十万町（雑木林 FIT） , 9. 
IV.–3. V. 2016, 筆者採集・保管．

引用文献

Jeannel, R., 1958. Revision des Pselaphides du Japon. Mem. Mus. 
Hist. nat., Paris, (Ser. A, Zool.), 18: 1–138.

Nomura, S., 2007. Taxonomical notes on the Japanese species of 
genus Batrisodes Reitter, with a description of a new species 
from Yonagunijima Island of the Ryukyus (Coleoptera: 
Staphylinidae: Pselaphinae). Ent. Rev. Japan, 62: 51–61.

野村周平 , 2007. 渋谷のアリヅカムシ . 甲虫ニュース , (160): 
7–9.

野村周平 , 2008. 山梨県で FIT により採集したアリヅカムシ . 
甲虫ニュース , (164): 7–9.

柴田泰利・丸山宗利・保科英人・岸本年郎・直海俊一郎・野
村周平・Volker Puthz・島田　孝・渡部泰明・山本周平 , 
2013. 日本産ハネカクシ科総目録．九州大学総合研究博
物館研究報告，(11): 69–218.

（中田勝之　921-8112　金沢市長坂 3-4-1）

図1．ガロアオニアリヅカムシ♂

図2．石川県金沢市四十万町の調査地．
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沖縄島から発見された日本未記録の
セマルケシキスイ属の 1種

久松定智 1)・三宅　武 2)

1) 松山市三番町 8 丁目 234　愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センター
2) 由布市挾間町古野

Amphicrossus lobanovi Kirejtshuk (Coleoptera, Nitidulidae), 

Newly Recorded for Japanese Fauna from Okinawa Is.

Sadatomo Hisamatsu and Takeshi Miyake

日本産ケシキスイ科については，近年第一著者
により全種のリストの提示および解説が行われた

（久松，2015，2016a–c，2017a, b）．その中で，今回
取り上げるセマルケシキスイ属は，東洋区から多
くの種が知られ，近隣国では台湾から 6 種が記録
されていることから，今後日本から未記録の種が
発見されることが期待されていた（久松，2016b）．
2017 年に那覇市在住の野林千枝氏が沖縄島で採集
した甲虫の同定を第二著者へ依頼された中に，こ
れまで国内では記録のないセマルケシキスイ属の 1
種を確認した．第一著者がこの標本を精査した結

果，従来日本から記録のない種類であることが判
明したので，ここに記録する．

エグレコゲチャセマルケシキスイ（新称）
Amphicrossus lobanovi Kirejtshuk, 2005

＜確認標本＞ 1♂，浦添市浦添大公園，10. VII. 
2017，野林千枝採集；1♂，同地，28. VII. 2017，野
林千枝採集，愛媛大学ミュージアム保管．

＜特徴＞前胸背板と上翅の縁毛は長く，跗節の爪
とほぼ同長．♂ の上翅会合部には基部 1/3 ほどに毛

図1–2．エグレコゲチャセマルケシキスイ　A. lobanovi Kirejtshuk．1，背面；2，腹面．
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束があり，それは触角の球桿部よりも短い．♂ の第
7 背板の前縁は中央が深く湾入する（図 1，2）．♂
交尾器の tegmen は腹面から見て先端が拡がらない．

＜備考＞最初の個体が樹木に吊り下げたバナナ
トラップで得られたことから，追加個体の採集を
期待して継続調査をお願いしたが，10 月までの調
査で得られたのは 7 月下旬の 1 個体にとどまった．
本種はベトナムをタイプロカリティーとし，中国，
台湾，パキスタン , インド，ベトナム，ネパール，
カンボジア，ミャンマー，シンガポール，マレー
シア，インドネシア，フィリピンから記録されて
いる（Kirejtshuk, 2005）．本種の近似種との区別点
は以下の通りである．コゲチャセマルケシキスイ A. 
japonicus Reitter, 1873 とは前胸背板と上翅の縁毛が
より長いこと，♂ の腹部第 7 背板前縁の中央が深
く湾入すること，♂ 交尾器の tegmen は腹面から見
て先端が拡がらないこと，そしてラオス，ベトナム，
台湾から知られる A. opinatus Kirejtshuk, 2005 とは，
♂ 上翅会合部の毛束は，触角の球桿部よりも短い
こと，♂ の腹部第 7 腹節中央の突起は先端に向け
て狭まること，♂ 交尾器の tegmen は腹面から見て
先端が拡がらないこと等で区別される．日本産セ
マルケシキスイ属は，ホソコゲチャセマルケシキ
スイ A. hisamatsui Jelínek, 1993，オオメコゲチャセ
マルケシキスイ A. hirtus Kirejtshuk, 2005，コゲチャ
セマルケシキスイ，そしてナガコゲチャケシキス
イ A. lewisi Reitter, 1873 の 4 種が知られていたが（久

松，2016b），本報告により 5 種となった．本属は，
旧北区，東洋区，エチオピア区，新北区，そして
オーストラリア区に約 50 種の既知種が広域分布す
るが，多くの種が東洋区から知られる．近隣国の
台湾から記録があり，日本から記録がない種は，A. 
opinatus とA. discolor Erichson, 1843の2種であるが，
これらの種も，沖縄島や八重山諸島から今後記録
される可能性がある．

謝辞
末筆ながら，標本を恵与いただいた野林千枝氏

に厚くお礼申し上げる．

引用文献

久松定智，2015．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その１．
昆虫と自然，50(13): 30–33．

久松定智，2016a．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その 2．
昆虫と自然，51(5): 26–28.

久松定智，2016b．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その 3．
昆虫と自然，51(12): 24–26.

久松定智，2016c．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その 4．
昆虫と自然，52(1): 25–27.

久松定智，2017a．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その 5．
昆虫と自然，52(4): 23–26.

久松定智，2017b．日本のケシキスイ科（コウチュウ目）その 6．
昆虫と自然，52(9): 24–25.

Kirejtshuk. A.G., 2005. On the fauna of Nitidulidae (Insecta, 
Coleoptera) from Taiwan with some taxonomical notes. 
Annales Historico-Naturales Musei Nationalis Hungarici, (97): 
51–113.

（2018年3月5日受領，2018年6月13日受理）

【短報】宮古島と来間島のコハンミョウの採集記録
コ ハ ン ミ ョ ウ Myriochila speculifera speculifera 

(Chevrolat, 1845) は，国内において本州から琉球列
島に分布し（森本，2007），宮古諸島においては伊
良部島のみから記録されている（榎戸，1985；榎

戸，2002； 佐 々 木
ら，2002）．筆者ら
は，これまで記録
がないと思われる
宮古諸島の宮古島
と 来 間 島（2 島 と
も沖縄県宮古島市
に属する）で，本
種を採集している
ので報告する． 

宮 古 島：1♂1♀，
18. V. 2013，野原岳；
1♀，25. IX. 2014，
福山；3♂3♀，12. V. 

2015，いこいの森；2♀，12. V. 2015，加治道；1♂，
14. V. 2015，野原越；1♂1♀，22. V. 2016，学びの森；
1♂，14. VII. 2016，大野山林．

来間島：1♂，29. VIII. 2014．
なお，これらの標本は琉球大学博物館（風樹館）

に保管されている．

引用文献

榎戸良裕，1985．離島のハンミョウ類．月刊むし，(178): 
19–20.

榎戸良裕，2002．沖縄県のハンミョウ類・基礎資料．琉球の昆虫,  
(21): 30–33.

森本　桂（監修），2007．新訂原色昆虫大圖鑑第 II 巻（甲虫篇）．
526 pp. 北隆館，東京．

佐々木健志・木村正明・河村　太，2002．コウチュウ目（鞘
翅目）．pp. 157–284．In：東　清二（監修）増補改訂琉
球列島産昆虫目録．沖縄生物学会，西原．

（小浜継雄　901-2216　宜野湾市佐真下 28）
（砂川博秋　906-0012　宮古島市平良字西里 529-1）

図1．宮古島産コハンミョウ♀
（2016年5月22日採集）．
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キボシツツハムシとムツキボシツツハムシ（ハムシ科，
ツツハムシ亜科）の地理的分布と寄主植物

鈴木邦雄 1)・南　雅之 2)

1) 〒 939-0364 射水市南太閤山 14-35 (kunimushi@shore.ocn.ne.jp)
2) 〒 180-0004 武蔵野市吉祥寺本町 3-17-7 (minami8535@yahoo.co.jp)

Geographical Distribution and Host Plants of Cryptocephalus perelegans Baly, 1873 
and C. ohnoi Kimoto, 1983 (Chrysomelidae, Cryptocephalinae) in Japan

Kunio Suzuki 1) and Masayuki Minami 2)

1) 14-35 Minami-Taikôyama, Imizu-shi, Toyama, 939-0364 Japan
2) 3-17-7 Kichijôji-Honchô, Musashino-shi, Tokyo, 180-0004 Japan

Summary   The large amount of collecting data (including some unpublished ones) indispensable for comprehending 
geographical distribution and host plants were compiled for two Cryptocephalus species, C. perelegans Baly, 1873 and C. 
ohnoi Kimoto, 1983 (Chrysomelidae, Cryptocephalinae), in Japan (Tables 1 and 2, Fig. 1) with various comments from 
taxonomical, zoogeographical and ecological viewpoints.

はじめに
キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans Baly, 

1873（タイプ産地：長崎；以下キボシ）とムツキ
ボシツツハムシ C. ohnoi Kimoto, 1983 ( タイプ産
地：山梨県増富（現北斗市須玉町）；以下ムツキボ
シ ) は，ハムシ科 Chrysomelidae，ツツハムシ亜科
Cryptocephalinae に属し，外見上酷似した種である．
ムツキボシは 1983 年に命名・記載されるまでキボ
シとしばしば混同されていた．キボシは，近畿地
方以西に広く分布するが，近年，中部・関東地方
の太平洋沿岸の各地から発見されるようになった．
ムツキボシは，本州の東北地方南部から中国地方
まで分布するが，既知産地は局所的で，太平洋沿
岸地域から内陸の山地帯にかけて採集されてきて
おり，日本海側の地域からの採集例は報告されて
いない．全般的には，キボシは平地〜丘陵・低山
帯に，ムツキボシは低山〜中山帯に生息している
傾向が認められる．キボシには体背面の斑紋パター
ンに著しい変異が認められるが，その地理的変異
はひじょうに複雑な様相を示す．ムツキボシには
体背面の斑紋パターンにわずかな変異が認められ
るに過ぎない．

筆者らは，キボシについては従来まったく報告
の無かった千葉県（鈴木邦・宮内・南 , 2015）と滋
賀県（鈴木邦ほか , 2015）について別稿で報告する
と共に，キボシとムツキボシの両種とも存在は知
られていたものの具体的な産地や採集データなど
が未公表であった静岡県についても報告した（鈴
木邦・多比良・南 , 2015）．

本稿では，多数の文献から得られた知見と筆者

ら自身の手許の標本の未公表採集記録や観察記録
も加えて，両種の地理的分布と体背面の斑紋変異，
寄主植物などに関する自然誌的情報を整理してお
きたい．なお，キボシは，中国地方以西の地域に
は広く普通に見られることから，本稿では兵庫県
以東の都府県に絞って文献調査を行い，それ以外
の地域における状況については必要に応じて言及
するに留めた．

本報を公表するに当り，関連論文を恵与された
故中條道夫博士，故木元新作博士，大野正男名誉
教授（東洋大学），中村慎吾博士（庄原市立比和自
然科学博物館），滝沢春雄博士（埼玉県），山崎隆
弘氏（愛知県），平野幸彦氏（神奈川県），今坂正
一氏（福岡県），故高桑正敏博士，初宿成彦氏（大
阪市立自然史博物館），須田孫七氏（東京都）およ
び水野弘造氏（京都府）に深謝する．文献の探索・
記録の確認などに関してご助力いただいた斉藤明
子博士（千葉県立中央博物館），宮内博至氏（千葉
県），中川優氏（滋賀県立琵琶湖博物館），乙部宏
氏（三重県）, 斉藤昌弘氏（福井県），佐藤陽路樹氏（東
京都），多比良嘉晃氏（静岡県）および武田滋氏（滋
賀県立琵琶湖博物館）にも深謝する .

1．キボシツツハムシとムツキボシツツハムシの地
理的分布

a. キボシツツハムシ
本種は，本州，四国，九州，南西諸島 ( 鹿児島県・

沖縄県：ほぼ全域；Kimoto & Gressitt, 1966; 大野 , 
1966; Kimoto, 1967, 1980; 木元 , 1972, 1982; 東・木元 , 
1981; 屋富祖ほか編 , 2002) のほか，国外では台湾
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および中国に分布する（Lopatin et al., 2010; 余ほか , 
2010）．南西諸島以外の島嶼に関しては，八丈島（東
京都：小宮 , 1983; 平野 , 1988; 川畑 , 2010），家島（兵
庫県：上田 , 1980; 高橋寿 , 1982, 1987），対馬（長崎県：
木元 , 1976），平戸島（長崎県：今坂 , 2001），五島
列島（長崎県：今坂・江島・中山 , 1981），甑島列
島（鹿児島県：木元 , 1994）および男女群島（長崎
県：今坂・槙原 , 1981）などから報告がある．

キボシの近畿地方以東の既知産地は，表 1 (a) に
示したように，関東地方を北東限として，1 都 2 府
8 県（関東地方 1 都 2 県：千葉県・東京都・神奈川県；
中部地方 1 県：静岡県；近畿地方 2 府 5 県：滋賀県・
京都府・兵庫県・大阪府・三重県・奈良県・和歌山県）
に及んでいる．

関東地方では，八丈島やごく一部の記録を除けば，
ほとんどが 2000 年以降に報告されたものであり，
近年の温暖化の影響を強く反映しているのではない
かと推測される．しかも，それらの報告は，東京湾
沿岸地域に集中している．最近，酒井・高桑 (2015) 
によって東京都本土部からも記録された．八丈島の
個体群について，平野（1988）は，同島では「観葉
植物の栽培が盛んとなり，琉球などから持ち込まれ
た苗や土が関係している」と推測しているが，筆者
らも，関東地方の首都圏における近年の生息分布の
拡大（北上）状況には同様の背景が存在している可
能性が高いと推測している．本種の生息地は，今後
も，関東地方北東部の，特に太平洋沿岸地域へとさ
らに拡大していくことも予測される．千葉県の房総
半島では，東京湾だけでなく太平洋の沿岸地域から
も発見される可能性が高い．神奈川県の三浦半島の
東京湾や相模湾沿岸地域，静岡県の伊豆半島の相模
湾と駿河湾沿岸地域には，既に広く定着しているの
ではないかと推測される．鈴木ほか（2015）が言及
したように，本稿の準備過程で，愛知県下から本種
として報告された記録は，すべてムツキボシである
ことが明らかになったが，知多半島や渥美半島の太
平洋（遠州灘），三河湾および伊勢湾の沿岸地域に
は既に定着している可能性が高い．同好諸氏の注意
を喚起したい．
b. ムツキボシツツハムシ

本種は，筆者らがこれまでに知り得た限り，記
載後，表 1 (b) に示したように本州の東北地方南東
部から中国地方にかけての 1 都 1 府 13 県（東北地
方 1 県：福島県；関東地方 1 都 4 県：栃木県・茨城県・
千葉県・東京都・神奈川県；中部地方 4 県：長野県・
山梨県・静岡県・愛知県；近畿地方 1 府 2 県：京都府・
奈良県・和歌山県；中国地方 2 県：広島県・山口県）
から報告されてきた．

本種の分布は，本州の東北地方南部から中国地
方に限られ，しかも日本海側の地方からはほとん
ど報告がなく，山崎隆が多くの報文で報告している
愛知・長野両県下の数ヶ所を除けば，ほとんどの
報告はきわめて少数個体の採集記録に基づくもの
である．

本種の既知産地はかなり広域に及んでいるが，
かなりの偏りがあることが地図 (b) から読み取れ
る．東北地方では，福島県のみから知られており，
既知産地は分布北限でもある福島県最北部と中央
部の太平洋沿岸の 2 ヶ所のみだが，同県中〜西部
にも生息している可能性が高い．また，福島県よ
り北の地域，取り敢えずは山形県の東半部と宮城
県南部地域からの発見が期待される．

関東地方では，群馬県と埼玉県からはまったく
記録がないが，いずれも生息している可能性は高
い．茨城県は，最北部の八溝山からの記録がある
のみだが，中〜南部の内陸部からの発見が期待さ
れる．本種は，1983 年になって記載されたことも
あり，それ以前にキボシとして報告された記録の
中には本種が混じっていた可能性があり，鈴木邦・
宮内・南（2015）が明らかにしたように，須田（1982）
による東京都本土部（青梅市）からのキボシの古
い記録は，ムツキボシであった．東京都西部の低
〜中山帯にはかなり普遍的に生息しているのでは
ないかと推測される．また，斉藤明・尾崎・鈴木勝

（2013）が報告した 2012 年 7 月 17 日に採集された
千葉県君津市折木沢からの記録は，同県唯一のも
のだが，産地は房総半島中南部の低山帯で興味深
い．この記録についても，鈴木邦・宮内・南（2015）
が明らかにしたように，鈴木邦がその前年の 2011
年 6 月 14 日に君津市鹿野山の山頂付近でキボシの
♀ を 1 個体採集していたこともあり，上記君津市
折木沢産の標本を実検しムツキボシの ♀ であるこ
とを確認している．房総半島の内陸部は，標高は
低いものの，谷が深い場所が多く，多くの昆虫群
で興味深い種が発見されているから，特に県中〜
南部から新たな生息地が発見される可能性があろ
う．また，山崎秀（2003）は房総半島南半部の房総
丘陵よりムツキボシを報告（具体的な採集データ
の記載なし）したが，その記録についても，鈴木邦・
宮内・南（2015）は，原論文の記録の誤引用によ
る誤りであることを明らかにした．

中部地方は，各地から採集記録がある．筆者ら
の一人鈴木邦は，既に 1958 年 7 月に，本種を山梨
県山中湖畔で 1 個体（性別不明）採集している（鈴
木邦・多比良・南 , 2015）．この記録は，神谷（1955）
の愛知県設楽町（採集データなし）に次ぐ古いも
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表1. 日本列島におけるキボシツツハムシ（近畿地方以東）(a) とムツキボシツツハムシ (b) の既知産地（参考までに台湾を加え
た）．Table 1. Known habitats of Cryptocephalus perelegans Baly, 1873 (a) and C. ohnoi Kimoto, 1983 (b) in the Japanese Islands. 

都府県 The administrative divisions of Japan 
	 産地 Habitat ／採集個体数 No. specimens collected ／採集年月日 Collecting date ／採集者 Collector ／文献 References
	 ／ [ 著者らの註 Authors’ comments]

（a）キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans Baly, 1873

関東地方 Kantô District 
千葉県 Chiba Pref. 
1 千葉市中央区青葉の森公園 Chiba-shi (Chûô-ku) ／ 1 ／ 22-V-2016 ／関信一郎／斉藤明 (2016)
	 同上／ 1 ／ 31-V-2016 ／斉藤明子／斉藤明 (2016)
2 富津市鹿野山 Futtsu-shi (Mt. Kanô-san) ／ 1♀ ／ 14-VI-2011 ／鈴木邦雄／鈴木邦・宮内・南 (2015) ／ [ 千葉県初記録 ]
	 富津市岩坂／ 2♀♀ ／ 2-VI-2014 ／宮内博至／鈴木邦・宮内・南 (2015) ／ [ 千葉県初記録 ]
東京都 Tokyo Metropolitan Area 
3 大田区東海港野鳥公園 Ôta-ku (Tôkai) ／ 3 ／ 23-VI-2013 ／高桑正敏／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 3 ／ 28-VI-2013 ／酒井香／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 1 ／ 5-VII-2013 ／酒井／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 7 ／ 9-VI-2014 ／高桑・太田裕司・酒井／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 1 ／ 20-VI-2014 ／高桑／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 1 ／ 14-VII-2014 ／高桑／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ]
	 同上／ 1 ／ 22-VII-2014 ／酒井／酒井・高桑 (2015) [ 東京都初記録 ] 
4 八丈島大賀郷 I. Hachijô-jima (Ôkagou) ／ 11 ／ 1-VII-1988 ／平野幸彦／平野 (1988) 
	 八丈島大賀郷／ 1 ／ 25-VIII-1996 ／川畑喜照／川畑 (2010)
	 同上／ 5 ／ 5-V-2001 ／川畑喜照／川畑 (2010)
	 八丈島樫立／ 2-VII-1988 ／平野幸彦／平野 (1988) ／ [「八丈島のものは typical のものと insularis といわれる前胸 [ 背 ] が

M 字形に黒くなる方が混じっているが，insularis の方が多い」および「八丈島では観葉植物の栽培が近年特に盛んとなり，
東京都の生産高の 90% を占めている．詳細は今後調べなければ何ともいえないが，琉球などから持ち込まれた観葉植物の
苗や土が関係していると思われる」との記述がある．筆者らの意見は，本稿の本文中で言及する．なお，平野が「insularis」
と記しているのは，insulanus の誤り ]

	 八丈島防衛道路／ 2 ／ 4-VII-1978 ／大熊純／小宮 (1983)
	 八丈島三根／ 2 ／ 22-VI-1996 ／川畑喜照／川畑 (2010)
	 同上／ 1 ／ 3-V-1997 ／川畑喜照／川畑 (2010)
	 八丈島末吉／ 1 ／ 29-VI-2009 ／川畑喜照／川畑 (2010)
神奈川県 Kanagawa Pref. 
5 横浜市港南区芹が谷 Yokohama-shi (Kônan-ku) ／ − ／ 6~7-VI-2009 & 18-VI-2011 ／星野康男／ [ 星野：ブログ : 宮谷 (2012) を参照 ]
	 横浜市戸塚区汲沢町／ 1 ／ 13-VII-2008 ／宮谷秀明／宮谷 (2009)
	 同上／ 3♂♂ ４♀♀ ／ 3&10-VI-2011 ／宮谷秀明／宮谷 (2012)
6 藤沢市遠藤中尾 Fujisawa-shi (Endou) ／ 1 ／ 25-V-2004 ／堀井邦弘／堀井 (2005) ／ [ 神奈川県初記録 ]
	 同上／ 12 ／ 12-VI-2005 ／堀井邦弘／堀井 (2008)
	 同上／ 6 ／ 13-VI-2005 ／堀井邦弘／堀井 (2008)
	 同上／ 1♀ ／ 23-VI-2007 ／堀井邦弘／堀井 (2008)
	 藤沢市遠藤笹窪谷／ 1♂1♀ ／ 23-VI-2007 ／堀井邦弘／堀井 (2008)
7 茅ヶ崎市芹沢城之腰 Chigasaki-shi (Serizawa) ／ 1 ／ 25-VI-2011 ／岸一弘／岸 (2012)
8 横須賀市追浜本町 Yokosuka-shi (Oppama-Hon-chô) ／ 1 ／ 24-VI-2012 ／鈴木裕／鈴木裕 (2012)
	 横須賀市岩戸／ 1 ／ 15-VI-2012 ／坂本繁夫 [ クリの花のスウィーピング ] ／坂本 (2012) ／ [「近年に分布するようになった」

と記す ]
中部地方 Chûbu District 
静岡県 Shizuoka Pref. 
9 静岡市葵区井川井川ダム Shizuoka-shi (Aoi-ku) ／ 1♀ ／ 19-IX-1983 ／ Y. Tahira ／原木 (1984) ／ [ 静岡県初記録 ]
10 富士市五貫島富士川河口付近 Fuji-shi (Gokanjima) ／ 6♂♂3♀♀ ／ 23-V-2009 ／多比良嘉晃 [ 一部はイタチハギ花上 ] ／鈴木邦・

多比良・南（2015）
11 浜松市佐鳴湖冨塚 Hamamatsu-shi (Sanaru-ko) ／ 1♂ ／ 21-V-2006 ／加藤徹／加藤・多比良・塩澤 (2008)，鈴木邦・多比良・南（2015）
	 浜松市佐鳴湖／ 1♀ ／ 31-V~14-VI-2006 ／加藤徹 [FIT 衝突板トラップ ] ／加藤・多比良・塩澤 (2008)，鈴木邦・多比良・南（2015）
	 浜松市佐鳴湖大平台／ 1♀ ／ 14-VI-2006 ／加藤徹／加藤・多比良・塩澤 (2008) ，鈴木邦・多比良・南（2015）
近畿地方 Kinki District 
滋賀県 Shiga Pref. 
12 大津市秋葉台 Ôtsu-shi (Akibadai) ／ 1♀ ／ 23-VI-2014 ／斉藤昌弘／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 大津市神出開町／ 1♀ ／ 5-VI-2008 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 大津市園山町／ 1♀ ／ 22-VI-2011 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 大津市山上町／ 1♀ ／ 28-V-2012 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 同上／ 1♂ ／ 1.VI.2014 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 大津市小関町／ 1♀ ／ 18.VI.2009 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 同上／ 1♂ ／ 23.VI.2012 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 同上／ 1♀ ／ 19.VI.2014 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
	 同上／ 1♀ ／ 23.VI.2014 ／中川優／鈴木邦ほか (2015) [ 滋賀県初記録 ]
三重県 Mie Pref. 
13 津市美杉町川上 Tsu-shi (Misugi-chô) ／ − ／ − ／島地岩根／島地 (1996) ／ [ 三重大学平倉演習林におけるライトラップによる

1966~90 年の四半世紀におよぶ連続調査結果．個別の具体的な採集データは不記載 ]
14 多気郡大台町 [ 旧宮川村 ] 大杉南谷ツガ林 Taki-gun (Ôdai-chô) ／ − ／ 9-VIII-1974 ／島地ほか [ ライトトラップ ] ／山下ほか

（1972）
	 多気郡大台町 [ 旧宮川村 ] 桃の木／ − ／ 25-VIII-1971 ／島地岩根／山下ほか（1972）／ [ 三重県初記録 ]
15 尾鷲市南浦クチスボダム Owase-shi (Minamiura) ／ − ／ 4-V-1980 ／生川展行／市橋ほか（1982）
京都府 Kyoto Pref. 
16 八幡市 ( 三川合流 ) Yawata-shi ／ 1 ／ 19-VI-2000 ／ S. Shiyake ／高橋敞 (2012) ／ [ 京都府初記録 ]
兵庫県 Hyogo Pref. 
17 神戸市灘区摩耶山 Kôbe-shi (Nada-ku) ／ 5 ／ 26-VI-1949 ／ Yoshito Wada ／高橋敞 (2012) 
	 神戸市兵庫区烏原町／ 1 ／ VII-1940 ／高橋寿郎／高橋寿 (1982) ／ [ 初出文献は，高橋寿 (1941). 本州初記録 . 採集年月日は , 
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都府県 The administrative divisions of Japan 
	 産地 Habitat ／採集個体数 No. specimens collected ／採集年月日 Collecting date ／採集者 Collector ／文献 References
	 ／ [ 著者らの註 Authors’ comments]

表1（続き）. 日本列島におけるキボシツツハムシ（近畿地方以東）(a) とムツキボシツツハムシ (b) の既知産地（参考までに台湾を
加えた）．Table 1. Known habitats of Cryptocephalus perelegans Baly, 1873 (a) and C. ohnoi Kimoto, 1983 (b) in the Japanese Islands. 

高橋寿 (1982) で初めて記録 ]
	 同上／計 57 ／ 2-VI~19-VII-1966~83 ／ − ／高橋寿 (1982, 1987) ／ [ ここには，高橋寿の 2 論文に報告されている多数の記録

を一括して記した．高橋寿 (1988) には，「依然神戸市内にごく普通に見られるのに県下で他の地域にて採集出来ていないハ
ムシの 1 つである」との記述がある ]

18 姫路市 [ 旧飾磨郡 ] 家島町 Himeji-shi (I. Ie-shima) ／ − ／ 8-VII-1977, 3-V-1980, 29-VI-1980 ／丸川隆志（一部？）／上田 (1981)
／ [ 高橋寿 (1982, 1987) による．兵庫県初記録．家島は，播磨灘北部に位置する家島諸島第 2 の島 ]

大阪府 Osaka Pref. 
19 泉南郡岬町上孝子 Sennan-gun (Misaki-chô) ／１／ 28-VI-1987 ／ A. Ichikawa ／高橋敞 (2012) ／ [ 大阪府初記録 ]
奈良県 Nara Pref. 
20 奈良市中町 Nara-shi (Naka-machi) ／ − ／ 24-V-2011 ／中谷祐輔・矢野栄二 [ 寄主：クヌギ ] ／中谷・矢野 (2013)
21 吉野郡十津川村護摩壇山 Yoshino-gun (Totsukawa-mura) ／ 1 ／ 2.VI.1957 ／ Y. Shibata ／ Kimoto & Hiura (1964) ／ [ 奈良県初記録 ]
和歌山県 Wakayama Pref. 
	 産地不詳／ − ／ — ／ − ／高橋敞 (2012) ／ [「S. Kimoto による perelegans との同定ラベルが付されている」との記述あり ]
22 田辺市龍神村護摩壇山 ( 標高 1,372 m) Tanabe-shi (Rhûjin-mura) ／ 1 ／ 2-VIII-1957 ／ Y. Shibata ／ Kimoto & Hiura (1964), Ref. 

高橋敞 (2012) ／ [ 和歌山県初記録 . 奈良県吉野郡十津川村との県境に位置するが，和歌山県側 .]

（b）ムツキボシツツハムシ Cryptocephalus ohnoi Kimoto, 1983
都府県 The administrative divisions of Japan 

	 産地 Habitat ／採集個体数 No. specimens collected ／採集年月日 Collecting date ／採集者 Collector ／文献 References
	 ／ [ 著者らの註 Authors’ comments]

東北地方 Tôhoku District 
福島県 Fukushima Pref. 
1 福島市飯坂町焼松（中通り） Fukushima-shi (Iizaka-machi) ／ 1 ／ 29-VI-1997 ／斎藤修司／斎藤修（1998）[ 福島県初記録 ]
2 双葉郡楢葉町木戸川（浜通り） Futaba-gun (Naraha-machi) ／ 1 ／ 14-VIII-1994 ／露木／斎藤修（2016） 
関東地方 Kantô District 
栃木県 Tochigi Pref. 
3 那須郡那須町豊原乙 Nasu-gun (Nasu-machi) ／ 1 ／ 29-VI-1999 ／稲泉三丸／稲泉 (2003) ／ [ 稲泉 (2000) での「那須町常民夕狩」

の記録の地名を訂正 ]
	 那須郡那須町那須御用邸／ 1 ／ 16-VI-2005 ／滝沢春雄／滝沢（2012）
4那須塩原市大沼（塩原開拓）[塩原町大沼 ] Nasu-Shiobara-shi (Ônuma) ／1／7-VII-1991／大桃定洋／大桃 (1992)／ [栃木県初記録 ]
5 日光市山久保 Nikkô-shi (Yamakubo) ／ 2 ／ 7-VII-1998 ／森島直哉／佐藤・大桃・滝沢 (1999) 
	 鹿沼市上南摩／ − ／ −-VI-1992~94 ／ − ／滝沢 (1994a)
6 鹿沼市粕尾峠〜地蔵岳 Kanuma-shi (Kasuo-tôge~Mt. Jizô-dake) ／ 2 ／ 16-VII-2012 ／稲泉三丸／稲泉 (2014) 
7 佐野市秋山町 Sano-shi (Akiyama-chô) ／ 1 ／ 21-VI-1998 ／岩井大輔／稲泉 (2000)
茨城県 Ibaragi Pref. 
8 久慈郡大子町八溝山 ( 標高 900 m) Kuji-gun (Daigo-machi) ／ 1 ／ 1-VIII-2004 ／高野／大桃 (2008) ／ [ 茨城県初記録 ]
千葉県 Chiba Pref. 
9 君津市折木沢 Kimitsu-shi (Orikisawa) ／ 1[♀] ／ 17-VII-2012 ／斉藤明子 [ ライトトラップ ] ／斉藤明・尾崎・鈴木勝 (2013) ／千

葉県初記録／ [ 房総丘陵からの山崎秀 (2003) の記録は，一次文献における誤同定とその誤引用によるので削除されるべき
である ( 鈴木邦・宮内・南 ,  2015)]

東京都 Tokyo  Metropolitan Area 
10 青梅市青梅丘陵 Oume-shi (Oume Kyûryô) ／ 1 ／ 15-VI-1980 ／柿木勇二／須田 (1982) ／ [ キボシとして報告されたが，この

標本を含む須田昆虫コレクションの標本目録（須田・須田・高槻 , 2007）が出版され，この標本の画像も公開され，筆
者らはその画像から，ムツキボシであることを確認した．(http://umdb.um.u-tokyo.ac.jp/DDoubutu/sudaColl/recordlist.php?-
max=25&-action=findall&skip=0&-link).]

11 青梅市御岳山 ( 標高 929 m) Oume-shi (Mt. Mitake-san) ／ 1♀ ／ 29-VII-1977 ／新里達也 [ 標高 700 m 付近 ] ／新里 (1984)
12 西多摩郡奥多摩町大岳山 ( 標高 1,266 m) Nishi-Tama-gun (Okutama-machi – Mt. Ôdake-san) ／ 1 ／ 17-VII-1966 ／ Y. Kusui ／

Kimoto (1983) ／ [ 本種唯一のパラタイプ . 大岳山は，奥多摩町と桧原村 ( 西多摩郡 ) の県境に位置する．東京都初記録 ]
13 八王子市高尾山 Hachiôji-shi (Mt. Takao-san) ／ 2 ／ 2-VII-2014 ／松原豊／松原・雛倉 (2016)
神奈川県 Kanagawa Pref. 
14 愛甲郡愛川町高取山 Aikou-gun (Aikawa-machi) ／ 1 ／ 26-VII-1995 ／苅部治紀ほか／苅部ほか (1999) ／ [ 平野 (2006) は，本産

地と小田原市久野を挙げ，県カテゴリーで「絶滅危惧 II 類」（旧判定「絶滅危惧 E）としている ]
15 相模原市緑区青根 [ 津久井町青根 ] 神ノ川広河原 → 源蔵新道 ( 佐藤新道 ) Sagamihara-shi (Midori-ku) ／ 1 ／ 15-VII-2005 ／有

井一雄／有井 (2008)
16 厚木市七沢 ( 標高 340–680 m) Atsugi-shi (Nanasawa) ／ 1 ／ 21-VI-1997 ／槐真史／平野・高橋和・槐 (2006) 厚木市七沢唐沢峠 ( 標

高 810 m) ／ 1 ／ 4-VII-1997 ／槐真史／平野・高橋和・槐 (2006)
17 小田原市久野 Odawara-shi (Kuno) ／ 1 ／ 16-VI-1957 ／平野幸彦／平野 (1966) ／ [ キボシとして．平野 (1985) で訂正．神奈川

県初記録．なお，平野ほか (1995) は，本産地を挙げ，「絶滅危惧種 E」とし，平野 (2006) は，本産地と愛甲郡愛川町高取
山を挙げ，県カテゴリーで「絶滅危惧 II 類」としている ]

	 同上坂下／ 2 ／ 31-V-2014 ／渡辺恭平／渡辺 (2015)
18 足柄下郡箱根町塔之峰（標高 250 m） Ashigara-shimo-gun (Hakone-machi) ／ 1♂1♀ ／ 15-VI-2016 ／松原豊／松原 (2017) 
中部地方 Chûbu District 
長野県 Nagano Pref. 
*19 松本市安曇島々 Matsumoto-shi (Azumi) ／ 1 ／ 22-VII-1967 ／穂積俊文／穂積（1997）／ [ キボシとして．記載以降の記録で

あるが，「この標本は ab. gotoi Nakane である」との記述があり，ムツキボシと判断した ]
*20 諏訪市霧ヶ峰高原霧ヶ峰牧場 Suwa-shi (Kirigamine-kôgen) ／ 1♀ ／ 18-VIII-2007 ／鈴木邦雄／本報告
	 * 同上／ 2 ／ 5-VII-2009 ／斉藤昌弘／本報告
	 * 同上／ 1♂1♀ ／ 14-VII-2012 ／鈴木邦雄／本報告
	 * 同上／ 1♂ ／ 25-VII-2012 ／鈴木邦雄／本報告
	 * 同上池のくるみ／ 1♂ ／ 14-VII-2012 ／鈴木邦雄／本報告
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都府県 The administrative divisions of Japan 
	 産地 Habitat ／採集個体数 No. specimens collected ／採集年月日 Collecting date ／採集者 Collector ／文献 References
	 ／ [ 著者らの註 Authors’ comments]

表1（続き）. 日本列島におけるキボシツツハムシ（近畿地方以東）(a) とムツキボシツツハムシ (b) の既知産地（参考までに台湾を
加えた）．Table 1. Known habitats of Cryptocephalus perelegans Baly, 1873 (a) and C. ohnoi Kimoto, 1983 (b) in the Japanese Islands. 

21 伊那市萱 ( 小黒川 ) 〜桂小場 Ina-shi (Kaya) ／ 1 ／ 23-VII-2004 ／浅岡孝知／中村寛ほか (2005) 
	 伊那市小黒日向／ 1 ／ 23-VII-2004 ／浅岡孝知／山崎隆 (2007b)
22 飯田市上村 [ 下伊那郡上村 ] 下栗 Iida-shi (Kami-mura) ／ 20 ／ 20-VII-1996 ／山崎隆弘 [ 全て灯火 ] ／山崎隆 (2003a) ／ [ 長野県

初記録 ]
	 下伊那郡阿智村／ 2 ／ 21-VII-1996 ／浅岡孝知／山崎隆 (2007b) ／ [ 産地名が下栗とあり，飯田市上村下栗を指す？ ]
23 下伊那郡阿智村蛇峠山 Shimo-Ina-gun (Achi-mura) ／ 1 ／ 28-VII-2006 ／山崎隆弘／山崎隆 (2007a)
山梨県 Yamanashi Pref. 
24 北杜市須玉町増富 Hokuto-shi (Sutama-chô) ／ 1 ／ − ／ − ／ Kimoto (1964) ／ [ 調査標本リスト中に「Yamanashi: Masutomi」と

記されているのみ．この標本が Kimoto (1983) で記載されたムツキボシのホロタイプとなった．大野・鈴木富 (1971) は，こ
の記録を引用し，山梨県金峰山麓のハムシ相の報告の中で，「北上・東進要素」として注目している．山梨県初記録 ]

	 同上／ 1 ／ 28-VII-1957 ／ S. Kimoto ／ Kimoto (1983) ／ [ ムツキボシの原記載．山梨県初記録．他に東京都大岳山産の 1
個体がパラタイプとされている．→ 東京都の欄を参照 ]

25 韮崎市御座石鉱泉 Nirasaki-shi (Gozaishi-kôsen) ／ − ／ 8-VII-1989 ／細田倖市／水野・細田 (1991)
	 同上／ − ／ 27-VII-1995 ／水野弘造／水野・細田 (2010)
*26 南都留郡鳴沢村軽水林道 Minami-Tsuru-gun (Narusawa-mura) ／ 1 ／ 4.IX.2006 ／南雅之／本報告
	 富士北麓地域／ − ／ − ／ − ／篠田 (2003) ／ [ 調査範囲は，添付地図から南都留郡富士河口湖町，同鳴沢村および富士吉田

市に該当するようだが，採集データは無記載 ]
27 南都留郡山中湖村 Minami-Tsuru-gun (Yamanaka-ko-mura) ／ 1 ／ 24-VII-1958 ／鈴木邦雄／鈴木邦・多比良・南（2015）／ [ 本

種の最も古い採集記録の一つ．標本は，大野正男氏所蔵 ]
静岡県 Shizuoka Pref.　
28 富士宮市山宮 ( 標高約 450m) Fujinomiya-shi (Yamamiya) ／ 1♀ ／ 15-VI-1983 ／多比良嘉晃 [ マメザクラ葉上 ] ／鈴木邦・多比良・

南 (2015)
29 賀茂郡河津町梨本天城峠 Kamo-gun (Kawazu-chô) ／ 1♀ ／ 22-VII~11-IX-2007 ／加藤徹 [ 死体 . マレーズトラップ ] ／鈴木邦・

多比良・南 (2015)	   
	 同上／ 1♂1♀ ／ 4~5-VIII-2007 ／加藤徹 [ ライトトラップ ] ／鈴木邦・多比良・南 (2015)
30 浜松市浜北区 [ 旧浜北市 ] 根堅 ( 静岡県林業技術センター構内 ; 標高約 80 m) Hamamatsu-shi (Hamakita-ku) ／ 1 ／ 2~16-VI-

1999 ／加藤徹 [ ホドロン（安息香酸・オイゲノール油剤の製品名）を用いたサンケイ化学社製黒色誘引器による捕獲 ] ／
加藤・多比良 (2005) ／ [ 静岡県初記録 ]

	 静岡県／ − ／ − ／ − ／多比良 (2005) ／ [ 参考記録．静岡県の野生生物目録中で種名のみ記録 ]
愛知県 Aichi Pref. 
31 豊田市稲武町 [ 北設楽郡稲武町 ] 面ノ木 Toyota-shi (Inabu-chô) ／ − ／ 9-VIII-1992 ／山崎隆弘／山崎隆 (1996b) ／ [ 北設楽郡設

楽町 ( 旧津具村 ) と豊田市稲武町の境界に面ノ木峠が位置する．このデータは，稲武町側を指す ]
	 豊田市 [ 旧東加茂郡旭町 ] 旭八幡町／ 1 ／ 5-VII-1997 ／蟹江昇／山崎隆 (2001)
32 北設楽郡設楽町段戸 Kita-Shitara-gun (Shitara-chô) ／ − ／ − ／神谷一男／神谷 (1955) ／ [ キボシとして．愛知県初記録 . 山崎隆 

(1992) 参照 ]
	 北設楽郡設楽町 [ 旧津具村 ] 面ノ木〜茶臼山／ − ／ — ／ − ／佐藤正 (1976) ／ [ キボシとして．採集データはない．茶臼山 ( 標

高 1,415 m) は，長野県との県境に位置し，その南側に広がる茶臼山高原をほぼ東西に高原道路が走る . 山崎隆 (2003b) 参照 ]
33 北設楽郡豊根村茶臼山 Kita-Shitara-gun (Toyone-mura) ／ 14 ／ 21-VII-1991 ／山崎隆弘／山崎隆 (1992) ／ [「普通に見られる．

主としてカラマツから得られた．愛知県初記録」とある．神谷 (1955) および佐藤正 (1976) のキボシツツの記録は本種を指す ]
	  * 同上／ 4 ／ 18-VII-2010 ／山崎隆弘／本報告
34 岡崎市本宮山山頂部 Okazaki-shi (Mt. Hongû-zan) ／ 9 ／ 26-VII-2006 ／山崎隆弘／山崎隆 (2008)
近畿地方 Kinki District 
京都府 Kyoto Pref. 
35 京都市左京区杉峠 Kyoto-shi (Sakyô-ku) ／ − ／ 6-VIII-1972 ／ − ／水野 (1992) ／ [ キボシとして．京都府初記録．水野 (2001) 

で訂正 . 高橋敞 (2002) は，この水野の記録を本種として挙げた ]
奈良県 Nara Pref. 
36 山辺郡「春日」?  Yamabe-gun (Kasuga)? ／ − ／ − ／ − ／ Nakane (1963b) ／ [ キボシの 1 型 f. gotoi として記載された．奈良県初記録．

産地は，「Kasuga, Nara」としか記されていない．おそらく山辺郡春日であろうと推測されるが，春日大社のある奈良市春
日野町の可能性もあり，断定できない ]

和歌山県 Wakayama Pref. 
37 伊都郡紀伊丹生川流域 Ito-gun (Kudoyama-chô) ／ − ／ − ／ − ／紀伊丹生川流域委員会編 (2001) ／ [ 調査地は，伊都郡九度山

町と橋本市にわたる地域だが，特定できない．昆虫類 2343 種のリスト中，コウチュウ類は 737 種，うちハムシ科 61 種の
リスト．ムツキボシを含むが，採集データの詳細は無記載 . 和歌山県初記録 ]

中国地方 Chûgoku District 
広島県 Hiroshima Pref. 
38 府中市父石町大渡橋 Fuchû-shi (Chiishi-chô) ／ 2 ／ 16-V-1997 ／ − ／中村慎・高山・浜口 (2000)
39 大竹市弥栄ダム Ôtake-shi (Yasaka-dam) ／ 5 ／ 20~21-V-1994 ／ − ／中村慎・奥田・野見山 (1996) ／ [ 広島県初記録 ]
山口県 Yamaguchi Pref. 
40 岩国市美和町羅漢山 Iwakuni-shi (Miwa-chô) ／ − ／ 4-VIII-1986 ／田中馨／三好・田中 (1988) ／ [ 山口県初記録 ]

＊
Formosa ( 台湾 )
Taipei County, Shihding ( 石碇 ) ／ 2♂♂2♀♀ ／ 10-IV-2001 ／ H.-T. Shih ／ Shih (2002) ／ [ 台湾初記録．寄主としてシマイズセンリョ

ウ Maesa tenera Mez ( ヤブコウジ科 Myrsinaceae) を挙げている．日本産本種と同種であるかどうか要検討 ]

キボシについては近畿地方以東の全ての既記録を，ムツキボシについては台湾を含む全ての既記録を，それぞれ原則として一次
文献を参照した上で収録することを目指した．産地名は，調べがつく限り現時点での行政区分に基づく表記で統一し，原論文に
おける表記との関連が不明瞭な場合に限って旧地名を直後に [　] 内に示した．この際，主に以下の資料に依拠した：『なるほど
市町村合併 都道府県別 日本地図帳』（2006年. 昭文社, 東京），『新版 日本分県地図地名総覧』（2005年. 人文社, 東京）および
『郵便番号簿　平成28 年度版』（2016年. 日本郵便株式会社）．最初の2資料は，いずれもここに掲げたものが最新版で，「平成
の大合併」と呼ばれる市町村合併を2005年時点で予定されていたものも含んでいる．その後の市町村合併を含め，現時点での行
政区画に関する最新情報に関して最も手頃に知るには，『郵便番号簿』(本稿執筆時点では，2016年版が最新) が便利である．代
表的な産地を図1に示し，地図上の記号の範囲にほぼ収まる近隣の産地は1個のみを示し，相互に対応する通し番号を付した．文
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のである．既知産地の地図は，小縮尺ではあるが，
長野県北半部，岐阜県，静岡県中北部には，かな
りの空白地帯が認められ，今後，多くの生息地が
発見される可能性が高い．長野県では，穂積（1997）
がキボシの ‘ab. gotoi Nakane’ として記録した安曇
村島々谷（現松本市安曇島々）と鈴木邦が，近年，
共同研究者と共に数個体採集している（本報告）
諏訪市霧ヶ峰高原より北の地域では発見されてい
ない．県中南部からは各地から記録がある．筆者
らは，東京青梅市の記録とは反対に，本種の記載
後に本種として報告された記録の中にキボシが混
入している可能性もあると推測し，山崎隆弘氏の
協力を得て再検討した結果，愛知県からキボシと
して報告された古い記録は，全てムツキボシであ
ることを明らかにし得た．

近畿地方は，既知産地がきわめて局所的で空白
地帯が多いが，広島・山口両県にも既知産地があ
ることから．滋賀・兵庫・三重県下にも生息地の
ある可能性は高い． 

中国地方の産地は，広島県の東端部と西端部，
山口県東部の 3 ヶ所のみだが，それら以外の産地
はいずれも近畿地方以東であり，最も近い京都府
の産地とは約 300 km の距離がある．地理的に，岡
山県下にも生息地のある可能性は高い．

本種は，以上のように本州の東北・関東・中部・
東海・近畿・中国地方から報告されてきた．しかし，
四国，九州および南西諸島などからもまったく知ら
れていないにもかかわらず，台湾からの記録がある 
(Shih, 2002)．台湾，中国南部およびベトナムにかけ
ては，翅鞘斑紋パターンの類似したキンバネツツハ
ムシ C. luteosignatus Pic, 1922 などが知られており

（Chûjô, 1954; 木元 , 1997, 2003），論文中に添付され
ているカラー写真によれば，体背面の斑紋の基本パ
ターンは正しく本種のそれと同一であるが，斑紋は
淡黄白色，前胸背や脚がかなり濃い赤褐色であり，
印象もかなり異なっており，その信憑性には疑問を
抱かざるを得ない．日本産の個体との詳細な比較検

討が必要ではないかと考える．
本種の既産地は，関東・中部地方においては，一

部を除いて，これまでのところほぼ低〜中山帯に限
られているように思われる．鈴木邦は，自身の採集
経験と既知の採集記録に関する断片的な情報から，
本種は主に関東地方から中部地方にかけての山地帯
に生息している種ではないかと推測していた．例外
的で特筆すべきなのは，千葉県の房総丘陵（斉藤明・
尾崎・鈴木勝 , 2013）と伊豆半島の天城峠（鈴木邦・
多比良・南 , 2015）からの記録である．両者は，い
ずれも半島部で，標高もそれほど高くないことから，
互いにそれぞれの地域での今後のより詳細な生息状
況の調査が期待される．静岡県からの記録のうち，
浜北市のそれも，例外的に標高 80 m ほどのごく低
丘陵地からのもので注目される．

図 1 に，表 1 に示したキボシツツ（a）とムツキ
ボシツツ（b）の地理的分布を示した．

なお，北村（1989）は，富山県初記録種として
キボシを記録した［採集記録：1♂. 黒部峡谷宇奈月
町鐘釣 . 25~26-VII-1987. 田中忠次採集］. この記録
は採集者から提出された採集記録をそのまま取り
纏めて発表したものとのことである（北村，私信）
が，採集地は黒部峡谷の奥の標高もかなり高く，
本稿で集約した既知産地の全般的な状況から判断
する限り，本種が富山県下に生息している可能性
はほとんどないと思われる．本種はひじょうに特
徴的な種であり，採集者も長年にわたって富山県
のハムシ類をかなりよく調査し，いくつか重要な
目録も公表している経歴から，単純な誤同定とは
考えられない．ムツキボシであった可能性が皆無
ではないと思われるが，採集者の標本を収蔵して
いる富山市科学博物館の標本（整理不十分）中に
はこれまでのところいずれの種に該当する標本も
発見できなかったので，この記録は現時点では参
考記録に留めておく．

献は，原則として当該採集データが最初に記録された一次文献のみを挙げるように努めた．二次文献の中には，一次文献のデー
タをそのまま転載しただけのものから新たな追加データを含むもの，一次文献における内容の修正を記してあるものなどもあ
るので注意を要する．特にムツキボシは，1983年に記載される以前にはキボシとして記されている場合があること，同じツツハ
ムシ亜科のムツボシツツハムシCryptocephalus sexpunctatus (Linnaeus, 1758) やヒゲナガハムシ亜科Galerucinaeのムツキボシハムシ
Gallerucida lewisi (Jacoby, 1885) と混同されて引用されている場合もあるので注意を要する．本稿では，可能な限り検討を加えた結
果を示した．一次文献を直接参照し得ず，やむを得ず二次文献からの間接引用によったためデータの詳細などが把握できなかっ
た場合がいくつかあった．一次文献にも，種名のみで，具体的なデータが記されていない場合があるが，いずれの場合にも，
データの詳細を把握し得なかった場合は，該当欄に「−」 記号で示した．一次文献に関する書誌情報などについては，筆者らの参
照した二次文献を直後に [　] 内で示し，同年に同一著者らによる複数論文のある場合は，読者の検索の便のため，筆者らの参照
した二次文献における扱い通りに記し，[　] 内に記してある文献を参照すれば原論文を知ることができるように配慮した．筆者
らのコメントを必要に応じて最後に [　] 内に記した．本表全体にわたって，[　] 内に記した内容は，全て筆者らによる注記と理
解されたい．筆者らの手許の標本や本稿のために提供された未公表記録には，産地名の頭に *印を付した．産地は都府県ごとに纏
めた．都府県および同一都府県内の産地は，最北端→最東端の緯度／経度を一義的な規準として，北→南，東→西の順に配列し
た．All the known habitats in the region east of the Kinki District, Honshu, for the former species and all the known habitats（including those 
in Formosa just for reference）for the latter species are compiled. Representative habitats are shown in Fig. 1.
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2. キボシツツハムシとムツキボシツツハムシの体背
面の斑紋変異

a. キボシツツハムシ
本種の体背面の斑紋パターンには，本州，四国お

よび九州に分布する個体群にはほとんど顕著な地理
的変異が認められない．それに対して，南西諸島で
はかなり複雑な地理的変異が認められる（Nakane 
& Kimoto, 1961a, b; Nakane, 1963b; Kimoto, 1964, 
1974; 木元 , 1979, 1994; 中根 , 1985）．地域によって
は亜種分化 subspeciation を起こしているが，その
様態は複雑で，充分に明らかにされているとは言
い難い．いくつかの亜種を認めている研究者もあ
る（Chûjô, 1935a, b, 1958; Chûjô & Kimoto, 1961; 中
根 , 1963a; Nakane, 1963b; Kimoto, 1974; 木元 , 1979, 
1994; 鈴木邦・滝沢 , 2007）．また，島嶼（八丈島：
平野 , 1988；鹿児島県吐噶喇（トカラ）列島中之
島：Nakane, 1963b；五島列島：今坂・江島・中山 , 
1981；平戸島：今坂 , 2001）によっては，著しい同
一個体群内変異や特徴的な変異も見られる．Nakane 
& Kimoto (1961b) は，トカラ列島中之島の個体群が
ひじょうに著しい斑紋の変異性を示すことを指摘し
た．島嶼における隔離の効果の顕著な現れであろう．

Nakane (1963b) は，翅鞘の色彩・斑紋型には，原
則的に明瞭に 8 対の黄褐色紋が認められる基本型 f. 
typica Nakane, 1963（木元（1979）は，キボシ型 f. 
perelegans Baly, 1873 と呼ぶ）のほか，次の 5 型を
区別した（Nakane は， ‘ab.’ (= aberrant) としている
が，ここではこうした同一種内の体色変異型には，
‘f.’ (= forma) の語を充てておきたい：黒色型 f. kuro 
Nakane, 1963，黒翅型 f. kurobane Nakane, 1963，薄紋
型 f. usumon Nakane, 1963，黄翅型 f. lividus Nakane, 
1963 および 6 紋型 f. gotoi Nakane, 1963．基本型は，
翅鞘に原則的に明瞭に 8 対の黄褐色紋が認められる

（‘8 紋型 ’（鈴木邦ほか , 2015））もので，紋の相対サ
イズにはかなり変異が生じ，翅鞘中央の 2 紋が消失
するものまでを包含する．小楯板の外側と翅鞘端の
各 1 対が縮小すると共に他の紋が消失するものもあ
る．宮古島には，‘ 大紋型（大野 , 1971）’ と呼ばれ
る f. takahashii Chûjô, 1935 が出現する．今坂（2001）
は，平戸島や五島列島にも黒色型が出現すると述べ
ている．Kimoto (1974) は，キボシの南西諸島にお
ける地理的変異に関する報告の中で，近縁種も含め
た議論を行っているが，これらの諸型の地理的分布
状況も概況のみで，詳細が判明しているとは言い難
く，今後の課題である．

b. ムツキボシツツハムシ
本種は，キボシの基本型 (f. perelegans Baly, 1873; f. 

typica Nakane, 1963) に似るが，翅鞘の黄褐色斑紋が
8 対ではなく，6 対しかない点で明瞭に区別される．
この他に，キボシでは前胸背板の幅が長さの約 2
倍あるのに本種では約 1.6 倍と顕著に細いことなど
でも容易に区別できる．Kimoto (1983) によってキ
ボシとは独立の別種として記載される以前は，注
意が払われることはほとんどなかったように思わ
れるが，Nakane (1963b) は，その 20 年前に既にキ
ボシの ‘6 紋型 ’（大野 , 1971） f. gotoi Nakane, 1963
として認識していた ( 中根 , 1985) ことは記憶され
てしかるべきであろう．

ムツキボシには，稀に翅鞘基部の内側の 2 斑紋
が融合する個体が出現する（稲泉 , 2005; 鈴木邦・多
比良・南 , 2015）以外は，さほど顕著な地理的変異
は認められない．

なお，Kimoto (1983) の原記載中にも明瞭な標本
写真が載っており，保育社の『原色日本甲虫図鑑
IV』（木元 , 1984; Pl. 32）の木元担当のハムシ科中
にもキボシと共に見事なカラーの標本写真が載って
いるから，一般の同好者でも両者の区別は外見上の
みでもさほど難しくない．鈴木邦・多比良・南 (2015) 
は，静岡県産の両種の雌雄の写真を示した．

キボシやムツキボシと類似の斑紋パターンを持
つ種は，他にも数種知られている．特に，斑紋パター
ンがキボシの基本型と本質的には同じで，ムツキ
ボシよりも相互にいっそう近縁なのではないかと
推定されるリュウキュウツツハムシ C. loochooensis 
Chûjô, 1935 (Chûjô, 1935a. タイプ産地：沖縄県先島
諸島西表島 ; 以下リュウキュウツツ ) が南西諸島

（沖縄県：沖縄諸島，先島諸島）から知られている．
リュウキュウツツも，キボシ同様，特に南西諸島
において一定の亜種分化を起していると考えられ
る．Kimoto (1974) および木元 (1979, 1994) は，両種
の亜種分化に関して地誌と関連づけながら一定の
議論をしているが，充分なコンセンサスの得られ
るような定説となっているとは言い難い．以上の 3
種は，分類学的扱いにも，研究者によってかなり
の差異が認められ，また同じ研究者においても時
代と共に変化が生じてきている現状から，今後充
分な検討のなされるべき種群である．

3．キボシツツハムシとムツキボシツツハムシの寄
主植物その他

表 2 に，キボシツツの寄主として記録されてい
る植物を挙げた．

キボシの寄主もしくは成虫が食用として利用し
ている植物は，筆者らが調べ得た限り表 2 に収録
したように 8 科に及んでおり，本種はかなりの多
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図1 ．キボシツツハムシ (a) とムツキボシツツハムシ (b) の地理的分布．前種に関しては，近畿地方以東の，後種に関しては
知り得た全ての記録を収録した．アラビア数字は，表1.のそれに対応する．(a) キボシC. perelegans：1 千葉市 Chiba-shi, 
2 富津市 Futtsu-shi (千葉県 Chiba Pref.), 3 大田区 Ôta-ku, 4 八丈島 I. Hachijô-jima (東京都 Tokyo Metropolitan Area), 5 横浜
市 Yokohama-shi, 6 藤沢市 Fujisawa-shi, 7 茅ヶ崎市 Chigasaki-shi, 8 横須賀市 Yokosuka-shi (神奈川県 Kanagawa Pref.), 9 静岡
市 Shizuoka-shi, 10 富士市 Fuji-shi, 11 浜松市 Hamamatsu-shi (静岡県 Shizuoka Pref.), 12 大津市 Ôtsu-shi (滋賀県 Shiga Pref.), 
13 津市 Tsu-shi, 14 多気郡 Taki-gun, 15 尾鷲市 Owase-shi (三重県 Mie Pref.), 16 八幡市 Yawata-shi (京都府 Kyoto Pref.), 17
神戸市 Kôbe-shi, 18 姫路市 Himeji-shi (兵庫県 Hyôgo Pref.), 19 泉南郡 Sennan-gun (大阪府 Osaka Pref.), 20 奈良市 Nara-shi, 
21 吉野郡 Yoshino-gun (奈良県 Nara Pref.), 22 田辺市 Tanabe-shi (和歌山県 Wakayama Pref.); (b) ムツキボシC. ohnoi：1福島
市 Fukushima-shi (福島県 Fukushima Pref.)，2 双葉郡 Futaba-gun 3 那須郡 Nasu-gun, 4 那須塩原市 Nasu-Shiobara-shi 5 日光
市 Nikkô-shi, 6 鹿沼市 Kanuma-shi, 7 佐野市 Sano-shi (栃木県 Tochigi Pref.), 8 久慈郡 Kuji-gun (茨城県 Ibaraki Pref.), 9 君津
市 Kimitsu-shi (千葉県 Chiba Pref.), 10 青梅市青梅丘陵 Oume-shi (Oume Kyûryô), 11 青梅市御岳山 Oume-shi (Mt. Mitake-san), 
12 西多摩郡 Nishi-Tama-gun, 13 八王子市 Hachiôji-shi (東京都 Tokyo Metropolitann Area), 14 愛甲郡 Aikou-gun, 15 相模原市 
Sagamihara-shi, 16 厚木市 Atsugi-shi, 17 小田原市 Odawara-shi, 18 足柄下郡 Ashigara-shimo-gun (神奈川県 Kanagawa Pref.), 19 
松本市 Matsumoto-shi, 20 諏訪市 Suwa-shi, 21 伊那市 Ina-shi, 22 飯田市 Iida-shi, 23 下伊那郡 Shimo-Ina-gun (長野県 Nagano 
Pref.), 24 北杜市 Hokuto-shi, 25 韮崎市 Nirasaki-shi, 26 南都留郡 (鳴沢村) Minami-Tsuru-gun (Narusawa-mura), 27 南都留郡 
(山中湖村) Minami-Tsuru-gun (Yamanaka-ko-mura) (山梨県 Yamanashi Pref.), 28 富士宮市 Fujinomiya-shi, 29 賀茂郡 Kamo-
gun, 30 浜松市 Hamamatsu-shi (静岡県 Shizuoka Pref.), 31 豊田市 Toyota-shi, 32 北設楽郡設楽町 Kita-Shitara-gun (Shitara-chô), 
33 北設楽郡豊根村 Kita-Shitara-gun (Toyone-mura), 34 岡崎市 Okazaki-shi (愛知県 Aichi Pref.), 35 京都市 Kyoto-shi (京都府 
Kyoto Pref.), 36 山辺郡 Yamabe-gun (奈良県 Nara Pref.), 37 伊都郡 Ito-gun (和歌山県 Wakayama Pref.), 38 府中市 Fuchû-shi, 39
大竹市 Ôtake-shi (広島県 Hiroshima Pref.), 40 岩国市 Iwakuni-shi (山口県 Yamaguchi Pref.). Fig. 1. Geographical distribution of 
Cryptocephalus perelegans (a) (plotted for the representatives among the known localities northeast of Hyôgo Pref., Kinki District, 
Honshu ) and C. ohnoi (b) in the Japanese Islands. Arabic numerals correspond to those shown in Table 1.
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食性の polyphagous 種であることが判る．ツツハム
シ類の成虫は，通常は葉を摂食するが，訪花して
花粉も食用としているものもある．幼虫は，自分
の身を保護するために自身の糞で嚢状の巣を形成
し，それを背負いながら地上で枯れ葉を食用とし
ている．そのため，多食性を示す種が多い．

ムツキボシの寄主植物などの生態情報は，ほと
んど知られていないが，カラマツ Larix kaempferi 
(Lamb.) Carr.（マツ科 Pinaceae）の新葉から得た（た
だし摂食しているとの確実な観察記録はない）と
の報告が複数ある（山崎隆 , 2003b; 滝沢 , 2007）ほ
か，マメザクラの葉上で採集したとの報告がある

（鈴木邦・多比良・南 , 2015）．松原（2017） は，モ
ミ Abies firma Siebold et Zucc.（マツ科）のスィーピ
ングで得た成虫を生かして持ち帰り，モミの葉を
与えて飼育したところ好食したことから，少なく
とも成虫の後食植物の可能性が高いと推測した．

また，キボシもムツキボシも，ライトトラップ
に良く飛来するようである［キボシ：原木 , 1984；
島地 , 1996 ／ムツキボシ：山崎隆 , 2003a; 加藤・多
比良，2005；斉藤明・尾崎・鈴木勝 , 2013; 鈴木邦・多
比良・南 , 2015］．キボシは，マレーズトラップで

採集されたとの記録もある（加藤・多比良，2005；
鈴木邦・多比良・南 , 2015）．

おわりに
地 理 的 変 異 を 含 め た 著 し い 種 内 変 異 を 起 こ

し て い る 種 は， 種 分 化 speciation や 亜 種 分 化
subspeciation をめぐる諸問題を考究する上で格好の
材料である．種や亜種の認定や分類学的取り扱い
には，当然のことながら地理的分布や地理的変異
の様態についての充分な理解が前提となる．筆者
らは，キボシやムツキボシ，さらにはこれらの近
縁種の合理的な分類体系の構築には，形態形質に
関してはもとより分子系統解析の結果との比較検
討も有効になるであろうと考えている．

キボシは，日本列島の中西部から台湾にかけて
分布しており，分布域での個体数はどこでも多く，
むしろ普通種であると言える．しかし，既述のよ
うに東海〜関東地方などにおける記録は，比較的
近年に限られているものがほとんどで，観葉植物
などに付着して移入された可能性が高いとの推測

（平野 , 1988）は的を射ているように思われる（鈴
木邦・多比良・南 , 2015）．既述のように，筆者らの

表2．キボシツツハムシの既知寄主植物．Table 2. Known host plants of Cryptocephalus perelegans. 

科Family
	 属および／あるいは種 [和名] Genus and/or Species [Japanese Name]／文献 Reference

カバノキ科 Betulaceae 
	 ハンノキ類 Alnus spp. ／滝沢 (1997, 台湾 )
ブナ科 Fagaceae 
	 クリ Castanea crenata Siebold et Zucc. ／竹中 (1975, 室内飼育 ), 堀井 (2008, 神奈川県藤沢市 ), 鈴木邦・宮内・南 (2015, 千葉県

富津市 )
	 シイ類 Castanopsis spp. ／滝沢 (2007)
	 マテバシイ Lithocarpus edulis (Makino) Nakai ／宮谷 (2012, 神奈川県横浜市 )
	 コナラ Quercus serrata Murray subsp. serrata var. serrata ／ *Chûjô & Kimoto (1961)
クスノキ科 Lauraceae
	 クスノキ Cinnamomum camphora (L.) J. Presl ／ * 中根 (1963a) 
マメ科 Leguminosae (= Fabaceae) 
	 イタチハギ（外来種）Amorpha fruticosa L. ／鈴木邦・多比良・南 (2015, 静岡県富士市 )
	 マルバハギ Lespedeza cyrtobotrya Miq. ／高倉 (1973, 福岡県平尾台 )
コミカンソウ科 Phyllanthaceae
	 カンコノキ Phyllanthus sieboldianus T. Kuros. ／ Chûjô (1958, 沖縄 ), Ohno & Hirano (1970, 屋久島 )，Chûjô & Kimoto (1961) 
タデ科 Polygonaceae 
	 イタドリ Fallopia japonica (Houtt.) Ronse Decr. var. japonica ／竹中 (1975, 室内飼育 ), 滝沢 (1994b, 奄美大島産の室内飼育 )
サクラソウ科 Primulaceae
	 モクタチバナ Ardisia sieboldii Miq. ／ Chûjô (1958, 沖縄 )
ムクロジ科 Sapindaceae
	 クスノハカエデ Acer itoanum (Hayata) H. L. Li ／ Chûjô (1958, 沖縄 )
科，属および種の学名表記は，全て，被子植物の最新のAPGIII (2009) およびAPGIV (2017) 分類体系に準拠した大橋広好ほか
編 (2015–17) の『改訂新版　日本の野生植物』（全5巻；平凡社）（本稿で取り上げた植物は，いずれも第1～4巻に収録されて
いる）に従い，高次分類群から学名のABC順に配列した．米倉（2012）の『日本維管束植物目録』は，基本的にAPGIIIに準拠
して編纂された目録で，ひじょうに便利であるが，編者の判断で必ずしもAPGIIIの体系に従っていない部分があり，APGIVに
よる改訂部分は反映されていないから，大橋ほか編の図鑑の扱いとは一致していない部分がある．APGIII体系に関しては米倉
（2013）の解説がある．大橋ほか編の図鑑は，I～III巻はAPGIIIに準拠しているが，IV～V巻はAPGIV体系が反映されている．
そのため，本図鑑で採用されている分類体系の大要は，I～III巻までとIV～V巻のそれとは異なっている点に注意．本稿で扱っ
た植物は，I～IV巻に含まれている．和名はカタカナで記し，大橋ほか編に従った．本文中で言及する際は和名のみを記した．
当該植物が少なくとも食用として利用されていることが観察された場所を文献の年号の後に記した．原典を知り得なかったも
のは，二次文献からの間接引用を示すために*印を頭に付した．二次文献は，知り得た限りで最も古いものを挙げた．
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研究の結果，愛知県からはこれまでのところキボ
シの確実な記録がなくなってしまったが，神奈川・
静岡両県下や近畿地方における最近の状況を踏ま
えると，特に名古屋市などの都市の市街地の公園
などには既に定着している可能性が高いと予想さ
れ，同好諸氏の注意を喚起したい． 
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「兵庫県立人と自然の博物館」に収蔵されている稲原延夫
コレクションのクワガタムシ科標本

横川忠司・山内健生
〒 669-1546　三田市弥生が丘 6 丁目　兵庫県立大学
自然・環境科学研究所／兵庫県立人と自然の博物館

Nobuo Inahara’s Stag Beetle Collection in the Museum of Nature and Human Activities, Hyogo

Tadashi Yokogawa and Takeo Yamauchi

緒言
クワガタムシ科は東南アジアを中心に世界中に

分布し，性的二型や個体変異，あるいは地域変異
が大きく，種レベルあるいは個体レベルで体長の
幅が大きいなどの特徴をもつ．日本人にとって最
も馴染みのあるグループのひとつであり，特にオ
スの大あごが発達する種は子供から大人まで幅広
い年齢層に人気がある．現在では，国内外の産地
を問わず，生きた個体が専門店以外のホームセン
ターでも気軽に購入できるほどになっている．そ
のため，日本には多くの愛好家がおり，個人で博
物館以上のコレクションを所有しているコレク
ターも複数存在する．本報ではその先駆けとなっ
た稲原延夫氏のクワガタムシ科標本について紹介

する．このコレクションは，兵庫県立人と自然の
博物館に収蔵されているクワガタムシ科標本の中
でも，特に貴重な標本が多数含まれ，学術的，な
らびに歴史的価値が高い．稲原延夫氏のコレクショ
ンには様々な分類群のコウチュウ目や蝶類も含ま
れるが，本報では便宜上，クワガタムシ科標本の
みを稲原コレクションと呼ぶ．

稲原延夫氏について
稲原延夫（1925 年 1 月 17 日～ 1985 年 1 月 17 日）

（図 1）は小学 2 年生の時から亡くなるまで，クワガ
タムシ科を中心に世界中の昆虫標本を収集し続け，
当時，クワガタムシ科では世界一の種数を誇る個人
コレクションを築いた．稲原 (1982b) によると，特
に影響を受けたのは中学生の頃に入手した「大日
本鍬形虫科の種の研究」（三輪 , 1931, 1932a, b, 1933, 
1934）で，これらを一言一句暗記するほど貪り読ん
だようである．現在，ボロボロになった直筆の写し
が残されている（図 2）．これを機に，標本や文献
の収集のため日本はもとより世界中の学者やコレク
ターと手紙でやり取りを始め，同時期に大阪の標本
商に足しげく通うようになったようである．しかし，
1945 年の大阪大空襲ですべての標本と文献を失って

図1. 稲原延夫氏（奥田則雄氏提供）．
図2．稲原氏が書き写した三輪勇四郎著『大日本鍬形虫科の

種の研究』（奥田則雄氏所蔵）．
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いる．したがって，現在のコレクションは収集を再
開した 1953 年からのものである．親交のあった海外
の研究者やコレクターは，Bernard Benesh（1891–1964，
米国）, Paul Nagel（生没年不明，ドイツ）, Gilbert 
John Arrow（1873–1948， イ ギ リ ス ）, Robert Didier

（1885–1977，フランス）, Ernst Lewis（生没年不明，
イギリス）, E. R. Leach（生没年不明，米国）, P. F. S. 
Pereire（生没年不明，ブラジル）, Wayne W. Kloop （生
没年不明，国籍不明）, Melchior de Lisle（1908–1977，
フランス）, Erich Weinreich（生没年不明，ドイツ）, 
Sebӧ Endrӧdi（1903–1984， ハ ン ガ リ ー）, Elli Franz

（1896–1983，ドイツ）などが挙げられる．そのほか，
標本収集のエピソードなどは稲原（1982b）に詳しく
書かれているので，興味のある方はこちらを参照い
ただきたい．稲原氏の生前にこのコレクションを見
た人はほとんどいなかったようだが，現在もアマチュ

図3．Psalidoremus elegans（現在はリュウキュウノコギリク
ワガタトカラ列島亜種Prosopocoilus dissimilis elegans）
のホロタイプ．

図4．タイワンマダラクワガタAesalus imanishiiのホロタイプ
（♂，左）とアロタイプ（♀，右）．

図5．イナハラマルバネクワガタNeolucanus inaharaiのホロ
タイプ（奥田則雄氏提供）．

図6．イナハラハネナシネブトクワガタAegus inaharaiのホロ
タイプ（♂，左）とパラタイプ（♀，右）．

図7．イナハラツノヒョウタンクワガタNigidius inaharaiのホ
ロタイプ（奥田則雄氏提供）．
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ア研究者として活躍されている山口雄志氏と奥田則
雄氏は当時稲原氏宅の近所にお住まいであり，小中
学生のころからこのコレクションを見せてもらって
いたそうである．また，海外の研究者とのやり取り
の方法や手紙の書き方も教わったそうである．

稲 原 氏 が 新 種 と し て 記 載 し た の は 2 種 で，
Psalidoremus elegans Inahara, 1958（ 現 在 は リ ュ
ウ キ ュ ウ ノ コ ギ リ ク ワ ガ タ ト カ ラ 列 島 亜 種
Prosopocoilus dissimilis elegans）（ 図 3） と タ イ ワ
ンマダラクワガタ Aesalus imanishii Inahara & Ratti, 
1981（ 図 4） で あ る (Inahara, 1958; Inahara & Ratti, 
1981)．また，1970 年代後半からは自身のコレクショ
ンを用いて解説や展示を行っている．1975 ～ 76 年
にかけては柏樹社の『まみず』に「昆虫誌」と題
した世界の甲虫の解説を 14 回にわたって連載し（稲
原 , 1977），1978 ～ 82 年にかけては比叡山自然科
学館にてコレクションの展示を行い，その解説を
比叡山自然科学館報に執筆した（稲原 , 1978, 1979, 
1980, 1981, 1982a）．

稲原氏に献名された種は，イナハラホソクワガタ
Leptinopterus inaharai Lacroix, 1982，イナハラマル
バネクワガタNeolucanus inaharai Okuda, 2009（図5），
イナハラハネナシネブトクワガタ Aegus inaharai 
Fujita, 2010（図 6），イナハラツノヒョウタンクワガ
タ Nigidius inaharai Okuda, 2012（図 7）の 4 種であ
る (Lacroix, 1982; 奥田 , 2009, 2012; 藤田 , 2010)．

没後のコレクションの経緯と保管状況
稲原氏の全標本は，没後，稲原氏のご遺族の強

い希望により全標本をまとめて受け入れ可能で，
昆虫標本の収集を行っていた株式会社日本生命保
険相互会社（大阪市）へ渡り，大阪市旭区生江町
の倉庫内に保管されていた．ここでは温湿度管理
と防虫対策が行われており，保管状況は良好であっ
た．そして，2001 年に日本生命から兵庫県立人と
自然の博物館へ，その他の標本（富田寿夫コレク
ションなど）と共に寄贈された．この時，日本生
命から受け入れた標本総数は，甲虫類 24,800 点以
上，蝶類 12,400 点以上であった．それ以降，当館
の収蔵庫で保管されてきた．

コレクションについて
稲原氏の全標本は，受け入れ時の資料によると

全部で 340 箱分あり，クワガタムシを中心に，カ
ブトムシやカミキリムシなどの甲虫類標本および
少数の蝶類標本で構成されている．我々は，主に
藤田（2010）に従って稲原氏のクワガタムシ科標
本をリスト化し，他のコレクションと区別して整

理した．2018 年 3 月現在，クワガタムシ科の標本
は約 7,100 点（ドイツ箱で 150 箱分）が確認されて
いる．

クワガタムシ科は当時の分類体系で 820 種以上
（稲原 , 1982b）が含まれている．当時知られていた
のが 1,100 種余り（現在は約 1,300–1,600 種）であっ
たため，既知種の約 75% を保有していたことにな
る．比較のために，国内の博物館における，公表
されているクワガタムシ科の所蔵種数や点数の例
を挙げると，国立科学博物館の和泉泰吉氏（1974
年没）のコレクションが 719 点（黒澤 , 1974），豊
橋市自然史科学博物館全体のコレクションが 1998
年当時でタイプ 38 点，351 種，3,794 点（豊橋市自
然史博物館 , 1998）である．物資の流通や海外との
やり取り，情報が少なかった時代に稲原氏がこれ
だけの種数を入手していたことに驚くばかりであ
る．藤田 (2010) の分類に従うと 66 属 573 種 680 亜
種（同定できたもののみ）に及び，他にも未記載
種と考えられる標本が含まれ，当時ではおそらく
世界一の個人コレクションである．しかも，当時
としては同定が正確なことも特筆すべきことであ
る．また，種数だけでなく，世界中の小型種から
大型種，地域変異，個体変異，奇形個体までカバー
している．同一種の標本が採集された国ごとに集
められ，その国旗あるいは周辺の地図とともに配
列されていたり，同定に使用された文献コピーと
ともにドイツ箱に収められている（図 8）点もユニー
クで，標本への強い執念と愛情が感じられる．稲
原氏はこのコレクションで世界のクワガタムシの
図鑑と博物館を作る予定だったようで，ある種の
個体変異が 1 箱で把握できるように配列されてい
たり（図 9），奇形個体だけで 3 箱分もの分量があ
る．奇形個体の内訳は，大あご（図 10），脚や触角，
その他（雌雄同体など）がそれぞれ 1 箱ずつであ
る． 多 く の 標 本 に は「INAHARA’s COLLECTION 
ACCESSION No.○○」と印字されたコレクションラ
ベル（○○ は手書きで 5 桁の数字が書かれている）
が付けられており，その裏面にデータが書かれて
いる．

タイプシリーズが多く含まれるのも稲原コレク
ションの重要な特徴のひとつである（50 点）．特
にパラタイプが多く，前述のように海外の研究者
との交換によって入手されたものである．ホロタ
イプは 4 点で，稲原氏本人が記載したリュウキュ
ウノコギリクワガタトカラ列島亜種とタイワンマ
ダラクワガタの 2 種に加え，没後に記載された
イナハラハネナシネブトクワガタ Aegus inaharai 
Fujita, 2010 とインヴェニレウスオオズクワガタ
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Macrocrates invenireus Fujii, 2012 が あ り ( 藤 田 , 
2010; Fujii, 2012)，これらは他の標本とは別にタイ
プ標本保管金庫にて管理されている．ちなみにリュ
ウキュウノコギリクワガタトカラ列島亜種の原記
載時に使用された口之島産 5♂3♀ は，ホロタイプ
1♂ 以外の 4♂3♀（いずれもパラタイプ指定はされ
ていない）のうち見つかったのは 2♂2♀ であった．

稲原コレクションには入手困難な種や歴史的に貴
重な標本も多い．例えば，古い標本であるにもかか
わらず『世界のクワガタムシ大図鑑』（藤田 , 2010）
に使用された標本は 17 種 22 点に上り，国内あるい
は世界でもおそらくここにしかない種の標本が含ま
れている．また，終戦直前の 1945 年 8 月 12 日に沖
縄で採集されたリュウキュウノコギリクワガタ沖縄
本島亜種 Prosopocoilus dissimilis okinawanus (Nomura, 
1962) の標本も存在する．さらに，現在では標本
の持ち出しが厳しく規制されているブータン産標

本も含まれている（サンダースマルバネクワガタ
Neolucanus saundersii Parry, 1864（図8），デレリクトゥ
スコクワガタ Dorcus derelictus Parry, 1862，ティティ
ウスヒラタクワガタ Dorcus tityus Hope, 1842 など）．

稲原コレクションからは稲原氏が当時の分類体
系に疑問を持っていたことも見て取れる．そのた
めか，種名ラベルには「DET. N. INAHARA」と記
載されているものとそうでないものがある．この
文字が記載されていないものも多いことから，こ
れらは稲原氏が疑問を持ちながら，あるいは同定
結果に自信が持てずに種名ラベルを作成したもの
かもしれない．実際に稲原（1982b）で「個体変化
が多いために今までの分類が完全とは思えず分類

図8．マルバネクワガタ属Neolucanusの1箱．採集された国の
国旗と同定に使用された文献コピーとともに収められ
ている標本．ブータン産のサンダースマルバネクワガ
タN. saundersiiも含まれている．

図9．大きな個体から順に番号が振られ，個体変異を把握
できるよう配列されたシェンクリングオオクワガタ
Dorcus schenklingi．

図10．大あご奇形の標本．これらにも国旗が付されてい
る．

図11．稲原延夫コレクションの常設展示．簡単な解説とと
もに標本，資料を展示している．
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学的に再検討の余地があると思った」，あるいは「標
本が増えれば増える程，個体を『種』として扱っ
た今までの分類学に疑問を持つに至った」と述べ
られている．例えば，当時は亜種や個体変異ま
で種として扱われていたブッダノコギリクワガタ
Prosopocoilus buddha Hope, 1842 の多くの産地，多
数の標本が集められており，個体変異から種や亜
種に至るまで検討されていたであろうことを垣間
見ることができる．

他にも，自慢の逸品と思われる標本（貴重な産
地や特大・特小個体）のラベルの下に赤い紙が付
けられている点もユニークである（図 8, 9）．特に
大型種の特大個体への執着が強く，多数の標本が
収集されている．藤田（1999）でも紹介されてい
る通り，現在の主流の展足（整形）方法に比べて
大あごや脚が大きく開かれている点も特徴的であ
る（図 8, 9）．

管理と活用
稲原コレクションと明示した展示を行うことが

寄贈の条件であったことから，2018 年 2 月から稲
原コレクションのみで 1 コーナーの常設展示を行
い，文献とともにドイツ箱に入れられた標本が展
示されている（図 11）．標本の劣化を防ぐために，
UV カットガラスを用い，月に 1 回程度，展示標本
をドイツ箱ごと入れ替えている．

収蔵庫では，「稲原延夫コレクション」として他
のクワガタムシ科標本とは区別してまとめて保管
されている．そして稲原氏の分類体系に対する考
え方がわかるように，ドイツ箱の中の標本は移動
させずに敢えて受け入れ時の状態を維持している

（図 8）．藤田（2010）のために貸し出された標本は，
元の箱に稲原氏の種名ラベルを残したまま標本だ
けを別のドイツ箱 1 箱にまとめている．稲原コレ
クション全種のリスト化のため，藤田（2010）の
分類に従い再同定し，種名に変更があったものに
ついては同定ラベルを付けた．そのため，現在は，
コレクションに含まれる種やタイプ標本の有無を
確認することができる．リストは非公開だが，研
究上必要な標本の所在を確認したい場合は山内ま
でお問い合わせいただきたい．また，整理・リス
ト化の過程で発見された特筆すべき標本について
は，別の機会に発表する予定である．

謝辞
奥田則雄氏には稲原氏の人柄や当時の状況をお
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京都府宮津市天橋立におけるハマベゾウムシの再発見
黒田悠三 1)・齋藤琢巳 2)

1) 〒 624-0851　舞鶴市大内野町 47-3(e-mail:y-kuroda@dance.ne.jp)
2) 〒 661-0045　尼崎市武庫豊町 3 丁目 2-25，サンヴェール武庫之荘 913 号

(e-mail:caw91250@pop21.odn.ne.jp)

Rediscovery of Isonycholips gotoi Chûjô & Voss, 1960 in Amanohashidate, 
Miyazu City, Kyoto Prefecture

Yuzo Kuroda and Takumi Saito

はじめに
ハ マ ベ ゾ ウ ム シ Isonycholips gotoi Chûjô & Voss, 

1960（図 1）は，体長 3.8–4.2 mm で，北海道から九
州にかけて分布し（森本，1993），海浜の砂中に打
ち上げられたアマモ類 Zostera spp. の堆積物中に生
息することが知られている（長谷川ら，2016）．

本種は，1960 年三重県津市の海岸部で採集され
た個体をホロタイプとして記載されて以降，同県内
の記録は途絶えてしまい，「三重県レッドデータブッ
ク 2005，2015」（三重県農林水産部みどり共生推進
課，2015；三重県環境保全事業団，2005）では絶滅
種とされたが，2016 年 6 月 15 日に同県松阪市の海
岸で 58 年ぶりに再発見された（乙部，2016a）．

本種の京都府からの従来の記録は，宮津市天橋
立， 30-VIII-2003，田中勇採集（水野，2004），同所，
6-VI-2004, 沢田佳久採集（沢田，2004），および同
所，1, 9, 12, 13, 23-VI-2005，安川謙二採集（安川，
2005）がある．恐らく 2003 年の田中勇氏の採集が

京都府における初記録であり，同氏によると浜辺
の藻屑をめくっていて偶然に採集した（田中，私信）
とのことである．

筆者らは，2017 年 6 月，同所において最後の記
録から 12 年ぶりに本種を採集し，その生息を確認
したので報告する．

記録
20 exs.，京都府宮津市文珠天橋立海岸，16-VI-

2017，齋藤琢巳採集・保管（図 2）．
8 exs.，同所，16-VI-2017，黒田悠三採集・保管．
採集方法は，砂浜の汀線付近に打ち上げられたア

図1．ハマベゾウムシ（天橋立産，スケールは1 mm）．

図2．篩い落とした砂上を歩き始めるハマベゾウムシ（天橋
立産，2017年6月16日，齋藤琢巳撮影）．

図3．天橋立海岸に打ち上げられたアマモなど（2017年9月
21日，黒田悠三撮影）．
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マモ（図 3）を篩にかけ，受け皿または叩き網の布
の上に落下した砂の中から探し出す方法によった．

考察
全国的にもハマベゾウムシの生息地が減少して

いると言われている中，京都府においてもアマモ
の繁殖地が少ないうえに，天橋立は日本三景の一
つとして有名な観光地であり，夏は大勢の海水浴
客で賑わうため，海浜の清掃作業などによる本種
の生息の維持が懸念されてきた．

本種は，2016 年 6 月，安川謙二氏が再調査する
ため，3 度にわたり当地を訪問し採集を試みたが 1
個体も採集できなかった（安川，2017）とのこと
である．しかしながら，この翌年，筆者らによる
調査では多数の生息を確認することができた．

乙部（2016a, b) は，本種が水中生活にも適応力
があり，頑丈な脚は砂に潜るためだけではなく，
水中でアマモ上を歩行し，波が荒い時でもアマモ
から引き離されないのに役立っていると考えられ
るとし，生息地から海が時化たときにアマモにし
がみつき，そのまま離れた海岸に漂着して分布を
拡大することができると推測している．当地にお
いては，日頃海浜の打上げアマモ除去の清掃作業
が行われてきたにもかかわらず，本種が生息して
いたことから，アマモが絶滅しないかぎり生存し
ていく能力を備えているのではないかと考えられ，
かりに一時姿を消したとしても，アマモさえ存続
していれば復活する可能性は十分考えられる． 

筆者の一人，黒田が知るかぎり，京都府におけ
るハマベゾウムシの生息地は天橋立だけであり，
アマモの繁殖する海岸もごくわずかのようである．

天橋立における本種の生息状況については，今

後も定期的なモニタリング調査が実施されること
を期待する．

末筆ながら，ハマベゾウムシの現在採用されて
いる学名についてご教示をいただいた東京農業大
学の小島弘昭博士および標本写真の撮影をしてい
ただいた愛媛大学ミュージアムの吉富博之博士，
ならびに採集時の情報提供をいただいた田中勇氏
に心からお礼申し上げる．
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Yoshida, T., Karner, M., & Hirowatari, T., 2018. 
A revision of Taiwanese species in the genus 
Psammoecus Latreille (Coleoptera, Silvanidae). 
Zoological Studies, 57: 18.

日本産のセマルヒラタムシ属 Psammoecus は
Yoshida & Hirowatari (2014) により再検討されてお
り（本誌 19 号に解説あり），今回は台湾産種が再
検討された．その結果，1 新種を含む 9 種が確認

された．いくつかのシノニムも認めており，日本
産では下記の変更があったようだ．

ア ラ メ セ マ ル ホ ソ ヒ ラ タ ム シ P .  h a r m a n d i 
Grouvelle, 1912（= Psammoecus boreas Yoshida 
& Hirowatari, 2014）

ヨツモンセマルヒラタムシP. dentatus Grouvelle, 
1883（= Psammoecus  sc i tus  Yoshida  & 
Hirowatari, 2014）

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）
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エサキクロタマムシの沖縄島における再発見
および慶良間諸島における追加記録

里見太輔
〒 657-8501　神戸市灘区鶴甲 3-11 神戸大学大学院 進化生態学研究室

（sdaisuke@me.com）

Rediscovery of Buprestis (Ancylocheira) esakii Y. Kurosawa, 1954 from Okinawa-jima Island 
and Additional Records from Kerama Islands, Japan

Daisuke Satomi

エ サ キ ク ロ タ マ ム シ Buprestis (Ancylocheira) 
esakii Y. Kurosawa, 1954 は，黒澤良彦氏によって台
湾産の個体を基に，ヒマラヤやインド東部から知
られていた B. aurantiopicta Castelnau et Gory, 1837 
の亜種として記載され（Kurosawa, 1954），その後，
秋山黄洋氏によって独立種に昇格されたタマムシ
である（秋山，1978）．日本における初記録は，大
島康平氏によって 1979 年 7 月 8 日に沖縄島南部の
知念村知念で，リュウキュウマツの樹皮下から発
見された死骸 1 頭である（黒沢，1980）．その後，
久米島（小林 , 1983）や慶良間諸島（楠井 , 2015; 
稲田ら , 2015）からも記録されているが，沖縄島
では，初記録以来多くの研究者が昆虫を調査して
いるにもかかわらず，現在にいたるまで再発見さ

れていない．本種の沖縄島からの再発見は，離島
と沖縄島の成り立ちや環境を比較・検討する上で
重要な意味を持つと考えられる．

筆者は，沖縄島中南部に位置する浦添市におい
て，2017 年 6 月 22 日に，本種 1♂ 個体を採集した．
本種の沖縄島での再発見は，1979 年の初記録以来
38 年ぶりであり，生きた個体が採集されたのは初
めてのことである．

＜標本データ＞ 1♂, 22. VI. 2017, 沖縄県浦添市伊
祖（標高 約 60 m)，筆者採集・琉球大学博物館（風
樹館）収蔵（資料番号 RUMF-ZI-29873）．

本種は，上翅（Fig. 1A）に黄色紋があり，体下
面（Fig. 1B）は黒色で暗銅色を帯びる．雄の前脛
節端内側（Fig. 1C）には鉤状突起があり，顔面（Fig. 

Fig. 1. Male of Buprestis (Ancylocheira) esakii Y. Kurosawa, 1954: A, dosal habitus; B, ventral habitus; C, right fore leg tibia; D, face. 
Scale: 5 mm for Fig. A & B. 
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1D）に黄色紋を示す（大桃・福富 , 2013）．
再発見時の状況として，15 時ごろ風通しの良い

小高い丘に生えたリュウキュウマツ（Fig. 2A）に
飛来した個体を発見した．採集した個体以外にも
本種と思われる飛翔個体を複数確認したが，追加
は得られなかった．飛来した樹木の衰弱部には，
本種とみられる脱出口（Fig. 2B）が確認されたため，
沖縄島でも発生している可能性は高いといえる．

筆者らは，翌日から慶良間諸島の阿嘉島にわた
り，慶留間島と外地島で 1 日半ほどエサキクロタマ
ムシの採集を行った．沖縄島で採集した場所と似た
環境を選び採集した結果，慶留間島で 22 個体（13♂，
9♀），外地島で 16 個体（6♂，10♀）を得た．これ
らの成果は，本種が小高い丘や尾根筋など風通しの
良い環境に生えたリュウキュウマツに集まることを
示唆する．しかし，生態に関して発生時期や活動時
間帯など，まだまだ未解明な部分は多い．

＜標本データ＞ 13♂, 9♀. 24–25. VI. 2017, 沖縄県
島尻郡座間味村慶留間慶留間島（標高 約 120 m），
6♂10♀. 24–25. VI. 2017, 沖縄県島尻郡座間味村慶留
間外地島（標高 約 60 m），里見太輔・黒田剛広採集・
保管．

沖縄島には，エサキクロタマムシと同属で近縁
なクロタマムシの琉球亜種 Buprestis (Ancylocheira) 
haemorrhoidalis arakii Y. Kurosawa, 1942 も分布して
いる．しかし，これまで両種が同所的に発見され
た例はなく，この 2 種間の関係については明らか

にされていない．したがって，両種の詳細な分布
や生態について，さらなる調査が必要であると考
えられる．

謝辞
報告にあたり，本種に関する文献情報や原稿を

校閲してくださった福富宏和氏（石川県ふれあい
昆虫館），採集に同行してくださった黒田剛広氏（神
戸大学大学院進化生態学研究室）に厚く御礼申し
上げる．
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Fig. 2. Habitat of Buprestis (Ancylocheira) esakii Y. Kurosawa, 1954: A, pine tree that found this species; B, exit hole.
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沖縄本島やんばるの森で採集されたヒメトゲムシ
田中　努

〒 194-0046　町田市西成瀬 3-21-14（tsuu3.tanaka@gmail.com）

Nosodendridae Collected from Yanbaru Forest of Okinawa Island in Japan

Tsutomu Tanaka

緒言
国内のヒメトゲムシ科 Nosodendridae は，ケモン

ヒメトゲムシ Nosodendron (Nosodendron) asiaticum 
Lewis，1889，クロヒメトゲムシ N. (Dendrodipnis) 
coenosum (Wollaston, 1873)，オガサワラクロヒメト
ゲ ム シ N. (D.) ogasawaraense Yoshitomi, Kishimoto 
et Lee, 2015，タイワンクロヒメトゲムシ N. (D.) 
taiwanense Yoshitomi, Kishimoto et Lee, 2015 の 4 種
が知られており Yoshitomi et al. (2015) の論文に詳し
く記載されている．

この中でクロヒメトゲムシは，北海道，本州，伊
豆諸島（三宅島），島後（隠岐諸島），四国，九州で
の生息が知られている．また，ムクノキの樹液に多
く見られることも知られている．一方，琉球列島に
おけるヒメトゲムシ科は，石垣島におけるタイワン
クロヒメトゲムシが知られているのみである．

今回筆者は，沖縄本島やんばるの森において，
これまで記録報告のなかったクロヒメトゲムシを
採集したので報告する．成虫と幼虫を複数採集し
ており，沖縄本島やんばるにおける採集状況，そ
して今回得られた生息環境とその生態の一部分に
ついても報告する．

やんばるの森のヒメトゲムシ
1）採集経緯

筆者は小型の甲虫採集を趣味としており，2017
年 10 月に沖縄県国頭村のやんばるの森を訪れた．
当日は天候が悪く，曇りで時より小雨のばらつく
天気であった．雑甲虫を求めて様々な林道をまわ
りビーティングを行ったが成果は乏しく，当日の
採集をほとんど諦めかけて最後に立ち寄った林道
が宇嘉林道であった．宇嘉林道にはソウシジュの
木が多く（図 1），オキナワネブトクワガタを求め
て樹液の出ている木を探した．真っ黒な樹液の出
ている木を見つけ（図 2）オキナワネブトクワガ
タを探すと，細い入り口の樹液の奥に，雄と思わ
れる小さな大あごを見つけた．ピンセットでの採
集も考えたが，オキナワネブトクワガタは国産ネ
ブトクワガタの中でも最も小さいので，吸虫管で
の採集を試みた．木の細い入り口に吸虫管の先を
差し込み，このオキナワネブトクワガタと思われ
る個体と共に周りの樹液も一緒に吸い込んだ．す
るとラッキーなことに，吸虫管の中に 2 匹のオキ
ナワネブトクワガタと 3 匹の樹液と同じように全
身真っ黒でとても硬そうな不明の甲虫が得られた．

図1．ソウシジュの茂るやんばる宇嘉林道(12月)． 図2. 樹液の出ているソウシジュ．
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この不明甲虫 3 匹がクロヒメトゲムシであった．

2）採集データ
筆者は最初の発見と採集後に 2 度現地を訪れた．

2 度目 (12 月 )，3 度目 (2 月 ) の採集では冬期にも
かかわらず，成虫（図 3）と幼虫（図 4）を共に発
見することができた．下記にこれまでの採集結果
をまとめる．全て採集者は筆者である．

3 exs.（成虫），沖縄県国頭村宇嘉林道，18. X. 
2017；4 exs.（成虫），4 exs.（幼虫），同所，6. XII. 
2017；1 ex.（成虫），2 exs.（幼虫），同所，24. II. 
2018；2 exs.（成虫），1 ex.（幼虫），沖縄県国頭村

宜名真林道，24. II. 2018；1 ex.（成虫），沖縄県国
頭村チイバナ林道，24. II. 2018．

今回採集したヒメトゲムシの同定は愛媛大学の
吉富先生にお願いした．その際に，下記の幼虫採
集の記録を伺っているので追記させて頂く．

2 exs.（幼虫），沖縄県国頭村奥一号林道 ( 奥与那
林道北部 )，14. X. 2015，岡野良祐採集．

以上の採集結果と報告から，クロヒメトゲムシは
沖縄県国頭村のやんばるの森に，西側から東側にか
けて広く分布している可能性が高いと考えられる．

図3. 沖縄県やんばるの森で採集されたクロヒメトゲムシの
成虫（約6 mm）．

図4. 沖縄県やんばるの森で採集されたクロヒメトゲムシの
幼虫（上：大きな幼虫 約11 mm，下：小さな幼虫 約9 
mm）．

図5. 樹液にいたクロヒメトゲムシ（2月，チイバナ林道）．

図6. 冬期(12月)，成虫と幼虫を採集した木の洞（水分が多め
で葉と土が滞積している）．
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ヒメトゲムシの生息環境と生態
採集した全ての個体は，ソウシジュの樹液や樹

中，樹間，樹下で得られた．ソウシジュはマメ科
アカシア属の常緑高木で，フィリピン，台湾を原
産とし，1906 年（明治 39 年）に防風林用の木とし
て台湾から沖縄に導入された．ソウシジュ以外の
樹種での採集も試みたが 3 回の採集では困難であっ
た．ソウシジュの沖縄における拡がりと本種の繁
殖の間には関連性があるのではないかと思われる．

10 月の採集時の気温は 27℃～ 30℃程度で，先に
記載したようにソウシジュの樹液の中から得られ
た．12 月の採集時の気温はおおむね 16℃～ 18℃程
度であり，宇嘉林道内を探したが樹液の出ている
木を見つけることは出来なかった．一方，2 月の採
集時の気温は 18℃～ 21℃程度と若干暖かく林道の
入り口近辺ではジャコウアゲハが，林道内ではオ
キナワイチモンジハムシが活動をしていた．そし
て林道内では樹液の出ているソウシジュを 3 本見
つける事ができた．またチイバナ林道では，樹液
に来ている本種を観察することもできた（図 5）．

12 月の採集時は当初，樹液の出ているソウシジュ
を見つけることが出来ず諦めていた．そして，過
去の採集経験からネブトクワガタを求め，樹中や
樹下の湿潤な部分や樹間の土や木の葉の貯まった
湿潤な部分（図 6）の観察を行った．その結果，オ
キナワネブトクワガタは複数の死体のみで生体を
得ることは出来なかったが，驚いたことに，クロ
ヒメトゲムシの成虫と幼虫を同時に得ることがで
きた（図 7）．この経験を踏まえ 2 月の採集では，
宜名真林道において樹液と，その樹液が土中に染

み込んだ部分の両方から成虫を採集することも経
験した（図 7）．

以上の採集結果から，沖縄県国頭村のやんばるの
森におけるクロヒメトゲムシは，オキナワネブトク
ワガタと同じ生息環境を好み，成虫越冬し，成虫
と幼虫が一年中観察することが可能と考えられる．
これは，Yoshitomi et al. (2015) の論文の記載を裏付
ける結果とも言える．また，12 月の樹下で採集し
た幼虫は図 4 に示したように，大きな幼虫（約 11 
mm）と小さな幼虫（約 9 mm）が同時に得られて
おり，一年間を通して成虫は長命で，産卵は決まっ
た時期に行われない可能性があるのではないかと思
われる．ただし，これら幼虫の差が成熟の差と考え
た場合であるが，個体差も考えられる．さらに，ソ
ウシジュの樹液の出ている時期は樹液で活動し，樹
液の出ていない時期になると，樹中や樹間，樹下な
どの土や木の葉の貯まった湿潤な部分に移動して越
冬している可能性が高いと考えられる．

考察と今後の課題
まず，沖縄県内における分布がやんばるの森だ

けなのかどうかが課題としてあげられる．ソウシ
ジュは沖縄本島に広く分布しているからである．
また，石垣島ではタイワンヒメトゲムシが記録さ
れており，石垣島と沖縄本島の間に種の隔たりが
あるが，これまで本種は九州よりも北側での採集
報告のみであることから，今後，奄美群島，トカ
ラ列島，大隅諸島などの南西諸島でも観察される
可能性が高いと考えられ，これらの島での採集が
課題である．

図7. 洞の中の土の中から出てきたクロヒメトゲムシ成虫． 図8. 樹液と土中の両方から成虫を採集したソウシジュ（2
月）．
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次に沖縄県国頭村のやんばるの森における生息
環境に関しては，若干わかってきたと考えられる
が，生態に関してはさらなる解明が必要である．
成虫がどの程度生きるのか，産卵はいつ行われる
のか，幼虫はどのように成熟して成虫となるのか
などである．今後，本報告などによりヒメトゲム
シの認知が高まり，生態の解明が進むことを期待
したい．

謝辞
今回の採集で，ヒメトゲムシの種の同定確認を

して頂いた，愛媛大学の吉富博之准教授に厚くお

礼申し上げる．また，発表の機会を作って下さっ
た平野幸彦氏と，様々なアドバイスを下さった平
野氏が主催している Facebook の 2mm クラブのメ
ンバーに厚くお礼申し上げる．
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【短報】奄美群島請島で採集されたホソカタムシ科
の甲虫

請島は加計呂麻島の西南に位置し，面積 13.3 
km2，奄美群島中 7 番目の大きさの島である．

本年（2018）の春にかけて，同島の生物調査時
に得られた 5 種のホソカタムシが，検討の結果同
島未記録の種であることが判明したのでここに記
録として報告する．当該 5 種は共に奄美大島・加
計呂麻島にも分布する（青木，2013）．

種名の確定は青木が行い，全ての個体は安藤に
よって採集されたものである．検鏡を終えた標本
はすべて青木が保管している．また，今回の調査
を快く許可いただいた鹿児島県大島郡瀬戸内町教
育委員会に感謝申し上げる．

ツヤナガヒラタホソカタムシPycnomerus vilis Sharp, 
1885

1 ex., 請 島： 請 阿 室， 瀬 戸 内 町， 鹿 児 島 県，
20. II. 2018. (Ukejima Is.: Ukeamuro, Setouchi-chô, 
Kagoshima Pref., 20. II. 2018, K. Ando leg.)

ナガセスジホソカタムシBitoma siccana Pascoe, 1863
1 ex., 請 島： 請 阿 室， 瀬 戸 内 町， 鹿 児 島 県，

20. II. 2018. (Ukejima Is.: Ukeamuro, Setouchi-chô, 
Kagoshima Pref., 20. II. 2018, K. Ando leg.)

コヒラタホソカタムシBolcocius shibatai Sasaji, 1984
2 exs., 請島：請島大山，瀬戸内町，鹿児島県，

14. IV. 2018. (Ukejima Is.: Ukejima Ôyama, Setouchi-
chô, Kagoshima Pref., 14. IV. 2018, K. Ando leg.)

ダルマチビホソカタムシPseudotarphius lewisii 
Wollaston, 1873

2 exs., 請島：請島大山，瀬戸内町，鹿児島県，
14. IV. 2018. (Ukejima Is.: Ukejima Ôyama, Setouchi-
chô, Kagoshima Pref., 14. IV. 2018, K. Ando leg.)

オ キ ナ ワ マ ダ ラ ホ ソ カ タ ム シ T r a c h y p h o l i s 
okinawensis Nakane, 1991

1 ex., 請島：請島大山，瀬戸内町，鹿児島県，14. 
IV. 2018. (Ukejima Is.: Ukejima Ôyama, Setouchi-chô, 
Kagoshima Pref., 14. IV. 2018, K. Ando leg.)

引用文献

青木淳一，2013. ホソカタムシの誘惑 第 2 版 : 日本産ホソカ
タムシ全種の図説 . 211 pp. 東海大学出版会．

安藤清志（愛媛大学農学部環境昆虫学研究室）
青木淳一（東京都港区西麻布）

昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫針

00, 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6 号 , 有頭ダブル針も出来ました．
その他， 採集， 製作器具一切豊富に取り揃えており
ます．

	 〒 142-0051
	 東京都品川区平塚 2 丁目 5 番 8 号
	 郵便振替　00130-4-21129
	 電話　(03) 5858-6401 （ムシは一番）
	 FAX　 (03) 3784-6464

（カタログ贈呈）　（株）志賀昆虫普及社
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本州最南端で採集された和歌山県初記録の土壌性甲虫類
保科英人

〒 910–8507　福井市文京 3-9-1 福井大学教育学部

筆者は 2018 年 3 月下旬，本州最南端にあたる和
歌山県串本町潮岬で落ち葉ふるいによる土壌性甲
虫類の採集を行った．その結果，和歌山県初記録
と思われる甲虫類 3 種を捕獲したので，本稿にて
報告する．以下，これら 3 種の採集データは全て「和
歌山県串本町潮岬 , 25. iii. 2018, 筆者採集」である．

＜ガムシ科＞
オオヤマトオカツヤガムシ Armostus ohyamatensis 

Hoshina et Satô, 2006
2 exs. 
本種は九州から本州太平洋側の関東まで分布す

る．Hoshina & Satô (2006) および保科（2016）で述
べたように，これまで本種は雌個体しか見つかっ
ていない．おそらく単為生殖種と思われる．

＜タマキノコムシ科＞
ウスゲマルタマキノコムシ Agathidium (Cyphoceble) 

nipponicum Angelini et De Marzo, 1990
3 exs.
保科ら (2000) で概説したように，本種はタマキ

ノコムシ科マルタマキノコムシ属（Agathidium 属）
の中では例外的に背面に微細な毛を持つ．また，
模式産地を含め本種の既知産地は関西地域（三重
県含む）に限定されている．さらに，形態的に近
縁と思われる種は国内他地域および周辺各国から
知られておらず，生物地理学的に謎が多い種でも
ある．

ツヤマルタマキノコムシ Agathidium (Agathidium) 
sublaevigatum Portevin, 1908

1 ex.
本種は久松（1985）で写真付きで紹介されてい

るが故に，各地の甲虫目録で名前をよく目にする．
しかし，中には「背面が黒色で上翅に点刻が無い
マルタマキノコムシ属」の種が単純に本種と同定
されてきた事例が少なくない．率直なところ，本
種の過去の記録はあまり信用できないので，本稿
にて改めて記録しておく．

串本町潮岬には明治期に建設され歴史的価値が
高い潮岬灯台がある．また，周辺には駐車場や展
望台などが整備され，全体的に公園化が進んだ
環境である（図 1）．しかし，上記 3 種のうちウ
スゲマルタマキノコムシは後翅を欠く種であり

（Hoshina, 1999），筆者の経験上良好な状態の落葉層
を残す森林でしか捕獲されない．今回上記 3 種以
外に採集された土壌性甲虫類は種数・個体数とも
に少なくなく，またウスゲマルタマキノコムシ以
外にも後翅を欠く甲虫が捕れている．よって，潮
岬周辺は紀伊半島南端の本来の土壌性甲虫相の一
部を今なお残していると思われる．
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図1． 和歌山県串本町潮岬の環境．
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石川県のミズスマシ科
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Gyrinidae (Coleoptera) of Ishikawa Prefecture, Honshu, Japan

Kohei Watanabe

はじめに
石川県におけるミズスマシ科甲虫の記録は，1992

年時点でオオミズスマシ Dineutus orientalis (Modeer, 
1776)， ミ ズ ス マ シ Gyrinus japonicus Sharp, 1873，
ヒメミズスマシ G. gestroi Régimbart, 1883 の 3 種で
あった（徳本，1992）．その後，コミズスマシ G. 
curtus Motschulsky, 1866（ 入 場，1994）， オ ナ ガ ミ
ズスマシ Orectochilus regimbarti Sharp, 1884（西原，
1998），コオナガミズスマシ O. punctipennis Sharp, 
1884（石原，2005）が記録され，2018 年時点で計
6 種のミズスマシ科 Gyrinidae が確認されている． 

一方，石川県内で過去に採集されたミズスマシ科
の小型種の同定について，富沢（2016b）は再検討
の必要性を指摘している．実際に，渡部・富沢（2016）
が指摘したように，富沢（2006）のミズスマシの記
録がヒメミズスマシの誤同定であった事例もある．
とりわけ，石川県内産のコミズスマシは入場（1994）
の 2 個体と西原（1998）と鴨池昆虫調査研究会・財
団法人日本野鳥の会サンクチュアリセンター（1998）
の 1 個体（両報告は同一個体に基づく）の計 3 個体
が得られているにすぎず，石川県版レッドデータ
ブックにおいて絶滅危惧 II 類に選定されている（石
川県野生動物保護対策調査会，2009）．しかし，筆
者が調査確認した県内産のコミズスマシと同定され
た標本の一部は，ヒメミズスマシの誤同定であった

（富沢ほか，2015）．コミズスマシは環境省版レッド
データブックでも絶滅危惧 IB 類に選定されている
希少種であることから（環境省自然環境局野生生物
課希少種保全推進室，2015），正確な同定に基づく
記録の重要性は大きい．

また，ミズスマシ科の種は近年全国的に危機的
状況にあり（苅部，2011），かつては普通種として
認識されていたものが数年の間に激減した事例も
報告されている（池竹，2013）．環境省版の第 4 次
レッドデータブックでは，11 種が新規に掲載され，
第 3 次リストで準絶滅危惧であったツマキレオナ
ガミズスマシ O. agilis Sharp, 1884 も絶滅危惧 II 類
にランクアップされている（環境省自然環境局野
生生物課，2012）．石川県においてもミズスマシ科

各種の減少が懸念されており，筆者は石川県版レッ
ドデータブックの改訂のために県内各地において
本科を対象とした調査を実施してきた．

本研究では，石川県内で過去にコミズスマシと
して報告された全標本の再検討を行い，確認され
たミズスマシ科の記録を整理するとともに，筆者
がこれまで実施してきた現地調査に石川県ふれあ
い昆虫館に所蔵されている標本調査の結果を加え
て，県内におけるミズスマシ科の分布状況につい
て考察した．

調査方法
過去の記録について，石川県内におけるミズスマ

Fig. 1. Location of collection sites in Ishikawa Prefecture.
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シ科の文献記録を整理し，石川県ふれあい昆虫館に
所蔵されている石川県産の本科の標本を調査した．
過去の記録や標本ラベルの一部には古い地名が掲載
されていたが，調査結果に掲載した地名は最新の名
称を表記し，必要と思われるものについては文献に
表記されている旧地名を（）内に示した．

併せて，現在の状況を把握するため，2010 年お
よび 2015 年 4 月から 2017 年 11 月にかけて石川県
内の水辺 172 地点において現地調査を実施した（Fig. 
1）．本科には流水性種と止水性種が含まれることか
ら，流水域および止水域を現地調査の対象とした．
白山国立公園の特別保護地区内の調査は採集許可

（環中地国許第 1602151 号）を取得後に実施した．
現地調査の結果を元に各種の分布図および標高

分布図を作製し，県内の生息状況について考察し
た．標高は地理院地図（電子国土 Web）http://maps.
gsi.go.jp より取得した．

採 集 し た 個 体 は， 双 眼 実 体 顕 微 鏡（Nikon 製
SMZ-745）を用いて同定した後，乾燥標本とした．
種の同定は佐藤（1985）および中根（1987a，b）
を参考にした．加えて，県内から記録があり，類
似している Gyrinus 属 3 種（コミズスマシ，ミズス
マシ，ヒメミズスマシ）においては，雌を識別す
るための形質を比較検討した．

結果および考察
調査結果

渡部・富沢（2016）では，今回の調査地点の一
部の記録を報告した．このデータも含め，確認さ
れたミズスマシ科は，オオミズスマシ，オナガミ
ズスマシ，コオナガミズスマシ，ミズスマシ，ヒ
メミズスマシの 5 種であった．過去に石川県から
記録されていたコミズスマシの全標本を検視した
結果，これらは全てヒメミズスマシの誤同定であっ
た．【文献記録】に既知記録，【調査結果】に石川
県ふれあい昆虫館の標本調査および現地調査の結
果を示す．標本の保管場所については次のとおり
略記した：石川県ふれあい昆虫館（IIM）；渡部晃
平コレクション（CKW）．

石川県におけるミズスマシ科の分布図を Figs. 
2–6，現地調査で生息を確認した地点の標高分布を
Fig. 7 に示した．オオミズスマシは標高 0.9–134.0 m，
オナガミズスマシは 10.5–571.2 m，コオナガミズス
マシは 9.1–571.2 m，ミズスマシは 9.0–806.5 m，ヒ
メミズスマシは標高 38.0–59.0 m から確認された．

本調査では離島部の調査を行うことができな
かったが，舳倉島および七ツ島ではミズスマシ科
の種は確認されていない（富沢ほか，2011）．

オオミズスマシ亜科　Enhydrinae
1．オオミズスマシ Dineutus orientalis (Modeer, 1776)
【文献記録】珠洲市：木ノ浦（西原，1998）．若

山町二子（石川むしの会編集部，2017）．輪島市：
上大沢（西原，1998）．町野町寺山（野村，2014）．
能登町：（能都町）院内（西原，1998）．志賀町：
宿女，安津見新（西原，1998）．八幡，豊後名，里
本江，福浦港，三明，百浦，笹波（渡部・富沢，
2016）．七尾市：花園（石川むしの会・百万石蝶談会，
1992）．池崎，和倉（西原，1998）．能登島（富沢，
2012）．中能登町：（鹿西町）上後山，（鹿島町）井
田（西原，1998）．久江原山分（大宮，2014）．羽
咋市：神子原（西原，1998）．柳田町，柴垣町，寺
家町（渡部・富沢，2016）．宝達志水町：（押水町）（入
場，1990）．（押水町）免田，（志雄町）針山，所司
原（西原，1998）．聖川（渡部・富沢，2016）．か
ほく市：（宇ノ気町）河北潟，（高松町）元女（西原，
1998）．大崎 河北潟（西原，1999）．津幡町：下矢田，
朝日畑（西原，1998）．山北（樋口，2009，2011）．
川尻（富沢，2013）．内灘町：湖西 河北潟（西原，
1999）．金沢市：松根（西原，1998）．忠縄 北部公
園（富沢，2013）．能美市：上徳山（辰口昆虫調査会，
2006）．小松市：遊泉寺（西原，1998）．埴田町（石
川むしの会編集部，2017）．加賀市：片野鴨池（徳
本，1994；鴨池昆虫調査研究会ほか，1997）．加佐
ノ岬（西原，1998）．塩屋町（富沢，2008）．不明：
能登北部（山口・荒木，2001）．
【 調 査 結 果 】 珠 洲 市：1 ex., 三 崎 町 粟 津 , 7. VII. 

2010, 筆者撮影；1 ex.（CKW）, 三崎町寺家 , 28. IV. 
2015, 筆者採集；1 ex.（CKW）, 三崎町杉山 , 28. IV. 
2015, 筆者採集；1 ex., 正院町飯塚 , 28. IV. 2015, 筆者
目撃；1 ex.（IIM）, 三崎町小泊 A, 13. VI. 2016, 筆者
採集；1 ex.（IIM）, 三崎町小泊 B, 13. VI. 2016, 筆者
採集；10 exs., 三崎町粟津 , 13. VI. 2016, 筆者目撃；
10 exs., 三崎町本 , 27. VI. 2017, 筆者目撃；2 exs.（IIM）, 
若山町鈴内 A, 28. VI. 2017, 筆者採集；1 ex.（IIM）, 
若山町鈴内 B, 28. VI. 2017, 筆者採集；2 exs.（IIM）, 
小泊 , 13. V. 2002, A. Tomisawa 採集；2 exs.（IIM）, 同所 , 
28. VII. 2002, A. Tomisawa 採集；1 ex.（IIM）, 飯塚 , 
14. V. 2002, A. Tomisawa 採集；1 ex.（IIM）, 能登 宝
立山 , 22. VI. 2000, 藤究採集．志賀町：4 exs.（IIM）, 
西海久喜 A, 6. XI. 2017, 筆者採集；10 exs., 西海久喜 B, 
6. XI. 2017, 筆者目撃；1 ex.（IIM）, 百浦 網笠池 , 13. 
V. 2014, 福富宏和採集．七尾市：2 exs.（CKW）, 青
山町 , 11. V. 2015, 筆者採集；2 exs.（IIM）, 能登島長
崎町 , 28. VIII. 2000, S. Hiramatsu 採集；2 exs.（IIM）, 
能登島向田町 , 25. XI. 2000, 佐藤卓也採集．津幡町：
2 exs.（CKW）, 字川尻 , 2. V. 2016, 筆者採集．内灘



38 さやばね ニューシリーズ　No. 30

SAYABANE  N. S.  No. 30June 2018

町：2 exs.（IIM）, 宮坂 , 26. VI. 1999, S. Hiramatsu 採
集；2 exs.（IIM）, 同 所 , 20. VIII. 1999, S. Hiramatsu
採集．小松市：4 exs.（IIM）, 立明寺 , 28. VII. 1999, T. 
Ishikawa 採集．

オナガミズスマシ亜科　Orectochilinae
2．オナガミズスマシ Orectochilus regimbarti Sharp, 

1884
【文献記録】珠洲市：上戸町寺社，宝立町柏原（野

村，2016）．輪島市：三井町小泉，石休場町（野村，
2016）．能登町：字北河内 河内川（渡部，2010；渡
部・富沢，2016）．白山市：（河内村）直海谷川（西原，
1998）．小松市：岩上町 西俣川，西俣町 西俣川（渡
部・佐藤，2016）．加賀市：山中温泉真砂町（富沢，
2008）．
【調査結果】珠洲市：1 ex., 上戸町北方 , 17. V. 

2010, 筆者目撃．白山市：3 exs.（CKW）, 白峰 大
道谷川 , 24. VI. 2015, 筆者採集；3 exs.（CKW）, 左
礫町 大日川 , 15. VII. 2015, 筆者採集；2 exs.（CKW）, 
河内町内尾 直海谷川 , 13. XI. 2015, 筆者採集；1 
ex.（CKW）, 相滝町 堂川 , 29. V. 2016, 筆者採集．
小松市：1 ex.（IIM）, 大杉 , 6. VII. 2001, 石川卓弥
採集；2 exs.（IIM）, 同所 , 14. VII. 2007, 石川卓弥採集．

3．コオナガミズスマシ Orectochilus punctipennis 
Sharp, 1884

【文献記録】珠洲市：宝立町鵜飼（野村，2015）．
白山市：渡津町（野村，2016）．小松市：岩上町（石
原，2005）．西俣町（野村，2016）．岩上町 西俣川，
西俣町 西俣川（渡部・佐藤，2016）．加賀市：黒瀬
町（野村，2016）． 
【調査結果】白山市：6 exs.（CKW）, 白峰 大道谷川 , 

24. VI. 2015, 筆者採集；4 exs.（CKW）, 左礫町 大日川 , 
15. VII. 2015, 筆 者 採 集． 川 北 町：1 ex.（CKW）, 
字朝日 手取川 , 2. VI. 2016, 筆者採集．小松市：1 
ex.（CKW）, 丸山町 大日川 , 4. VII. 2015, 筆者採集．

ミズスマシ亜科　Gyrininae
4．ミズスマシ Gyrinus japonicus Sharp, 1873
【文献記録】珠洲市：宝立山，木ノ浦，笹波（西

原，1998）．輪島市：坂田，上大沢，町野町北口，
町野町佐野（西原，1998）．赤崎町（渡部・富沢，
2016）．能登町：武蓮（渡部・富沢，2016）．穴水町：
樟谷（西原，1998）．七尾市：栢戸（西原，1998）．
中能登町：（鹿西町）上後山（西原，1998；渡部・
富沢，2016）．久江原山分（大宮，2014）．羽咋市：
菅池（西原，1998）．宝達志水町：（押水町）沢川，（志
雄町）針山，平床，所司原，見砂（西原，1998）．

かほく市：（高松町）元女（西原，1998）．津幡町：
牛首，朝日畑（西原，1998）．金沢市：夕日寺町 夕
日寺健民自然園（徳本・高羽，1982）．湯涌田子島
町 日尾池（西原，1997）．夕日寺，戸室別所，キゴ
山，小豆沢，日尾池，市瀬，桐山（西原，1998）．
砂子坂町（樋口，2012）．堅田町，倉ヶ岳（富沢ほか，
2015）．白山市：（鶴来町）（富樫，1995）．（鶴来町）
坂尻（西原，1998）．能美市：（辰口町）大口（西
原，1998）．上徳山（富沢ほか，2004）．小松市：
新保町（富沢，2009；樋口，2012）．丸山町，岩渕
町（富沢，2016a）．鵜川町（石川むしの会編集部，
2017）．加賀市：片野鴨池（鴨池昆虫調査研究会ほか，
1997）．加佐ノ岬，上木（西原，1998）．
【調査結果】珠洲市：1 ex.（CKW）, 三崎町寺家 , 

16. V. 2010, 筆者採集；4 exs.（IIM）, 同ラベル , 7. 
VIII. 2015, 石川卓弥採集；3 exs.（CKW）, 正院町岡
田 , 28. IV. 2015, 筆者採集；3 exs.（IIM）, 三崎町小
泊 B, 13. VI. 2016, 筆者採集；1 ex.（IIM）, 三崎町粟
津 , 13. VI. 2016, 筆者採集；2 exs.（IIM）, 三崎町雲
津 , 27. VI. 2017, 筆者採集．能登町：2 exs.（IIM）,

（能都町）高照寺 , 5. VII. 1999, A. Tomisawa 採集．金
沢市：2 exs.（IIM）, 角間 池 No.1, 3. XI. 1993, 佐藤
卓也採集；2 exs.（IIM）, 同所 , 19. III. 1994, 佐藤卓
也採集；1 ex.（IIM）, 同所 , 16. IV. 1994, 佐藤卓也
採集；1 ex.（IIM）, 同所 , 19. III. 1995, 佐藤卓也採
集；1 ex.（IIM）, 角 間 池 No.2, 7. III. 1995, 佐 藤 卓
也採集；1 ex.（IIM）, 横谷 南の池 , 20. V. 1992, 佐
藤 卓 也 採 集；2 exs.（IIM）, 戸 室 別 所 , 28. V. 1994, 
佐藤卓也採集；1 ex.（IIM）, 金沢城内植物園の池 , 
22. IV. 1994, 佐藤卓也採集；3 exs.（IIM）, 犀川 大桑
橋上流 , 30. IV. 1995, 佐藤卓也採集．白山市：2 exs.

（CKW）, 白峰 高山植物園 , 24. VI. 2015, 筆者採集；2 
exs.（CKW）, 白峰 大道谷川 , 24. VI. 2015, 筆者採集；
2 exs.（CKW）, 桑島 百合谷 , 3. V. 2016, 筆者採集；1 
ex.（IIM）,（鶴来町）坂尻町 , 4. V. 1996, T. Ishikawa
採集．能美市：1 ex.（IIM）,（辰口町）上徳山 , 14. 
V. 2001, A. Tomisawa 採集．小松市：8 exs.（CKW）, 
新保町 , 4. VII. 2015, 筆者採集；1ex.（IIM）, 金平 池
No.7, 26. V. 1996, 佐藤卓也採集；1 ex.（IIM）, 東山
町 池 No.17, 29. V. 1996, 佐藤卓也採集；1 ex.（IIM）, 
鵜川 池 No.10, 26. V. 1996, 佐藤卓也採集．加賀市：2 
exs.（IIM）, 熊坂町 池 No.3, 23. V. 1996, 佐藤卓也採集．
【備考】富沢（2006）の中能登町春木からの本種

の記録は，ヒメミズスマシの誤同定であった（渡部・
富沢，2016）ため，ヒメミズスマシの文献記録に
掲載した．

5．ヒメミズスマシ Gyrinus gestroi Régimbart, 1883
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【文献記録】志賀町：宿女（高羽，1992；西原，
1998）．草江（野村，2016）．八幡，百浦，草木，町居，
印内，三明，福浦港（渡部・富沢，2016）．中能登
町：春木（富沢，2006；渡部・富沢，2016）．羽咋
市：柴垣町，柳田町（渡部・富沢，2016）．加賀
市：加佐ノ岬（入場，1994；西原，1998；富沢ほ
か，2015）．片野鴨池（鴨池昆虫調査研究会ほか，

1997；西原，1998；鴨池昆虫調査研究会・財団法
人日本野鳥の会サンクチュアリセンター，1998）．
【調査結果】志賀町：2 exs.（IIM）, 米町 , 23. IV. 

2016, 北洋輔採集；2 exs.（IIM）, 西海久喜 , 6. XI. 
2017, 筆者採集；4 exs.（IIM）, 百浦 網笠池 , 13. V. 
2014, 福富宏和採集．七尾市：6 exs.（CKW）, 青山町 , 
11. V. 2015, 筆者採集．加賀市：2 exs.（IIM）, 片野

Figs. 2–6. Distribution maps. 2, Dineutus orientalis; 3, Orectochilus regimbarti; 4, O. punctipennis; 5, Gyrinus japonicus; 6, G. gestroi. ●, 
Field data by author (including part of Watanabe & Tomisawa, 2016); □, literature associated data with previous records; ▲, data of 
specimens deposited in Ishikawa Insect Museum; ■, literature associated data reported as Noto-jima Is. 
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鴨池 , 10. V. 1997, 西原昇吾採集（西原，1998；鴨池
昆虫調査研究会・財団法人日本野鳥の会サンクチュ
アリセンター，1998）；2 exs.（IIM）, 加佐ノ岬 , 29. 
IV. 1992, N. Nyuba 採集（入場，1994；西原，1998；
富沢ほか，2015）．
【備考】石川県からは，過去に 3 個体がコミズス

マシとして記録されている．すなわち，入場（1994）
が加賀市加佐ノ岬から記録した 2 個体と西原（1998）
が片野鴨池から記録した 1 個体である．このうち，
入場（1994）が記録した 2 個体のうち 1 個体は，既
に富沢ほか（2015）がヒメミズスマシの誤同定であ
る事を報告しており，本稿では残りの 1 個体と，西
原（1998）の 1 個体を同定した結果，いずれもヒメ
ミズスマシの誤同定である事が確認された．した
がって，過去にコミズスマシとして報告された 3 個
体を改めて本種の記録として採録し，同文献を文献
記録に含めた．なお，西原（1998）が報告している
加賀市加佐ノ岬のコミズスマシは，入場（1994）の
データを再録したものであるが採集月が誤って引用
されている．また，鴨池昆虫調査研究会・財団法人
日本野鳥の会サンクチュアリセンター（1998）の記
録は西原（1998）の記録の再録である．

また，富沢（2006）のミズスマシの記録は，ヒ
メミズスマシの誤同定（渡部・富沢，2016）であ
ることが判明しているため，本種の記録に含めた．

石川県のコミズスマシについて
石川県からコミズスマシとして同定・発表され

た全ての標本がヒメミズスマシの誤同定であった
ため，石川県からコミズスマシの記録を抹消する．
一方，入場（1994）によると，コミズスマシは「子
供の頃から池，小川の淀み等で最も身近に見られ

た甲虫であるが，何時の間にかあまり見かけなく
なってしまった．」との記述があり，入場氏が過去
に見かけたことがある種の中にコミズスマシが含
まれていた可能性は否定できないが，入場氏が保
管していた標本の中にはコミズスマシの標本は残
されていなかった（富沢ほか，2015；本報告）．国
外においても望月・恒川（1937）以降に韓国から
記録されていたコミズスマシは G. pullatus Zaitzev, 
1908（Lee & Ahn, 2015），千島列島やサハリンから
記録されていたコミズスマシはミヤマミズスマシ
G. sachalinensis Kamiya, 1936 の誤りであったことが
判明している（Nilsson et al., 2001）ことから，コミ
ズスマシとして報告された記録については他地域
でも留意する必要があると考えられる．

石川県におけるミズスマシ科の分布と生息状況
各種の分布図（Figs. 2–6）および標高分布（Fig. 

7）を比較すると，オナガミズスマシ，コオナガミ
ズスマシ，ミズスマシは平地から山地にかけて広
く分布する一方，オオミズスマシ，ヒメミズスマ
シは標高 150 m 以下の平地から低山地に分布が集
中している．

流水性のオナガミズスマシとコオナガミズスマ
シはほぼ同じ範囲の標高帯から確認された（Fig. 
7）．このうち，オナガミズスマシは主に河川の上・
中流域から確認され，低標高地（10.5 m）の記録は
ため池へ流入する樹林に囲まれた小水路から得ら
れたものである．コオナガミズスマシは河川の上・
中流域および下流域付近のワンドから確認され，
河川以外からは確認されなかった．これまでの知
見では，オナガミズスマシは山地渓流，コオナガ
ミズスマシは主に河川の中流域に生息する種とし

Fig. 7. Altitude of collecting 
points.
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て認識されていることが多い（たとえば亀澤ほか，
2011；環境省自然環境局野生生物課希少種保全推
進室，2015）が，本記録のほか愛媛県や徳島県な
どでは上流域からもコオナガミズスマシが確認さ
れている（国土交通省，2012a，b）．両種の棲み分
けについては各水系において詳細な調査が必要で
あるが，上流と下流で棲み分けているという先入
観を持たずに調査をすることで，より多くの生息
地が発見される可能性がある．一方，両種の記録
が止水性の種と比べて少ないのは，止水域に比べ
て流水域の調査が不足していることが要因の一つ
であると考えられる．その中でも，コオナガミズ
スマシの確認地点は特に少ないことから，県外各
地と同様に希少種の可能性がある．

オオミズスマシとミズスマシは文献記録を含める
と県内の広域に分布していたことが示された（Figs. 
2, 5）．今回の調査ではオオミズスマシは比較的多く
の生息が発見されたものの，ミズスマシは少なかっ
た．西原（1998）はミズスマシが「平地から丘陵地
にかけて普通に見られる」と述べており，文献調査
においても多くの確認事例が認められたことから，
かつては普通種であったものと推測される．一方，
2010 年に生息を確認していた場所を 2015 年に訪れ
てみると生息地そのものが消失していたり，見た目
の環境は不変ながらもミズスマシが見られなくなっ
ていたため池もあった．標本調査では金沢城内や金
沢大学敷地内から採集された古い標本も確認された
が，これらの個体群は残存していない可能性が高い
だろう．今回ミズスマシが確認された場所の多くは，
良好な水辺環境が保たれた奥能登地域を除けば除草
剤の影響が及びにくい標高の高い地域であった．県
内に生息する 5 種のうち，かつて普通種として認識
されていたミズスマシの減少率が非常に高いことは
特記すべきである．

ヒメミズスマシは平地から低山地の止水域から
確認されており，加賀地方と能登地方の一部のエ
リアに限って分布していることが示された．この
うち，加賀地方から記録されている加佐ノ岬の
生息地は消失し，鴨池については最近の調査に
おいて生息が確認されていないため（大宮ほか，
2012），加賀地方の個体群は極めて危機的状況に
あるといえる．能登地方においてもヒメミズスマ
シが確認されたのは抽水植物が繁茂する植生が豊
富な止水域に限られ，同様な環境であっても発見
できない地点も多く見られた．アメリカザリガニ
Procambarus clarkii が侵入している生息地も多く，
今後の動向を注視する必要があるだろう．

石川県に分布するミズスマシ科 5 種のうち，オオ

ミズスマシ（環境省：準絶滅危惧），コオナガミズ
スマシ（環境省：絶滅危惧 II 類，石川県：情報不
足），ミズスマシ（環境省：絶滅危惧 II 類，石川県：
準絶滅危惧），ヒメミズスマシ（環境省：絶滅危惧
IB 類，石川県：絶滅危惧 II 類）の 4 種がレッドリ
スト入りしている（石川県野生動物保護対策調査会，
2009；環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進
室，2015）．ミズスマシ科の種の減少には除草剤な
どに含まれる界面活性剤や乳化剤が関わっているこ
とが疑われており（苅部，2011；環境省自然環境局
野生生物課希少種保全推進室，2015），影響がある
薬剤が使用された地域では広域的かつ短期間で激減
してしまうおそれがある．特に止水性の種はその影
響を受ける可能性が高く，文献記録の数に反して現
地調査での確認地点数は非常に少なかった．ミズス
マシ科の激減は全国的な事象であることから，今後
減少要因の特定や保全対策が求められる．

ミズスマシ属Gyrinus3種の同定について
滋賀県産のコミズスマシの標本と石川県産のミ

ズスマシおよびヒメミズスマシの標本を比較検討
した結果，雄交尾器のほか，中胸腹板の比較によ
り雌個体でも同定可能と考えられた（Fig. 8）．ヒメ
ミズスマシの中胸腹板は，両端の前縁側が三角形
状に深く凹むが，ミズスマシおよびコミズスマシ
は浅く直線的に凹む．中胸腹板中央部やや後方に
見られる円形の凹みはヒメミズスマシにおいて顕
著に大きく，ミズスマシが最も小さい．後者の形
質については Lee & Ahn (2015) がミズスマシとヒメ
ミズスマシの電子顕微鏡写真を図示している．上
記のとおりヒメミズスマシの同定はこれらの特徴
により雌でも容易に識別可能であったが，ミズス
マシとコミズスマシの中胸腹板は比較的類似して
おり，注意を要する．両種の違いについては，ミ
ズスマシは上翅背面の光沢が弱く，中胸腹板の前
側方に細毛を伴う小さな点刻を有するのに対し，
コミズスマシは上翅背面の光沢が強く，中胸腹板
の前側方の点刻はミズスマシに比べて大きい．中
胸腹板の色彩はコミズスマシの方が淡く赤みをお
びる傾向があり，これは中根（1987a）の記述とも
一致する．

なお，コミズスマシはミズスマシより体長が小
さい傾向にあるが，ミズスマシとほぼ同サイズの
ものやミズスマシよりも大きな個体も散見される
ことから，体長のみを同定の根拠とすることは困
難であろう．
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gestroi.
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（2018年3月16日受領，2018年6月14日受理）

【短報】石川県におけるマメガムシの記録
マメガムシ Regimbartia attenuata (Fabricius)（ガ

ムシ科）は，水田や休耕田などに生息する止水性
の水生甲虫である（林，2011）．

高羽（1992）によると，石川県における初記録は
高羽ほか（1978）であるが，ここには和名のみが
掲載されており採集データは伴っていない．その
後，徳本（1992）が北陸 3 県で確認された水生甲虫
の種リストを報告したが，ここに掲載されているマ
メガムシの記録は高羽（1992）を引用したものであ

るため，高羽ほか
（1978） を 元 デ ー
タとしたものであ
る．その他，珠洲
市史編さん専門委
員会（1976）では，
1975 年の調査にお
いてマメガムシが
灯火に飛来したこ
とが記述されてい
るが，こちらもリ
ストのみの掲載で
採集データが伴っ
ていない．

その後，本種は

県内から記録されておらず，石川県産の標本も確
認できない状態が続いていた．2016 年に筆者の一
人佐藤のコレクションの一部が石川県ふれあい昆
虫館に寄贈されたことを受け，渡部が標本を調査
した結果，本種を発見したため，石川県における
正式な記録として報告する．

1 ex.，加賀市熊坂町，23．V．1996，佐藤採集，
石川県ふれあい昆虫館保管（図 1）．

本種が確認されたのは谷津田の最も奥にあるため
池であった．採集当時は池全体が浅く，ミズオオバ
コ，コウホネ，ヒツジグサ，ジュンサイ，タヌキ
モ類などが生い茂る良好な環境が残されていた（図

図1．石川県産マメガムシ．
図2．マメガムシ確認当時の生息環境（1996年8月14日撮

影）．
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2）．しかし，2011 年 7 月 23 日に佐藤が訪れた際には，
工事によりため池南東側の山が大きく削られ，ため
池も大きく掘り下げられていた．筆者らが 2016 年
8 月 20 日に生息確認に訪れた時にも工事が行われ
ており，ため池にはヒシが繁茂していたが水際植生
は乏しかった．水生甲虫はヒメゲンゴロウ Rhantus 
suturalis (Macleay)， コ シ マ ゲ ン ゴ ロ ウ Prodaticus 
grammicus (Germar)，ヒメガムシ Sternolophus rufipes 
(Fabricius) などがわずかに見られた程度で，外来種
のトガリアメンボ Rhagadotarsus kraepelini Breddin
が侵入していた．周囲の水田は中干しにより落水し
ていたため，残された水たまりや明渠を調査した
が，本種の確認には至らなかった．愛媛県の事例で
は，水田や明渠で確認されていた本種の個体数は，
中干し後の 8 月後半に明渠で増加している（渡部，
2016）．今回の調査時もほぼ同様の条件下であった
ため，本種が生息していた場合には，ため池や明渠
に移動している可能性が高いと考えられた．しかし，
実際には 1 頭も確認できなかったことから，周囲の
水田環境も含めて本種の生息は危機的であるものと
推測される．

本種は環境省版のレッドリストには掲載されて
おらず（環境省自然環境局野生生物課，2017），三
田村ほか（2017）でも採集難易度が最も低くなって
いることなどから全国的には普通種の部類に入ると
考えられる．一方，石川県版レッドデータブックで
は，タガメ Kirkaldyia deyrolli (Vuillefroy)（絶滅種），
シマゲンゴロウ Prodaticus bowringii (Clark)（絶滅危
惧 I 類），マルガタゲンゴロウ Graphoderus adamsii 
(Clark)（絶滅危惧 I 類），コガムシ Hydrochara affinis 
(Sharp)（絶滅危惧 I 類），カトリヤンマ Gynacantha 
japonica Bartenef（絶滅危惧 I 類）などの水田で繁
殖する種が軒並み高ランクに位置していることから

（石川県野生動物保護対策調査会，2009），水田環境
に生息する水生昆虫が減少傾向にあることがうかが
える．これには，一部の水田農薬やマツクイムシ防
除の農薬の影響などが考えられ（富沢，2014；渡部，
2017），本種の生息確認事例が乏しいことにも関係
している可能性がある．

引用文献

林　成多，2011．島根県の水生甲虫．ホシザキグリーン財団
研究報告特別号，(1): 1–117．

石川県野生動物保護対策調査会，2009．改訂・石川県の絶滅
のおそれのある野生生物 いしかわレッドデータブック

〈動物編〉2009．446 pp．石川県環境部自然保護課．
環境省自然環境局野生生物課，2017．報道発表資料 環境省レッ

ドリスト 2017 の公表について．（2018 年 3 月 18 日参照）
http://www.env.go.jp/press/103881.html

珠洲市史編さん専門委員会，1976．第六節 昆虫類（INSECTA）．

pp．349–393，珠洲市史 第一巻＝資料編 自然・考古・古
代．石川県珠洲市役所．

高羽正治・松枝　章・村上維喜・入場　登・三蔭外茂治，
1978．鞘翅類．pp．19–147，石川県の自然環境 第 4 分
冊 昆虫，クモ，両生，爬虫類．石川県．

高羽正治，1992．石川県産甲虫類初出文献一覧表．石川むし
の会特別研究報告，(6): 1–98．

徳本　洋，1992．北陸三県ならびに愛知県の県別水棲甲虫類
記録状況一覧．翔，(97): 11–20．

富沢　章，2014．殺虫剤の空中散布が昆虫類に与える影響の
一事例．とっくりばち，(82): 29–30．

渡部晃平，2016．愛媛県南西部の水田における明渠と本田間
の水生昆虫（コウチュウ目・カメムシ目）の分布．保全
生態学研究，21: 227–235．

渡部晃平，2017．絶滅危惧種に指定された水生昆虫と水田と
の関係．昆虫と自然，52 (4): 5–8．

（渡部晃平　920-2113　白山市八幡町戌 3 番地
石川県ふれあい昆虫館）

（佐藤卓也　923-0931　小松市大文字町 129）

【短報】マルキバネサルハムシの♂黒化型を採集
今坂・南 (2008) によれば，マルキバネサルハム

シ Pagria ussuriensis Moseyko et Medvedev は ♀ に黒
化型が現れるとのことであるが，筆者らは ♂ の黒
化型（図 1–4）を採集したので報告する．

1♂，東京都稲城市大丸（多摩川河川敷），23. 
VII. 2016, 伊藤淳採集；1♂，東京都稲城市押立（多
摩川河川敷），5. XI. 2017, 伊藤淳採集；1♂，大分県
日田市中津江村栃原，1. VI. 2010, 佐々木茂美採集；
1♂，大分県日田市上津江町広川，10. IX. 2010, 佐々
木茂美採集；1♂，大分県日田市上津江町白草，30. 
VIII. 2008, 佐々木茂美採集．

稲城市の 2 頭は，「肢を除いてほぼ全体黒く，上
翅基部の隆起部あるいは側方に黄褐色紋を持つ」と
今坂・南（2008）が述べて写真を掲載した ♀ 黒化
型の特徴に一致している．一方，日田市の 3 頭は黄
褐色紋がたいへん小さく，小楯板側方に認められる．
これらの個体はすべて交尾器を検して本種の ♂ と同
定した．標本はそれぞれの採集者が保管している．

発表を勧められた今坂正一氏および，氏とともに
キバネサルハムシ類について種々御教示くださっ
た南雅之・末長晴輝の両氏に厚く御礼申し上げる．

引用文献

今坂正一・南　雅之 , 2008. 日本産 Pagria ( キバネサルハムシ
属 ) について－付 . 東南アジア産数種の記録－ . 佐賀の
昆虫 , (44): 253–263.
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（伊藤　淳　183-0012　府中市押立町 5-1-25）
（佐々木茂美　879-55113　由布市狭間町古野 245-1

ブランドール由布 101 号）

図1–4．マルキバネサルハムシ黒化型♂．1–2，全形図（1，
稲城市産；2，日田市産)；3–4，♂交尾器（3，稲城市
産, 下面；4，稲城市産, 側面）．

【短報】宮古島のヨツモンカメノコハムシの記録
ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera nepalensis 

Boheman, 1855 は，日本，中国南部，台湾，東南
アジア，インドなどに分布し，寄主植物はヒルガ
オ科のサツマイモ Ipomoea batatas (L.) Lam. やノア
サガオ I. indica (Burm.) Merr. である（木元・滝沢，
1994）．国内では，本種は従来，沖縄島以南に分布
するとされていた（木元・滝沢，1994）が，近年，
九州（瀬島，2011）や四国（越智・吉富，2016），
本州（重藤，2017）にその分布域を広げている．
沖縄県において，本種は沖縄島，石垣島，西表島，
波照間島および尖閣諸島（魚釣島）に分布し，宮
古島はその分布域に含まれていない（木本・滝沢，
1994；佐々木ら，2002；滝沢，2014）．筆者らは，
これまで記録がないと思われる宮古島で本種を採
集しているので報告する．

2 exs., ウィピア , 
26. IV. 2013, 小 浜
採 集；1 ex., 同 所 , 
15. V. 2015, 小浜採
集；1 ex., 大 野 山
林 , 6. V. 2013, 砂川
採 集；1 ex., 同 所 , 
8. IX. 2014, 砂川採
集；2 exs., 同 所 , 
31. III. 2015, 砂 川
採集；3 exs., 同所 , 
13. V. 2015, 小浜採
集；1 ex., 同 所 , 4. 
VI. 2015, 砂川採集 . 
以上の標本は琉球

大学博物館（風樹館）に保管されている．
いずれの個体もノアサガオから得られた．

引用文献

木元新作・滝沢春雄，1994．日本産ハムシ類幼虫・成虫分類
図説．東海大学出版会，539 pp. 東京．

越智あずさ・吉富博之，2016．四国に分布拡大したヨツモン
カメノコハムシ．さやばねニューシリーズ，(21): 53–56.

佐々木健志・木村正明・河村　太，2002．コウチュウ目（鞘
翅目）．pp. 157–284．In：東　清二（監修）増補改訂琉
球列島産昆虫目録．沖縄生物学会，西原．

重藤裕彬，2017．ヨツモンカメノコハムシの分布北限記録の
更新．さやばねニューシリーズ，(28): 27–28.

瀬島翔馬，2011．福岡市におけるヨツモンカメノコハムシの
記録．Pulex, (90): 576–577.

滝沢春雄，2014．日本産ハムシ科生態覚書 (8)．神奈川虫報，
(182): 37–46.

（小浜継雄　901-2216　宜野湾市佐真下 28）
（砂川博秋　906-0012　宮古島市平良字西里 529-1）

図1．宮古島産ヨツモンカメノコ
ハムシ．
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甲虫コレクションガイド 11
琉球大学博物館（風樹館）の甲虫コレクション

佐々木健志
〒 903-0129　中頭郡西原町千原 1　琉球大学博物館（風樹館）

Beetle Collection of Ryukyu University Museum (Fujukan)

Takeshi Sasaki

はじめに
琉球大学資料館（風樹館）は，旧首里キャンパス

時代に県内企業の金城キク商会から建物の寄贈を受
け，動植物標本と民具類の展示を中心とした農学部
付属の農業資料館（風樹館）として 1967 年に開館
した．当時，国内の大学にはまだ附属の博物館は少
なく，日本の大学博物館の草分け的な館の一つであ
る．その後，本学の千原キャンパスへの移転に伴い，
1985 年に新たに全学共同教育研究施設として現在
の博物館が整備され，2014 年には文部科学省から
博物館相当施設として認可され，館名も「資料館」
から「博物館」へと変更された（図 1）．

当館の標本は，おもに学内の研究者が研究活動の
一環として琉球列島各地で収集したもので，現在，
自然史系および文化系標本を併せて約 16 万点が収
蔵されている．そのうち，これまでにデータベース
化が完了した約 5 万点の標本については，当館の
ホーページの収蔵標本データベースで標本情報が公
開されている（http://fujukan.lib.u-ryukyu.ac.jp/）．

コレクションの概要
琉球大学博物館（風樹館）に収蔵されている約 14

万点の自然系標本のうち，その約 85% にあたる 12
万点余りが昆虫コレクションである．それらの多く
は，琉球大学農学部昆虫学教室に在籍された東清二
名誉教授と学生らによる採集品で，2012 年に昆虫学

教室から当館へほとんどの標本が移管された．東名
誉教授は，おもにサトウキビの害虫類と沖縄県内の
昆虫相の解明に精力的に取り組んでこられたことも
あって，県内各離島の多様な分類群の昆虫類が収集
されている．また，当館には琉球大学病理昆虫クラ
ブの学生による収集品も多く収蔵されており，1970
年～ 1985 年にかけての県内や台湾などで採集した
昆虫類が含まれている．このほか，琉球大学熱帯圏
生物研究センターに在籍された金城政勝元准教授が
西表島で採集した約 3,000 点のチョウ類標本，琉球
大学医学部で感染症媒介昆虫の研究をされていた宮
城一郎名誉教授と當間孝子教授が琉球列島で採集し
た約 5,000 点のカ類標本などが収蔵されている．

一方，当館では学術標本の蓄積と地域標本救済の
観点から，積極的に寄贈標本の受け入を行ってい
る．これまでに，沖縄県農業試験場におられた小濱
継雄氏が琉球列島で採集した約 3,500 点のトンボ類
の標本（小濱 , 2016），元県立中学校教諭で沖縄昆
虫同好会会員の長嶺邦雄氏が 1960 年～ 1980 年に
かけて沖縄県と東南アジアで採集した約 3,000 点の
チョウ類標本（一部，東南アジアの甲虫類を含む），
福井市立自然史博物館学芸員の長田勝氏が 1960 年
～ 1970 年代にかけて本州，沖縄で採集したチョウ
類と 1980 年～ 1990 年代に蒐集した東南アジアの
チョウ類標本（特に Graphium と Delias が充実）の

図1．琉球大学博物館（風樹館）の外観．
図2．標本類の収蔵状況．主に既製品のスチール製標本棚を

使用．
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合計約 5,000 点，琉球大学農学出身で北谷町役場に
おられた宮城盛善氏が沖縄県で採集した約 2,000 点
のチョウ類標本などを受け入れている（図 2）．

特徴的な甲虫コレクション
（1）楠井善久コレクション

元那覇検疫所所長の楠井善久博士によって採集さ
れた，琉球列島や小笠原諸島のコガネムシ上科を中
心とした標本で，4 万 5,000 点を超える当館最大の
甲虫コレクションである．琉球列島の島々をくまな
く採集されており，特にハナムグリ類は離島ごとの
亜種や同一亜種内の島ごとの変異などが揃えられて
いるほか，楠井博士が記載したカブトムシ沖縄亜種
と久米島亜種のタイプ標本，シロテンハナムグリ台
湾亜種が沖縄へ侵入した初期の頃の標本，沖縄県内
の外来コガネムシ類の標本などが含まれている（楠
井・楠井 , 2014 など）．また，楠井博士は小笠原検
疫所にも居られたことがあり，小笠原諸島が日本に
復帰して間のない 1972 年頃の標本も含まれており，
まだ観光開発やアノールトカゲの影響がほとんどな
い時期の小笠原諸島の甲虫相を知ることのできる貴
重なコレクションである．現在，本コレクションは

楠井博士によって標本整理が進められており，デー
タベース化を完了した標本から，随時，公開する予
定である（図 3）．

（2）松村雅史コレクション
日本甲虫学会員の松村雅史氏によって，沖縄県

内に生息する甲虫類の展示用標本が寄贈されてい
る．内容は，コガネムシ科 63 種 133 点，カミキリ
ムシ科 152 種 251 点，タマムシ科 37 種 62 点，ハ
ンミョウ亜科 10 種 21 点で，特に肉眼では色彩や
模様などの確認が困難な小型種に関しては，松村
氏自らが撮影した拡大写真が標本とともに添えら
れており工夫を凝らした展示標本となっている（図
4）．このほか，松村氏が発見した沖縄島のコブス
ジコガネ，友人から委託された沖縄県産のベニボ
タル，コガネムシ，ハムシなどのパラタイプ標本，
またオキナワホソコバネカミキリのホロタイプ標
本（Ikeda & Matsumura, 2014）や採集例の少ないヤ
エヤマコクワガタなども含まれている．

（3）野林千枝コレクション
沖縄昆虫同好会の野林千枝氏が，おもに琉球列

図3．楠井コレクションの収蔵状況．伊豆諸島の甲虫を主と
した標本．

図4．松村コレクションの展示状況．拡大写真が添えられた
タマムシ類の展示標本．

図5．シロテンハナムグリ台湾亜種とリュウキュウオオハナ
ムグリの交雑個体の標本．

図6．当館のタイプ標本の収蔵状況．
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島で採集したコガネムシ科を中心とした約 1,500
点の甲虫コレクションである．特にハナムグリ類
では，沖縄県内で分布が拡大しているシロテンハ
ナムグリ台湾亜種とリュウキュウオオハナムグリ
との野外交雑個体や両種の交雑実験で得られた F1
個体の色彩と交尾器の変異が確認できる標本もあ

り（図 5），今後，シロテンハナムグリ台湾亜種が，
在来ハナムグリ類へ及ぼす影響を研究する上でも
重要な資料となる（野林 , 2013）．このほか，琉球
列島に分布するオオシマアオハナムグリやリュウ
キュウツヤハナムグリの島嶼ごとの地理的変異を
網羅した標本なども含まれている（野林 , 2005）．

（4）タイプ標本
現在，当館には 521 点のタイプ標本が収蔵されて

いるが，そのうち昆虫類は 163 点を占め，7 目 17
科 64 種 2 亜種が含まれている（図 6）．その内訳は，
ホロタイプが 12 個体，パラタイプが 173 個体，ア
ロタイプが 2 個体である．以下に，当館に収蔵され
ている甲虫類のホロタイプ標本のなかで，おもなも
のを紹介する．学名は記載時のもので表記した．
1 .  カブトムシ沖縄亜種 A l l o m y r i n a  d i c h o t o m a 

takarai Kusui, 1976（図7）RUMF-ZI-15001
（Holotype），♂，沖縄県国頭村与那，26. 
VII.1963，採集者不明．

2. ヤエヤマコクワガタMacrodorcus amamianus 
yaeyamaensis Hori, 1991（図8）RUMF-ZI-15003
（Holotype），♂，沖縄県西表島浦内川，16. 
VII.1982，堀繁久採集．

3 .  イキヒラタクワガタDorcus  t i tanus  ta t su ta i 
S h i o k a w a ,  2 0 0 1 （ 図 9 ） R U M F - Z I - 1 5 6 4 2
（Holotype），♂，長崎県壱岐郡石田町石田東
触，12. IX.1996, 龍田記美雄採集．

4. オキナワホソコバネカミキリNecydalis tamakii 
K. Ikeda et M. Matsumura, 2014（図10）RUMF-
ZI-42187（Holotype），♀，沖縄県国頭村，5, V, 
2013，玉城康高採集．

その他の甲虫標本
他の特徴的な甲虫標本としては，当館の収蔵標

本を最後に沖縄県内では採集例のないフチトリゲ

図7．カブトムシ沖縄亜種のホロタイプ標本．

図8．ヤエヤマコクワガタのホロタイプ標本．

図9． イキヒラタクワガタのホロタイプ標本．

図10．オキナワホソコバネカミキリのホロタイプ標本．
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ンゴロウの標本（1999 年，宮古島産）（佐渡山・佐々
木 , 2016），与那国島を除く県内の島嶼では既に絶
滅した可能性の高いガムシの標本（1965 年～ 1970
年，沖縄島）（佐々木 , 2006），発見例が乏しく絶滅
が危惧されているヒサマツサイカブトの標本（1967
年，南大東島産）（図 11）などを収蔵している．

コレクションの整理と公開
当館の昆虫コレクション約 12 万点のうち，これ

までに整理をほぼ完了し標本情報を公開している
標本は，チョウ目が約 1 万 4,000 点，甲虫目が約 5,200
点，トンボ目が約 3,300 点，カメムシ目が約 1,400 点，
その他の目が 2,000 点の合計 2 万 5,000 点ほどしか
なく，多くの標本が未整理の状態にある．他の自
然系標本と文化系資料のデータベース化がほぼ完
了したなかで，当館の最も大きな課題の一つが，
残された 10 万点を超える昆虫標本の整理・同定と
データベース化である．特に作業を困難にしてい
るコレクションの一つが，本学昆虫学教室が過去
に実施したファウナ調査や環境アセスメント調査
などで採集され，未ソーティング状態のまま三角
紙やタトウに保存されている多量の証拠標本であ
る（図 12）．これらの標本の多くは，沖縄の自然環
境が開発によって大きく改変される以前の 1970 代
から 1980 年代前半にかけての調査で収集されたも
ので，当時の昆虫相を知る上で重要な標本である
と同時に，分類群によっては未記載種や新分布種
などが含まれている可能性も高い．これらについ
ては，まずは採集地や採集時期などの標本情報を
公開し，研究利用を促すことによって標本整理に
繋げていきたいと考えている． 

おわりに
他の多くの大学博物館と同様に，当館でも予算や

人員の確保が年々厳しくなっており，現在，学芸員
1 名と非常勤事務補佐員 1 名で運営している．その
ため当館では，大学や博物館を退職された研究者や
研究実績のある一般の方々を協力研究員として積極
的に受け入れ，博物館施設を研究に利用していただ
きながら収蔵標本の整理や同定などにも協力をお願
いしている．現在，10 名の協力研究員を受け入れ
ているが，興味をお持ちの方はぜひお問い合わせい
ただきたい．また，沖縄昆虫同好会の月例会が当館
で開催されており，同好会の皆さんにも地域の昆虫
情報の収集，寄贈標本の受け入れ，県版 RDB の作
成などに協力していただいている．例会は毎月第 3
水曜日の 19 時から 21 時まで当館 2 階の講義室で開
催しているので，調査や採集などで来沖の際にはお
気軽に参加していただければ幸いである．

謝辞
これまで当館では，標本収集や同定，収蔵標本
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好家の方々に大変お世話になってきた．特に，沖
縄昆虫同好会の方々には，標本類の整理や寄贈に
加え，日頃の博物館活動にも協力していただいて
いる．心より感謝申し上げる．また，本稿をまと
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た楠井善久博士，松村雅史氏，野林千枝氏，長田
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集委員の奥島雄一博士に厚くお礼申し上げる．
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図11．ヒサマツサイカブト♀の標本．当初はタイワンカブト
ムシとして収蔵されていた．

図12．三角紙に入れられた証拠標本の保存状況．
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【短報】西表島初記録となるゴミムシダマシ科甲虫
3種

筆者は西表島において，同島初記録と思われるゴ
ミムシダマシ科の甲虫を 3 種採集しているため以下
に報告する．また，いくつか採集データをいただい
たため，合わせて記録する．採集地はすべて沖縄県
八重山郡竹富町 ( 西表島 ) であるため省略した．

ヒラヨツモンツヤゴミムシダマシ Diaclina nakatai 
Akita & Masumoto, 2003 (図1)

1♀, 8–9. VII. 2013, テドウ山北麓 , 青木淳一採集；
2exs., テドウ山 , 17. V.  2017, 緒方裕大採集；1♂, 同
所 , 18. VII. 2017, 筆者採集；1ex., 大富林道 , 26. X. 
2017, 緒方裕大採集；1♀, 同所 , 12. IV. 2018, 筆者採
集；2♂♂2♀♀, 上原 , 14. IV. 2018, 筆者採集．

本種はタイプ産地である石垣島のほかに，与那
国島からも記録されている ( 秋田・益本 ,  2016; 稲
畑 , 2017)．筆者は , 広葉樹立ち枯れのスプレーイ
ングおよびライトトラップによって本種を採集し
ているが，いずれも林縁的な環境であった．「日本
産ゴミムシダマシ大図鑑」（秋田・益本 , 2016）に
も記述があるように，自然林内に多い同属のヤエ
ヤマヨツモンツヤゴミムシダマシ D. yaeyamaensis 
とうまく棲み分けているようである．

イシガキカタモンヒメクチキムシM y c e t o c h a r a 
(Ernocharis) deguchii Akita & Masumoto, 2016 (図2)

1♂, ウーシーク森 , 13–17. IV. 2018, 筆者採集．
林道沿いにて，LEDライトに飛来した個体である．

本種は 1978 年に石垣島の於茂登岳で採集された 1♂
をもとに記載されており ( 秋田・益本 , 2016)，本報
告が本種の 2 例目の記録となる．上翅肩部にある一
対の斑紋には変異があると思われる．今後調査が進
み，♀ を含め追加個体が得られることに期待する． 

コ ゲ チ ャ チ ビ ホ ソ ゴ ミ ム シ ダ マ シ  C o r t i c e u s 
(Tylophloeus) haddeni (Pic, 1945) (図3)

6exs., 上原 , 1. II. 2018, 筆者採集；1ex., 同所 , 14. 
IV. 2018, 筆者採集．

本種はタイ , マレー半島 , ボルネオ , スマトラ , 
フィリピンに分布するほか，国内においては石垣島
のみから記録されている ( 秋田・益本 , 2016). 林縁
部においてトックリキワタ Ceiba speciosa の立ち枯
れをスプレーイングしたところ，多数のアメイロホ
ソゴミムシダマシ C. (T.) gentilis およびアマミホソ
ゴミムシダマ C. (Corticeus) maehleri amamiensis， そ
の他多くの雑甲虫に混じって少数得られた．

末筆ではあるが，種同定をはじめ様々なご教示
をくださった秋田勝己氏，ならびに貴重な採集デー

タを提供してくださった
青木淳一氏，緒方裕大氏
の各氏に心より御礼申し
上げる． 

引用文献
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鑑 . 304 pp. むし社 , 東京 . 

稲畑憲昭 , 2017. 与那国島から
のヒラヨツモンツヤゴミム
シダマシの記録 . さやばね
ニューシリーズ , (25): 47. 

（中野文尊　464-8601 
名古屋市千種区不老町 

名古屋大学大学院
生命農学研究科）

図1–3. 西表島初記録となるゴミムシダマシ3種. 1, ヒラヨツモンツヤゴミムシダマシ; 2, イシガ
キカタモンヒメクチキムシ; 3, コゲチャチビホソゴミムシダマシ. スケールバーは全て1.0 
mm.
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マダラケシツブゾウムシ（コウチュウ目ゾウムシ科）
の寄主植物の再検討

早川宗志 1), 2)・藤井伸二 3)・吉武　啓 4)

1) 〒 305-8666　つくば市観音台 2-1-18　（国研）農研機構　中央農業研究センター
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Reexamination of the Host Plant of Smicronyx madaranus 
(Coleoptera, Curculionidae, Smicronycinae)

Hiroshi Hayakawa, Shinji Fujii and Hiraku Yoshitake

要約　マダラケシツブゾウムシは，アメリカネナシカズラ，マメダオシ，ハマネナシカズラを寄主植物とし，茎や花序軸
にゴール（虫こぶ）を形成するとされてきた．しかし，形態的に類似するこれら寄主3種の同定には混乱・誤認が多い．
そこで，ネナシカズラ属植物の標本調査に基づいてマダラケシツブゾウムシのゴールが形成された寄主植物の再検討を
行った．その結果，ゴールを有するハマネナシカズラの標本を見出せなかったこと，そしてハマネナシカズラに寄生す
るとの報告は寄主植物の誤認と考えられることから，マダラケシツブゾウムシの寄主植物からハマネナシカズラを除外し
た．ゴールが形成されたマメダオシの標本は2県で，ゴールが形成されたアメリカネナシカズラの標本は1都2府13県の広
い地域で，それぞれ確認された．マダラケシツブゾウムシは本来の寄主である在来種のマメダオシから，全国的に帰化し
たアメリカネナシカズラへと寄主範囲を拡大したと考えられる．

日本産ケシツブゾウムシ類とネナシカズラ属植物
コウチュウ目ゾウムシ科ゾウムシ亜科ケシツ

ブ ゾ ウ ム シ 族 Smicronycini (cf. Caldara, 2013） は
世界で 200 種ほどが知られ，キク，マメ，アオ
イ，リンドウ，ネナシカズラ類などを食害し，多
くの種が茎にゴール（虫えい）を形成する（森本，
1996）．ケシツブゾウムシ属 Smicronyx のマダラケ
シツブゾウムシ Smicronyx madaranus Kôno, 1930（図
1）は，1930 年に岩手県を基準産地として記載さ
れた体長 2.2–2.4 mm の小型種で，日本（本州・九
州），韓国，極東ロシアに分布することが知られて

いる（Kôno, 1930；
Morimoto & Kojima, 
2007）．本種は，ヒ
ルガオ科ネナシカ
ズ ラ 属 Cuscuta の
アメリカネナシカ
ズ ラ C. pentagona 
Yuncker， マ メ ダ
オ シ C. australis 
R.Br.，ハマネナシ
カズラ C. chinensis 
Lam. の 3 種 を 寄
主とし，それらの
茎や花序軸に ‘ ネ
ナシカズラツルコ

ブフシ ’ と呼ばれるゴールを形成するとされてい
る（ 薄 葉，1995，2003； 森 本，1996；Morimoto & 
Kojima, 2007）．マダラケシツブゾウムシの周年経
過は不明であるため（森本，1996；薄葉，2003），
本種がネナシカズラ属植物との間でどのような寄
主－寄生関係に基づいて生活史を成立させている
のか詳細は不明である．

ネナシカズラ属植物は，他の植物体の地上部に寄
生する一年生のツル植物である．日本には，マメ
ダオシ，ハマネナシカズラ，クシロネナシカズラ
C. europaea L.，ネナシカズラ C. japonica Choisy の
4 種が自生し，アメリカネナシカズラ，アマダオシ
C. epilinum Weihe，ツメクサダオシ C. epithymum (L.) 
Murray の 3 種が帰化している．このうちマダラケ
シツブゾウムシの寄主植物とされる種はアメリカネ
ナシカズラ，ハマネナシカズラ，マメダオシの 3 種
である．在来種のハマネナシカズラ（絶滅危惧 II 類）
とマメダオシ（絶滅危惧 IA 類）は現存集団が限ら
れる絶滅危惧種である一方（環境省，2015），アメ
リカネナシカズラは外来種で全国に広く定着してい
る（山崎，2003）．3 種は形態的に類似しているた
めに混同され，なかでもハマネナシカズラとアメリ
カネナシカズラ両種の混同・誤認の実情が明らかに
されている（浅井，1985；藤井，2013）．そのため，
マダラケシツブゾウムシがこれら 3 種を寄主植物に
しているとした既報には再検討の必要がある．例え図1．マダラケシツブゾウムシの

成虫．
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ば，佐藤（1963）は神戸産のマメダオシからネナシ
カズラツルコブフシを報告しているが，浅井（1988）
は佐藤（1963）のスケッチの花形態から寄主はマメ
ダオシではなくアメリカネナシカズラであると指摘
している．また，アメリカネナシカズラの日本への
帰化は 1970 年代前半から認識され始め，1975 年に
本種の学名が明らかにされた（浅井，1975）．しか
し，標本調査から 1930 年代には神戸に帰化してい
たことが明らかになっている（早川・藤井，2017）．
すなわち，アメリカネナシカズラが正しく認知され
た 1975 年よりも以前の報告については，アメリカ
ネナシカズラが在来のマメダオシやハマネナシカズ
ラに誤同定されていたと考えられる．したがって，
マダラケシツブゾウムシの寄主植物についての再検
討が必要である．

ケシツブゾウムシ亜科には，ネナシカズラ属植
物を寄主にすることが判明している種が 38 種記録
されているが（森本，1996），日本では特徴的な球
状の茎ゴール（ネナシカズラツルコブフシ）を形
成する種はマダラケシツブゾウムシ 1 種のみが知
られている．ナカグロケシツブゾウムシ Smicronyx 
japonicus Morimoto et Matoba もアメリカネナシカズ
ラを寄主とするが，茎ゴールを形成せずに子房中
で生育するため識別できる．日本産ケシツブゾウ
ム シ 属 5 種（Kôno, 1930；Morimoto & Lee, 1992；
Morimoto & Kojima, 2007；Morimoto & Matoba, 
2009；表 1）のうち，生態が解明されていない 2 種
が存在するため，ネナシカズラ属植物にできた茎
ゴールの寄生者がマダラケシツブゾウムシと確定は
できない．しかし，これまで我が国においてネナシ
カズラ属植物のゴール形成者がケシツブゾウムシ類
以外には知られていないことや，このグループは寄
主特異性が高いことから，日本で採集されたネナシ
カズラ属植物の茎ゴールはマダラケシツブゾウムシ

（もしくは本属の構成種）によるものと解釈できる．
本稿では，茨城県から 2 例目となるマダラケシ

ツブゾウムシの採集例について報告するとともに，
ネナシカズラ属植物の過去に収集された標本の調

査を行い，茎ゴールが形成された寄主植物，産地，
採集年についての検討を行った．なお，クシロネ
ナシカズラは北海道のみに分布する非常に稀な植
物（環境省 Ia 類，環境省，2015）であること，本
種へのマダラケシツブゾウムシの寄生の記録はな
いことから，本研究では調査対象から除外した．

野外調査およびその結果
2017 年 8 月 20 日に，茨城県つくば市栗原に生育

するアメリカネナシカズラに形成された茎ゴール
（ネナシカズラツルコブフシ）を観察した（図 2）．
アメリカネナシカズラは，カナムグラ，ヤブガラ
シ，クズ，イヌホオズキ類，ツユクサに寄生して
いた．茎ゴールを採集後，チャック付袋内で保存
したところ，8 月 28 日までにマダラケシツブゾウ
ムシの成虫が 1 頭羽化した．さらに，幼虫が 3 頭ゴー
ルから脱出したものの，羽化には至らず死亡した．
2017 年 9 月 7 日に再度同地でマダラケシツブゾ
ウムシとネナシカズラツルコブフシの採集を行っ
た．寄主の地際付近のビーティングにより，成虫
25 頭を採集した．また，既報（佐藤，1963；森本，
1996；薄葉，2003）と同様に，小形のゴールから
は 1 頭の幼虫が，大形のゴールからは 1 〜 2 頭の
黄色い幼虫が観察された（図 3）．茨城県下では取
手市からネナシカズラ属植物のスイーピングによ
る採集例が報告されており（大桃・高野，2014），
つくば市のマダラケシツブゾウムシは茨城県 2 例
目の記録となる．大桃・高野（2014）は本種の寄
主植物をネナシカズラと報告していたが，採集者
の高野勉氏に寄主植物の写真を提供していただい
たところ，アメリカネナシカズラの誤認であった
のでここに訂正しておく．

標本調査およびその結果
京都大学総合博物館（KYO），首都大学東京牧野

標本館（MAK），大阪市立自然史博物館（OSA），
ふじのくに地球環境史ミュージアム（SPMN），東
京大学総合研究博物館（TI），国立科学博物館植物

リンドウケシツブゾウムシ マダラケシツブゾウムシ アカケシツブゾウムシ アカスジケシツブゾウムシ ナカグロケシツブゾウムシ
Smicronyx gentianae Smicronyx madaranus Smicronyx dentirostris Smicronyx rubricatus Smicronyx japonicus

著者（記載年：頁） Morimoto & Kojima (2007: 2)  Kôno (1930: 161)  Morimoto & Lee (1992: 8) Kôno (1930: 161)  Morimoto & Matoba (2009:
67)

基準産地 "Mt. Kaikoma, Yamanashi
Pref." "Iwate" "Ora-dong, Cheju City" "Kiushu" "Ao, Hidaka-cho, Wakayama

Pref."

分布 日本（本州）
日本（本州, 九州）,

韓国, 極東ロシア
日本（九州, 対馬）,

韓国（済州島）
日本（本州, 四国, 九州）, 韓
国, 中国, 台湾, 極東ロシア

日本（本州: 紀伊半島;
九州: 佐多岬）

寄主植物 リンドウ
マメダオシ，

アメリカネナシカズラ
不明 不明 アメリカネナシカズラ

寄生部位など 茎ゴールを形成 茎と花序軸にゴール形成 不明 不明
子房中で成長，
植物体外で蛹化

種

表1．日本産ケシツブゾウムシ属5種の比較．
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研究部標本室（TNS），栃木県立博物館（TOCH）
においてネナシカズラ属植物の標本調査を行った．
アメリカネナシカズラに関しては，茎ゴールの形
成された標本を多数確認できた．また，マメダオ
シに関しても，茎ゴールの形成された標本 5 点（重
複標本を含む）を確認した（図 4）．しかし，ハマ
ネナシカズラとネナシカズラでは，茎ゴールの形
成された国内産の標本を見出すことができなかっ
た．上記の茎ゴールの形成されたネナシカズラ属 2
種の標本は，1 都 2 府 13 県（茨城県，栃木県，埼
玉県，東京都，静岡県，三重県，石川県，滋賀県，
京都府，大阪府，和歌山県，兵庫県，鳥取県，香川県，
徳島県，高知県）から採集されていた．検視標本
の採集年代に関しては，現存集団が少ないマメダ
オシは古い標本から，1970 年代以降に急速に分布
拡大したアメリカネナシカズラでは比較的新しい
標本から茎ゴールが確認された．なお，証拠標本
のデータは本稿の末尾に付記した．

考察
本調査の結果，マダラケシツブゾウムシの寄主と

して確証が得られた種はアメリカネナシカズラとマ
メダオシの 2 種のみで，ハマネナシカズラが寄主
であることの証拠は得られなかった．既報では森本

（1996）が福井市三里浜の “ ハマネナシカズラ ” を
寄主としてマダラケシツブゾウムシを得たとの報告
をしている．しかし，ハマネナシカズラは太平洋側
と瀬戸内海にのみ分布し，日本海側からは見出され
ていない（藤井，2013；藤井ら，2015）．森本（1996）
によって図示された寄主植物には判別形質が写って
いないため植物種を特定できないが，おそらくはア
メリカネナシカズラを誤認した可能性が高い．以上
のことから，新たな確証が得られない限りは，ハマ
ネナシカズラをマダラケシツブゾウムシの寄主植物
範囲から除外するのが妥当であろう．

薄葉（1995）は，マダラケシツブゾウムシの本
来の寄主植物は不明としながらも，在来種（マメ
ダオシ）から全国に広く帰化したアメリカネナシ
カズラへと，寄主範囲を拡大したと推察している．
日本産クチブトサルゾウムシ類 2 種（ゾウムシ科
サルゾウムシ亜科）では，在来のフサモ属植物か
ら南米原産のオオフサモに寄主範囲を拡大した例
が報告されている（吉武，2011）．また，アメリカ
ネナシカズラの子房に寄生するナカグロケシツブ
ゾウムシについては，在来植物への寄生が未確認
であるものの，在来ネナシカズラ属植物からアメ
リカネナシカズラに寄主範囲を拡大した可能性が
示唆されている（Morimoto & Matoba, 2009）．今後，
様々なゾウムシならびにそれらの寄主植物の生態
や寄主－寄生に関する知見を集積することで，外
来植物が在来の植食者に及ぼす多面的な影響を明
らかにしてゆく必要がある．

図2．アメリカネナシカズラに形成された茎ゴール．

図3．茎ゴール中のマダラケシツブゾウムシ幼虫．

図4．マメダオシ標本（里見信生1502）から見いだされた茎
ゴール．
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付記：証拠標本

マダラケシツブゾウムシ：
茨城県つくば市栗原（アメリカネナシカズラ）：1 ex. 

(NIAES)，2017年8月20日，早川宗志ゴール採取，
同年8月下旬，羽化脱出；25 exs. (NIAES)，2017年9
月7日，吉武啓・中原直子・早川宗志採集（ビィー
ティング）

茎ゴールが形成されたアメリカネナシカズラ：（採集
地：採集者　標本番号，採集日（所蔵標本庫）の順で
表記）
茨城県：根津 1103（TNS01082441），1980年8月22日

（TNS）
栃木県：青木章彦・田村幸男 s.n.（TOCH 75580），1994

年9月13日（TOCH）；長谷川順一 s.n.（114176）
1999年7月21日（TOCH），s.n.（TOCH114182）1999
年7月21日（TOCH），s.n.（TOCH118625）1999年8
月13日（TOCH），s.n.（TOCH116490），1999年9月
16日（TOCH）

埼玉県：T. Takaso s.n.（MAK223336），1985年7月9日
（MAK）

東京都：歌川道子 1108（TNS714195），2001年8月11日
（TNS）；山崎厚AY13219（MAK411729），2013
年6月15日（MAK）

静岡県：近田文弘 16414（TNS23692），1987年5月18
日（TNS）；湯浅保雄YY21493，1994年6月18日
（SPMN），YY023375，1994年7月15日（SPMN）

三重県：太田久次 11166（TNS704755），1976年8月29
日（TNS）；瀬戸剛 28696（OSA39136），1982年7
月9日（OSA）；百永章 s.n.（OSA76358），1989年
8月15日（OSA）

石川県：竹内祝子 420（TNS662703），1994年6月12日
（TNS），424，1994年6月19日（TNS，OSA）；
採集者・番号不明，採集年月日不明（KYO）

滋賀県：瀬戸剛 32061（OSA63875），1986年11月20日
（OSA）；津軽俊介ら	 27076，1998年9月27日
（KYO）

京都府：梅原徹2792（OSA68337），1988年9月22日
（OSA）；津軽俊介・高橋隆 20284，1994年6月
10日（KYO），20322（TNS639337），1994年6
月10日（TNS）；津軽俊介ら 20505，1994年7月
6日（KYO），20513，1994年7月6日（KYO），
30945，2001年9月16日，（KYO，TNS），2214，
2005年8月31日（KYO）；城下満𠮷532，1996年10
月20日（KYO）；迫田昌宏 7947，1999年6月24日
（KYO）

大阪府：堀勝 s.n.，1955年10月15日（OSA），s.n.，
1959年7月3日（OSA）；瀬戸剛 7333，1957年9月
19日（OSA），10378，1960年9月6日（OSA），
32766（OSA6902），1987年10月29日（OSA）；
西川善朗 s.n.（6352），1987年7月12日（OSA）；
梅原徹  9150（OSA217831），2003年9月17日
（OSA）；平野弘二 431（OSA107664），1993年8
月20日（OSA），1064，1995年8月1日（OSA）

和歌山県：山本虎夫 s.n.（OSA41999），1983年6月5
日（OSA）；小山栄 s.n. 2004年7月22日（OSA，
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MAK，TNS）
兵庫県：瀬戸剛 10278，1960年8月25日（OSA）；萩

庭丈壽 JH024865（TNS974865），1983年9月23日
（TNS）；藤井俊夫 74，19861004（KYO）；加藤
英寿・栗林実 940548，19940909（KYO）；福岡
誠行ら 11461，1999年6月6日（KYO）；牛島清春 
22798，2003年8月7日（OSA）

鳥取県：藤井伸二・大藤利衣子 4359，1995年8月1日
（OSA，TNS）

香川県：歌野礼 01-303（TNS710780），2001年8月14日
（TNS）；丸井英幹5812（OSA239616），2003年8
月5日（OSA）

徳島県：丸井英幹 2326，1997年8月3日（OSA，TNS）
高知県：佐田博子ほかs.n.（MAK385492），2003年7月6

日（MAK）

茎ゴールが形成されたマメダオシ：（採集地：採集者
　標本番号，採集日（所蔵標本庫）の順で表記）
滋賀県：橋本忠太郎 2195（OSA256577），1934年8月

17日（OSA），3927（TNS58176），1936年9月6日
（TNS）

石川県：里見信生  1502，1952年9月14日（KYO，
TNS），s.n.，1952年9月14日（TI）

【短報】房総半島におけるカクチビキカワムシの記録
カ ク チ ビ キ カ ワ ム シ Trogocryptoides shintaroi 

Sasaji, 1988 は，チビキカワムシ科の微小甲虫であ
る . 福岡県の城山から得られた標本を元に記載さ

れ， 本 州， 隠 岐，
淡路島，四国，九
州（福岡市地ノ島，
福岡市相ノ島，佐
賀県高島を含む）
からの分布が知ら
れ て い る（Sasaji, 
1988; 吉富 , 2017）．
本州からの記録の
東限は紀伊半島で
あった．

筆者は，房総半
島において本種を
確認しているので
報告する．

3 exs., 千葉県南
房総市白浜町滝口 , 
4. V. 2018, 筆 者 採
集・保管．

千葉県初記録．現時点での本種の分布確認の東
限にあたるが，紀伊半島から房総半島の中間では
確認されていないので，比較的飛び離れた産地と
思われる．

ヤブニッケイ，スダジイ，マテバシイが優占す
る照葉樹林内の低木の枝葉，枯れ蔓，枯れ枝，カ
ワラタケにおおわれた立ち枯れのビーティングに
より採集されたが，3 個体はそれぞれ別に採集さ
れた．本種はヤブニッケイの黒穂病による菌癭に
集まり，菌癭内から幼虫も確認されている（宮武 , 
1975; Funamoto & Sugiura, 2017; 吉富 , 2017）．採集
時に本種であることを強く疑ったため，ヤブニッ
ケイにも注目したが，黒穂病による菌癭は確認さ
れなかった． 

引用文献

Funamoto, D. & S. Sugiura, 2017. Arthropods associated with fungal 
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inhabitants? The Science of Nature- Naturwissenschaften, 
104: 6.
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IV. Memoirs of the Faculty of Education, Fukui University, 
Ser II (Natural science), 38: 13–48.
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（亀澤　洋　350-0825　川越市月吉町 32-17）

図1．カクチビキカワムシ（千葉
県南房総市産　スケールは
0.5mm）．

図2．カクチビキカワムシの確認環境．
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アマミマルバネクワガタとマキシムスマルバネクワガタ
台湾亜種の異種間交雑例

井岡稔貴 1)・田中良尚 2)

1) 〒 636-0003　北葛城郡王寺町久度 1-16-5
2) 〒 664-0015　伊丹市昆陽池 3-1　伊丹市昆虫館

A Case of Interspecific Crossbreeding between Neolucanus protogenetivus 
and N. maximus vendli (Coleoptera, Lucanidae) in Rearing Condition

Toshiki Ioka and Yoshinao Tanaka

はじめに
マルバネクワガタ属は，アジアの熱帯・亜熱帯地

域に約 60 種が分布している（藤田， 2010）．このうち，
13 種（または 14 種）で構成される大型種群を本稿
では，「タテヅノマルバネクワガタ種群」と呼称する．
タテヅノマルバネクワガタ種群のうち日本産 3 種は
いずれも環境省版レッドリスト掲載種であり，生息
状況についても悪化が懸念されている（田中・荒谷，
2017）．国外産の 10 種は，2018 年 1 月 15 日付で特
定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関す
る法律（外来生物法）による特定外来生物に指定さ
れた（環境省 online:107869.pdf）．指定の主な理由と
しては，マルバネクワガタ属の日本の在来種との交
雑および餌資源を巡る競合が懸念されるためである

（環境省 online:105038.pdf）．
筆者のうち井岡は，飼育技術の向上および生態解

明を目的とし，国内外産タテヅノマルバネクワガタ
種群を 10 種程度飼育している（2018 年 4 月 15 日
現在，特定外来生物指定種については研究用途とし
て飼養許可申請準備中）．今回，在来種と国外産種
間での交雑の可否を調べるため，飼育下において交
雑実験を行った．その結果，種間における交尾の確
認および雑種第一代が得られた．本実験は国外産種
の特定外来生物指定理由を支持・検証する初の事例
と思われるため，以下に概要および経過を報告する．

材料および実験方法
2015 年 8 月 24 日， ア マ ミ マ ル バ ネ ク ワ ガ タ

Neolucanus protogenetivus（奄美大島産累代飼育個体）
の ♂1 個体と，マキシムスマルバネクワガタ台湾亜
種 N. maximus vendli （累代飼育個体）の ♀1 個体を
用い，室内にて交雑実験を行った．どちらも羽化か
ら 1 ヶ月以上経過し後食済みであり，かつ未交尾の
個体を供試した．実験方法としては，空のプラスチッ
ク製水桶（直径約 30 cm）内で，両個体の頭部同士
が軽く接触するほど近付けるところから開始した．

結果
雑種第一代の羽化

両個体を近付けたところ，即座に交尾が成立した．
交尾はおよそ 3 分程度で終了した．その後，マキシ
ムスマルバネクワガタ台湾亜種の ♀ は，褐色腐朽材
由来の泥状の腐植土を底部から高さ約 15 cm 充填し
たプラスチック製ケース（22×31×24 cm）で飼育を
行った．交尾から数日後には腐植土中に卵を確認で
き，さらに卵確認から 4 ヶ月後には同じ腐植土中で
初齢幼虫を 44 個体確認した．この時点から幼虫を
個別飼育し，食物は市販の昆虫マット（商品名：ビー
トルマット，（有）グローバル大阪製）をさらによ
く腐熟させ泥状にしたものを用いた．飼育容器は，
初齢・2 齢幼虫には容量 200 ml，次いで終齢幼虫初
期には容量 860 ml，さらに終齢幼虫中期以後は容量
1,500 ml の円筒形プラスチック容器を使用した．

室温（夏季 25–27℃冷房，冬季 15–18℃暖房）で
飼育を継続したところ，卵の確認からおよそ 22 ヶ
月後には 2♂14♀ の羽化を確認した．羽化した個体
は約 1 ヶ月後に後食を開始した．さらに卵の確認
からおよそ 33 ヶ月後にも 12♂1♀ が羽化した．幼
虫の時点で死亡したものは 15 個体だった．

雑種第一代同士の交尾および産卵の確認
雑種第一代同士での交尾の成立，さらに複数（20

個以上）の卵を確認した．しかし，それらの卵は
全て孵化しなかった．

考察
雑種第一代成虫（図 1）の全体的な形態はマキシ

ムスマルバネクワガタ台湾亜種（図 2）に似るが，
眼縁突起および前胸部側縁の突出が弱まる．また，
体色は黒色でアマミマルバネクワガタ（図 3）に似
る（マキシムスマルバネクワガタ台湾亜種は赤味
の強い黒褐色）．

本実験により，アマミマルバネクワガタとマキシ
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ムスマルバネクワガタ台湾亜種との種間交雑は可能
であることが確認された．本実験に用いた両種はミ
トコンドリア DNA を用いた系統解析でも近縁であ
ることが判明している（細谷・荒谷，2006）．ただし，
雑種第二代の卵が全て孵化しなかった結果は，生殖
的隔離（接合後隔離）が進行していることを示唆し
ている．遺伝子浸透が起こり得るか否かは，さらな
る交雑実験（戻し交配）を行う必要があり，今後の
重要な実験課題であると考えている．

今回の交雑実験では，卵から 22 ヶ月後に羽化し
た集団と 33 ヶ月後に羽化した集団では性比が著し
く偏った．この理由については不明だが，まず本
実験における飼育環境ではアマミマルバネクワガ

タは 2 年 1 化であり，性比も著しく偏ることはない．
よって，交雑種であるがための，羽化時期及び性
比の攪乱が起きていると考えられる．

気温変化で引き起こされる成虫の羽化・野外活
動時期の同調（田中，2017）など，種が異なると
生理・生態面においても異なる可能性が大いに考
えられる．実際のタテヅノマルバネクワガタ種群
の生息地で本実験のような交雑，さらに本実験で
は確認するまでに至らなかったが遺伝子浸透が起
これば，種の絶滅につながる危険性も考えられる．
なお，このことは在来種と国外産種間の交雑の問
題だけではなく，タテヅノマルバネクワガタ種群
在来 3 種間でも同様に言えることである．さらに，
マルバネクワガタ類のみではなく，カブトムシの
在来種と国外産種間でも飼育下にて交雑個体が得
られることが判明している（荒谷・細谷，2016）．
クワガタムシ類・カブトムシ類を含め，昆虫類の
飼育者・愛好家は，決して飼育個体を野外に放す
ことのないよう留意する必要がある．

引用文献

荒谷邦雄・細谷忠嗣，2016．ペット甲虫類における外来種
問題－意図的導入の罪過とその贖罪－．昆虫と自然，
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環境省 website．特定外来生物の指定対象種について．www.
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図1．アマミマルバネクワガタとマキシムスマルバネクワガ
タ台湾亜種との雑種第一代成虫（左：♂，右：♀）．

図2．マキシムスマルバネクワガタ台湾亜種の成虫（左：
♂，右：♀）．

図3．アマミマルバネクワガタの成虫（左：♂，右：♀）．
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go.jp/press/files/jp/105038.pdf.（2018 年 3 月 31 日アクセス）
田中良尚，2017．琉球列島に分布するマルバネクワガタ ‐

成虫が秋に出現する謎を解く－．昆虫と自然，52(5): 
14–18.

田中良尚・荒谷邦雄，2017．国産タテヅノマルバネクワガタ
種群の生息現状．月刊むし，(561): 2–14.

 （2018年5月2日受領，2018年6月15日受理）

【短報】クロモンヒゲナガヒメルリカミキリの種子
島からの記録と新食樹

ク ロ モ ン ヒ ゲ ナ ガ ヒ メ ル リ カ ミ キ リ Praolia 
yakushimana Hayashiは屋久島から記録され (Hayashi, 
1976)，その後，鹿児島県大隅半島南部からも記録
された（森 , 1991）．筆者らは 2018 年 2 月 21 日に
種子島の国有林（鹿児島県西之表市安城 , 金谷ら , 
2004) でヤクタネゴヨウ Pinus armandii Franch. var. 
amamiana (Koidz.) Hatusima の新しい枯死木１本と 1
年前の枯死木 2 本を伐倒し , マツノザイセンチュウ
Bursaphelenchus xylophilus （Steiner et Buhrer）Nickle
の感染の有無を調べるために幹の一部を切り取り，
茨城県つくば市の森林総合研究所に送付した．そ
の幹は新しい枯死木（2 箇所から採集）直径 3 cm
と 5 cm，長さ各約 30 cm，40 cm，1 年前の枯死木，

直径 2 cm，長さ約 20 cm のものを 2 本，計 4 本で
ある．いずれも被圧による枯死木と考えられる .

これらの幹を長さ 90×45×30 cm の衣装ケースに
入れ，室内に置いた．クロモンヒゲナガヒメルリ
カミキリの脱出成虫を見つけたのは 2018 年 4 月 13
日である．脱出したが，見つけた時には死亡して
いた個体が多く，生存個体は 2 個体のみしか見出
せなかった（図 1E）．

加害状況について，一部割材したので簡単に述べ
る．樹皮の薄い箇所の樹皮下を食害し，糸状のフラ
スを残す（図 1A）．そして，材入する．直径 2 cm
の幹の場合は材内へ深さ 2 mm（図 1B），直径 5 cm
の幹では深さ 5 mm でどちらも辺材部である．材入
後は辺材部を食い進み（図 1C），材表面に向かい垂
直に脱出孔を開けて脱出する．脱出孔は直径 2 mm

図1．種子島のクロモンヒゲナガ
ヒメルリカミキリ．A，樹
皮下の食害状況；B，材入
部位；C，脱出孔の真下の
食害部；D，脱出孔；E，脱
出成虫，図は生存中を材に
止まらせたもの；F，雌成
虫．
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の円形である（図 1D）．見つけた成虫は７個体であっ
たが，はっきり脱出孔と確認できたのは，1 年前の
枯死木と，新たに枯れた木からの各 1 個である．

森 (1991) よれば，本種は 1 世代 1 年よりも 2 年
の方が多いと報告している．今回は 1 年前と新た
な枯死木からの脱出は確認できたが，どちらが多
いかどうかは未確認である．材は来年まで野外網
室に入れたので，来年には明らかになる．

これまで，クロモンヒゲナガヒメルリカミキ
リの食樹として記録のある樹種はシキミ Illicium 
anisatum L.，アカメガシワMallotus japonicus (Thunb.) 
Muell. Arg.，フシノハアワブキ（リュウキュウアワ
ブキ）Meliosma oldhamii Miq. ex Maxim. （小島・中
村，2011）の 3 種でいずれも広葉樹である．ヤク
タネゴヨウのような針葉樹の記録は初めてである．
また，産地として種子島から初記録となる．

なお，本種は鹿児島県レッドリストにおいて絶
滅危惧 I 類とされている（鹿児島県 , 2016）．ヤク
タネゴヨウについても , 環境省版レッドリストにお
いて絶滅危惧 IB 類とされている（環境省 , 2017）．

羽化データは下記の通りである．
2♂♂5♀♀, 13–24. IV. 2018, 松の里 1, つくば市森林

総合研究所 , 秋庭満輝採集．
本報をまとめるにあたり，鹿児島市の森一規氏

に食樹や分布などの情報を，また林野庁屋久島森
林管理署ならびに屋久島森林生態系保全センター
には，環境調査ならびにヤクタネゴヨウの資料採
取の許可をいただいた．ここに謝意を表する．
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【短報】タケウチヒゲナガコバネカミキリの新食樹
タ ケ ウ チ ヒ ゲ ナ ガ コ バ ネ カ ミ キ リ Glaphyra 

takeuchii takeuchii (Ohbayashi, 1937) の 食 樹 と し
て，これまでハイノキ科 Symplocaceae のミミズ
バ イ Symplocos glauca， ク ロ キ S. lucida， シ ロ バ
イ S. luncifolia とミカン科 Rutaceae のハマセンダ
ン Euodia melifolia が知られていた（小島・中村 , 
2011）．しかし，北限にあたる伊豆半島（大林・新
里 , 2007）の静岡県天城山でツバキ科 Theaceae の
ヒサカキ Eurya japonica からの羽化が確認されてい
た．なお，分布の北限は Amagi-toge, Shizuoka Pref., 
15.V.1965, N. Enda leg. に基づくものである．羽化
データは下記の様である．

ヒサカキの枯木より羽化 , 7♂♂11♀♀, Mt.Amagi, 
Shizuoka Pref., 5–10. V. 1968, N. Enda leg.

なお，材の採取に関しては本人が故人のため，
不明である．

故遠田暢男氏は長年に亘り，森林総合研究所で
マツクイムシ，スギ・ヒノキ穿孔性害虫などの防
除に貢献されてきた方で樹木種にも造詣の深い方
である．改めて故人の冥福をお祈りすると共に，
厚くお礼を申し上げる．

引用文献

小島圭三・中村慎吾 , 2011. 日本産カミキリムシ食樹総目録（改
訂増補版）, 506 pp., 比婆科学振興会 .

大林延夫・新里達也編，2007. 日本産カミキリムシ . 818 pp., 
東海大出版会 , 小田原．

（槇原　寛　298-0002  いすみ市日在 2033-5）

図1．羽化してきたタケウチヒゲナガコバネカミキリ．雄
（左）および雌（右）．
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ツルグレン装置と土壌甲虫 (II)
保科英人

〒 910–8507　福井市文京 3-9-1 福井大学教育学部

はじめに
今から時を遡ること 2 年半前の平成 27 年 11 月

26 日の朝．日課である朝日新聞を手に取った時，
筆者の顔色がさっと変わった．1 面掲載の「蛍光灯
実質製造禁止へ　20 年度めど LED に　白熱灯も」
との記事見出しが目に飛び込んできたのである．

「白熱電球が近い将来買えなくなる」．土壌性甲虫
を捕るためにツルグレン装置を駆使する本会会員
の中には一抹の不安を覚えた方もおられただろう．
白熱電球なしではツルグレン装置は稼働しないと
考えられているからである．なお，新聞報道から
約一週間後の同年 12 月 2 日，一般社団法人日本照
明工業会は「経済産業省に確認したところ，新聞
報道は誤りであることがわかった．国がエネルギー
消費効率の高い製品の普及を促進していくのは事
実だが，2020 年以降，白熱灯（白熱電球）や蛍光
灯（蛍光ランプ）の製造が禁止されるわけではない」
との声明を発表した（同会の website より）．筆者
の心配はとりあえず杞憂に終わったわけである．

ツルグレン装置とは如何なるものかについては，
写真入りで紹介したばかりだ（保科 , 2018）．ツル
グレン装置とは白熱電球が発する光と熱を上から
土壌サンプルに浴びせ，そこに潜む土壌動物を追
い出し，70 ～ 80 % エタノールで受ける，土壌性甲
虫屋の必須のアイテムと言ってよい．筆者使用の
ツルグレン装置は 1 基 5 万円を超える大型の代物
であるが（保科 , 2018），本会会員の藤本博文氏は
1000 円程度の費用で工作できる手頃な装置を考案
している（藤本 , 2016）．この簡易版ツルグレン装
置のベースとなるのは脚付きのガーデニング用の
鉢で，「足なんて飾りですよ」と唱えつつ鉢の脚を
廃棄し（原文にそう書いてある），安定性の高いガー
デニング用の三脚の上に乗せて使用するものらし
い．同氏考案のツルグレン装置の実物は筆者未見
だが，必要経費からして土壌性甲虫の収集を始め
る敷居を低くした代物であると高く評価できよう．

藤本氏製作のツルグレン装置は必ずしも白熱電球
を必要とせず，太陽光のみで土壌性甲虫を十分抽出
できると言う．しかし，装置を置く部屋の日当たり
や季節によっては，抽出効率が落ちることは避けら
れないようである（藤本 , 2016）．光源に白熱電球
を用いた方が手っ取り早いことは確かなのだ．

冒頭の朝日新聞の記事は勇み足だったとは言え，
世界の潮流から見て，将来白熱電球が入手できな
くなる懸念は残る．その場合，ツルグレン装置は
どうなるのか．太陽光をあてにできない間取りの
部屋にしか装置を置けない虫屋はどうするのか．
苦悩は深まるばかりである．

ツルグレン装置の抽出効率とは，採取した土壌
サンプルに含まれている実際の動物類のうち，何
% の個体を回収できたかを表した数字である．回
収前にツルグレン装置内の土壌中で死亡する個体，
またはいつまでも土壌内に留まる個体が増えれば，
抽出効率は落ちるわけだ．

上記の筆者の不安は「ツルグレン装置において
LED 電球は白熱電球の代替品として機能するのか．
つまり LED 時代のツルグレン装置は従来の抽出効
率を維持できるのか」との点にある．では，そも
そも白熱電球使用の従来型ツルグレン装置は如何
ほどの抽出効率を持っているのだろうか？

日本土壌動物学会編（2007）は，ツルグレン装置
の土壌動物の抽出効率は 30 % 以下であると記す．
しかし，これは体長 2 mm 以下の中型土壌動物（ダ
ニやトビムシ類など）における数字であり，甲虫類
に限れば数字は格段に高くなる．Drift (1951) の実験
によれば，土壌性甲虫の抽出効率は約 90% に達し
た．Drift (1951) の実験では，ツルグレン装置で抽
出した動物類を生かした状態で回収し，種と個体数
を記録した後，再びツルグレン装置に投入するとの
手法を取っている．よって，「この方法ではツルグ
レン装置で抽出されやすい個体を選抜して実験に用
いているのだから，抽出効率が高くて当たり前」と
の批判も可能なわけだ（青木 , 1977）．

土壌性甲虫の抽出効率を絶対客観的に知りたけれ
ば，抽出後にツルグレン装置に残された土壌サンプ
ルを丁寧に調べ上げ，その中に取り残された甲虫類
を探せばよいのである．無論，この作業には途方も
ない労力がかかるが，批判を完全に封じたければこ
の方法しかない．2000 年 10 月，筆者は計 52 頭の土
壌性甲虫類の抽出を終えた土壌サンプルを洗いざら
い調べたことがある．すると，5 頭の甲虫類の死骸
が見つかっただけだったので，抽出効率は 91% との
高い数値を示したことになる（保科 , 2001）．つまり，
ほぼ Drift (1951) の実験結果を裏付けたわけだ．
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ここで話は本章の頭に戻る．白熱電球使用のツ
ルグレン装置は甲虫類においては非常に高い抽出
が可能なわけだが，この特性は LED 電球装着のツ
ルグレン装置でも受け継がれるのだろうか？土壌
サンプルから土壌動物類を下へ追い落とす力の源
は電球の明るさではなく，高温であるとの実験結
果がある（加藤ら , 2013）．これが事実ならエネル
ギー効率が高く，熱をあまり発しない LED 電球は
ツルグレン装置に不向きなはずである．筆者とし
ては LED 時代の到来を怖れざるを得ない．そこで，
筆者は LED 電球装着のツルグレン装置の抽出効率
を知る簡単な実験を試みた．

方法
平成 30 年 6 月 7 日，筆者は福井県大野市下打波

にて土壌サンプルを採取した．同日中にその土壌
サンプルをツルグレン装置に仕掛け，ろうと下に
空の容器を用いることで，落ちてくる甲虫類を生
きた状態で確保した．その中から以下の甲虫類を
実験に用いることとした．
オサムシ科 Pterostichus sp.: 12 頭（以下，「ゴミム

シ」と表記）
ハネカクシ科 Osorius taurus taurus: 30 頭（以下，

「ハネカクシ」と表記）
アリモドキ科 Macrotomoderus clavipes: 6 頭（以下，

「アリモドキ」と表記）
ゾウムシ科 Cyphicerini gen. sp.: 6 頭（以下，「ゾウ

ムシ」と表記）
上記 4 種の選抜に深い意味はない．個体数を確

保できた種を選んだだけである．これら計 54 頭の
甲虫類を種ごとに二つに分け，一方を従来の白熱
電球装着の，もう片方を LED 電球装着のツルグレ
ン装置に投入した（図 1）．実験に用いた電球の品
版はそれぞれ「National シリカ電球 40 形 100 ボル

ト LW100V36W」と「Panasonic LED 電球プレミア
LDA7D-G/Z60E/S/W」である．通常の実験では電球
を全く点灯させない対象装置が必要であるが，残
念ながら確保できた生体が予想よりも少なかった．
今回は青木（1977）が指摘する「無照射では原則
抽出効率が悪い」を大前提とし，無照射と照射の
ツルグレン装置間の比較実験は断念した．

2 基それぞれのツルグレン装置の中のスチールか
ごに 8 cm の厚さとなるように園芸用の腐葉土を仕
込んだ．かごの直径は約 33 cm なので，腐葉土の
容量は約 6800 cm3 となる．そして，中央に直径約
5 cm，深さ約 5 cm の穴を掘り（図 2），そこにゴミ
ムシ 6 頭，ハネカクシ 15 頭，アリモドキ 3 頭，ゾ
ウムシ 3 頭をそれぞれ投入し，上から土をかぶせた．

実験開始は 6 月 8 日 17 時．24 時間後，48 時間後，
72 時間後に抽出された甲虫類の種と個体数を記録
した．また，仕掛けた腐葉土の深さ約 2 cm の位置
の温度を，実験開始直前と 24 時間後，48 時間後，
72 時間後の計 4 回，2 基のツルグレン装置それぞ
れで測定した．実験は 72 時間で打ち切った．

保科（2018）は「ツルグレン装置の抽出効率を
上げるために，時折土壌サンプルを混ぜた方が良
い」と紹介した．しかし，今回の実験ではそれを
せず完全放置することとした．

結果
1) 腐葉土の温度について

実験開始直前時では 2 基のツルグレン装置共に
腐葉土の温度は 24.8 ℃であった．そして，白熱電
球装着のツルグレン装置における実験開始 24 時間
後，48 時間後，72 時間後の温度はそれぞれ 30.5 ℃，
28.5 ℃，30.0 ℃となった．一方，LED 電球装着の
装置では 26.1 ℃，24.8 ℃，25.2 ℃ となった．前者
は後者より約 4 ～ 5 ℃高かった．もちろん，電球

図1．実験中のツルグレン装置．左：白熱電球を装着した
従来型装置．右：LED 電球を装着した装置．

図2．仕掛けた腐葉土．赤丸は筆者が掘った穴．
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と土との間の物理的距離がもっと近ければ両者の
温度差はより大きくなったはずである．

2) 抽出効率および時間ごとの累積抽出個体数につ
いて

時間ごとに抽出できた種別累積個体数および最
終的な抽出効率を表 1 にまとめた．全 4 種の合計
抽出効率は白熱電球を用いた装置で 89 %．LED 電
球の方は 67 % となった．

考察
ここで実験結果の数値を細かく考察するつもりは

ない．統計処理に耐えうるだけの個体数を実験に用
いていないからである．今回の実験で「白熱電球の
方が LED 電球よりも抽出効率が高かった」とは言
い難い．ただ，今回の実験環境はツルグレン装置に
仕掛ける土壌の量をあえて多くし，甲虫類を落とし
にくいように意図的に設定したつもりだ．にもかか
わらず，ゴミムシとゾウムシ共に 100 % 抽出できた
ので，甲虫類は絶対的に抽出効率が高い動物である，
ぐらいは言っても良いかもしれない．

本稿の目的は，どちらかと言えば数値の検証で
はなく，実験テーマの提案を目的とする予備的実
験と理解いただきたい．土壌性甲虫の生体を極力
弱らせずに数多く確保するのは意外と大変である．
実は，筆者は当初福井市内の森林で実験甲虫個体
の確保に努めたが，成果がよろしくなかった．仕
方なく複数のフィールドを回っているうちに，最
初の森林で捕獲した個体の多くが死亡してしまっ
たのである．福井市内で採取した土壌サンプルと
共に土壌性甲虫を飼育ケースに入れておいたら，2
日後には半分程度の個体が死んでしまった．そこ
で，1 回の採集で実験個体を確保すべく，より森が
深い大野市下打波まで出かけたわけである．

また，「ツルグレン装置を経ることで抽出しやす
い個体を選抜している」との批判を避けるために
も，抽出効率の実験に必要な土壌性甲虫は土壌サ

ンプルを実験室に持ち帰りツルグレン装置に仕掛
けるのではなく，一か所のフィールド現地でサン
プルを目視で調べて生体を吸虫管で捕り，速やか
に室内実験を開始した方が良い．となると，統計
処理が可能な実験個体数と種数の確保にはそれ相
応の人手，ないしは時間が必要である．以上のこ
とから，白熱電球と LED 電球を装着したツルグレ
ン装置の抽出効率の比較は，高等学校の理科クラ
ブや大学生の卒業論文テーマとして取り組んで初
めて実施可能な実験ではないかと思う．

加藤ら（2013）は白熱電球，LED 電球，使い捨
てカイロ，対象区（何もなし）の 4 種のツルグレン
装置の抽出比較実験の結果，カイロを用いた装置が
最も多く土壌動物を採取できたことを確認した．そ
して，「白熱電球は土壌動物を追い出すための光源
としての役割はなく，熱源として効いている．よっ
て，使い捨てカイロで十分代用できる」との結論を
導き出した．しかし，加藤ら（2013）の実験で抽出
された土壌動物はダニやトビムシ，アリなどであり，
彼らの結論をそのまま土壌性甲虫に適用するのは危
険すぎる．土壌性甲虫に対象を絞った抽出効率実験
に取り組む強者（つわもの）の出現を請い願う．

本稿は簡単な予備実験に過ぎなかったわけだが，
それでも現時点での筆者の印象を述べさせていた
だくとすれば「LED 電球でも意外と甲虫を落とせ
る．土壌性甲虫屋は LED 時代の到来を極端に怖れ
おののく必要はない」と言うものになろうか．ただ，
土壌性甲虫の中には極端に捕れにくいものがある．
例えば，筆者が 2016 年に福井県小浜市から記載し
たオトメムナビロコケムシはホロタイプを含め 3
頭しか捕れていない（Hoshina, 2016）．現地に 5 回
通って計 10 時間も落ち葉をふるって，それでも 3
頭しかツルグレン装置から落ちてこなかったので
ある．捕り方が悪いのか絶対的に本種の数が少な
いのかはわからないが，オトメムナビロコケムシ
はとにかく捕れない．また，当分は土壌性甲虫の
個々の種が正負の走光性を持つのか否か，そして

24 時間 48 時間 72 時間

白熱電球 ゴミムシ 6 6 6 6 100%
ハネカクシ 15 13 14 14 93%
アリモドキ 3 0 0 1 33%
ゾウムシ 3 2 3 3 100%

LED 電球 ゴミムシ 6 6 6 6 100%
ハネカクシ 15 6 7 8 53%
アリモドキ 3 0 1 1 33%
ゾウムシ 3 3 3 3 100%

89%

67%

供試
個体数

種名
合計

抽出効率
抽出
効率

設置時間

表1．時間別の累積抽出個体数および種別抽出効率．
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走光性があるならその強弱は如何ほどのものか，
彼らはどの程度の高温になればその場から逃げだ
そうとするのか等については殆ど明らかにされな
いはずである．

となると，個々の種の生態が不明である以上，
ツルグレン装置で珍品を含む多くの種や個体数を
得たければ，白熱電球を用いて光も熱も土壌サン
プルに照射しておくのが無難なのである．以上を
踏まえて筆者は「LED 電球のツルグレン装置でも
機能するだろう．しかし，白熱電球を用いた方が
精神衛生上よろしい．よって，今のうちに白熱電
球を買い貯めしておきましょう」とアドバイスし
ておきたい．なお，筆者は既に一生分の白熱電球
を買い占めている．そして，今後もツルグレン装
置には白熱電球を使い続けるつもりである．

引用文献

青木淳一 , 1977. 小型節足動物研究法 . p. 95–152. 北沢右三編 . 
土壌動物生態研究法 . 共立出版 . 253 pp. 

Drift, J., van Der, 1951. Analysis of the animal community in a 
beech forest floor. Tijdschrift voor Entomologie, 94: 1–168.

藤本博文 , 2016. ツルグレン装置を用いた教育実践 . 香川県高
等学校教育研究会 . 理化・生地部会会誌 , (52): 52–59.

Hoshina, H., 2016. Discovery of a second species of the subgenus 
Fusionodes of the Genus Cephennodes (Coleoptera: Staphylin 
-idae: Scydmaeninae) from Honshu, Japan. The Memoirs of 
the Research and Education Center for Regional Environment, 
Fukui University, (23): 63–67.

保科英人 , 2001. ツルグレン装置と土壌甲虫 . 甲虫ニュース , 
(133): 9–13.

保科英人 , 2018. 明治 150 周年 . 新時代の土壌性甲虫の楽しみ
方 . 月刊むし , (568): 2–9.

加藤良一・谷原一弥・長根智洋・鈴木　隆 , 2013. 使い捨てカ
イロとペットボトルを用いた簡易型ツルグレン装置 . 山
形大学紀要（教育科学）, 15: 41–52.

日本土壌動物学会編 , 2007. 土壌動物学への招待 . 採集から
データ解析まで . 東海大学出版会 . 261 pp. 

 （2018年5月31日受領，2018年6月15日受理）

【短報】中国地方におけるショウリョウヒゲブトハ
ネカクシの記録

シ ョ ウ リ ョ ウ ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ Creochara 
brevipennis (Bernhauer, 1903) はハネカクシ科ヒゲブ
トハネカクシ亜科に属しており，ショウリョウヒ
ゲブトハネカクシ属に含まれる唯一の種である．
本属は前胸背板の形状などにより，近縁属から比
較的容易に識別できる（Maruyama, 2004）．本種は
東洋区から日本にかけて広く分布しており，日本
からはこれまでに本州（紀伊半島），四国，九州（大
隅半島），対馬，南西諸島から記録されているが

（Yamamoto, 2009），
その他の地域から
の記録はないよう
である．筆者は岡
山県総社市北部の
昆虫相調査を行っ
ている岡本忠氏よ
り，ハネカクシの
同定を依頼された．
その中に本種が含
まれていたので報
告する．

1 ex.，岡山県総
社市日羽，15．IV．
2008，岡本忠採集，
筆者保管（図 1）．図1.ショウリョウヒゲブトハネカ

クシ（岡山県総社市産）．

前述のように岡山県はもとより，中国地方から
の本種の文献記録はこれまでに見当たらないので，
初記録と思われる．

末筆ながら，貴重な採集品を検する機会をいた
だき，発表を快諾してくださった岡本忠氏に厚く
お礼申し上げる． 

引用文献

Maruyama, M., 2004. Redescription of Creochara (Coleoptera, 
Staphylinidae, Aleocharinae, Aleocharini) and systematic 
position. The Canadian Entomologist, 136: 621–637.

Yamamoto, S., 2009. Creochara brevipennis  (Coleoptera, 
Staphylinidae, Aleocharinae) new to Tsushima Is., southwest 
Japan. Japanese Journal of systematic Entomology, 15: 307–
308.

（千田喜博　727-0301　庄原市比和町比和 1119-1
庄原市立比和自然科学博物館）
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【短報】ナラアオジョウカイモドキを香川県の離島
で採集

ナラアオジョウカイモドキ Anhomodactylus gotoi
は，奈良県春日山を模式産地に記載された種であ
る（Nakane, 1956）．その後の記録は今坂（2007）
にまとめられているが，栃木，福井，奈良，大阪，
岡山，広島（宮島）の各県からしか得られていな
いようである．筆者は香川県丸亀市の沖に位置す
る広島で本種を採集しているので，記録を報告す
る．

1♂，香川県丸亀市広島町江の浦（広島），28. IV. 
2013（図 1）．

海岸から直線距離で 200–300 m ほどしか離れて
いないアシ原で採集した．本種と近縁のコアオジョ
ウカイモドキ Anhomodactylus eximius (Lewis, 1895)
とは，原記載および今坂（2007），Asano (2011) を
基に，前頭突起の形状（図 2）から区別した．

末筆ながら，文献についてご教示いただいた池
田大氏に厚くお礼申し上げる．

引用文献

Asano,M., 2011. Taxonomic status of Malachius okinawaensis 
Nakane (Coleoptera, Malachiidae), with description of the 

　male. Jpn. J. syst. Ent., 
17(2): 219–224.

今坂正一，2007．広島
県 宮 島 で ナ ラ ア オ
ジ ョ ウ カ イ モ ド キ
を採集．月刊むし , 
(437): 55–56.

N a k a n e ,  T. ,  1 9 5 6 . 
New or little-known 
C o l e o p t e r a  f r o m 
Japan and its adjacent 
regions,  XIII .  The 
scientific reports of 
the Saikyo University, 
3: 29–44.

（藤本博文　760-
0005　高松市宮脇

町 1-17-4）

図1 – 2．ナラアオジョウカイモド
キの全形（1）および前頭部
（2）．

月刊むし・昆虫図説シリーズ 9

日本のセンチコガネ
とその仲間
謎の多いセンチコガネとその仲間
9種の魅力を満載した１冊！
美麗な標本の他に，センチコガネの糞の運搬シー
ンなどの貴重な生態シーンを多数の写真で紹介。

著者：塚本珪一・稲垣政志・河原正和・森 　正人

A4判118頁（48カラー頁）

定価 6,912円［税込み･送料サービス］

568 号（2018 年 6月号）

566 号（2018 年 4月号）

●日本初記録のクズクビボソハムシ（新称）
●関東地方周辺のクロチビタマムシの記録
●宮古島周辺離島のカミキリムシ
●ジュウシホシキイロオオハムシの日本から
の記録

●アカマダラハナムグリの飼育について

●中国産セダカオサムシ類の新種，新亜種
●日本産チビタマムシ類の♂交尾器
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【短報】アラメエンマムシを大阪府淀川で冬季に採集
ア ラ メ エ ン マ ム シ Zabromorphus punctulatus 

(Wiedemann) は記録が少ない種であるが，茨城県
（金子 , 2012），埼玉県（釣巻 ,  2006），愛知県（愛
知県 , 2009, 河路 , 2010, Ohara, 1994），三重県（乙
部 , 2015），兵庫県（楠井 , 1992），大阪府（Ohara, 
1994），奈良県（塚本他 , 2017），岡山県（高橋 , 
1997）, 島 根 県（ 林 , 2018）， 山 口 県（ 山 口 県 , 
2002），福岡県（丸山 , 2008, 小旗 , 2013），長崎県

（楠井 , 1998, 宇都宮 , 2010）からの記録を見出した．
また，林（2018）によると，上記の記録以外に栃
木県，岐阜県および高知県でも記録されているが，
採集時期は 5 月～ 10 月にかけてであり，冬季の採
集記録はなかった．

今回，大阪府高槻市の淀川河川敷において越冬
中の本種を採集したので記録しておく．

なお，上記の記録のうち楠井（1992）で記録し
ている大阪空港の個体と Ohara（1994）で記録し
ている大阪空港の個体については，採集データが

同一であることか
ら， 楠 井（1992）
の 個 体 と Ohara

（1994） の 個 体 は
同 一 で あ る と 判
断 で き る． そ こ
で，採集者である
楠井氏に採集場所
の確認を行ったと
ころ，兵庫県伊丹
市大阪空港である
との回答をいただ
いた．データが混
乱した経緯は不明
であるが，今後の
混乱を避けるため

に，Ohara（1994）の記録を「兵庫県伊丹市大阪空港」
に訂正しておきたい．

1ex.，大阪府高槻市大塚 淀川左岸河川敷 , 31. XII. 
2017. 北山健司採集；2exs.，同所 , 4. I. 2018. 北山健
司採集；4exs.，同所 , 21. I. 2018. 北山健司，齋藤琢
巳採集；9exs., 同所，12. II. 2018. 北山健司，齋藤琢
巳採集；12exs., 同所．18. II. 2018. 北山健司，齋藤
琢巳採集．

本種を採集した場所は国営淀川河川公園三矢地
区に隣接した河原で，一部に小規模なセンダンや
ヤナギ類・エノキなどの樹林が存在するものの，
大部分は芝地やオギなどが生育する開放的な環境
である．

今回報告するすべての個体は，2017 年 10 月に
近畿地方を通過した台風 21 号による増水によって
低水路護岸に堆積した塵芥下および朽木より得た．
これら採集個体のうち，2017 年 12 月 31 日の 1 個体，
2018 年 1 月 4 日の 2 個体，および 2018 年 1 月 21
日の 4 個体のうち 2 個体はヤナギ類と考えられる
朽木中で越冬していた個体であった．また，2018
年 1 月 21 日の 4 個体のうち 2 個体，2018 年 2 月
12 日の 9 個体および 2018 年 2 月 18 日の 12 個体は
低水路護岸の上に堆積した塵芥下より見出した．

最後に，文献の提供および採集に同行し採集デー
タの公表と写真の使用を快諾していただいた齋藤
琢巳氏，大阪空港の記録について詳細にご教示い
ただいた楠井善久氏，本文をまとめるにあたって
貴重なご意見と文献の提供をいただいた矢田直樹
氏，本種に関する記録をご教示いただいた森正人
氏および愛媛大学の吉富博之博士，貴重な文献を
提供していただいた下野誠之氏および宇都宮靖博
氏にお礼申し上げる．

引用文献

愛知県，2009．アラメエンマムシ．レッドデータブックあい
ち 2009 - 動物編 -，338．

図1. アラメエンマムシ．

図2．塵芥下で越冬中の個体． 図3. 朽木で越冬中の個体（齋藤氏提供）．
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ク 2015，168．
高橋　敞 , 1997. アラメエンマムシの岡山県における記録 . 月

刊むし , (319)：45.
塚本珪一・新居悟・森　正人・稲垣政志・河原正和・西野洋樹・

下野誠之・渡口弘樹，2017．奈良公園糞虫観察会報告（第
6 回～ 7 回）．鰓角通信，(35)：19–25．

釣巻岳人，2006．アラメエンマムシを埼玉県で採集．昆虫と
自然，41(14)：39．

上野俊一・黒澤良彦・佐藤正孝（編），1985．原色日本甲虫
図鑑（II），514 pp．

宇都宮靖博，2010．アラメエンマムシとムモンオオハナノミ
を長崎県大野原で採集．ニ豊のむし，(48)：136．

山口県，2002．レッドデータブックやまぐち，513 pp．

（北山健司　573-0066　枚方市伊加賀西町 2-6-410）

図4. 本種が越冬していた塵芥．

図5. 本種が越冬していた朽木．

図6．本種を採集した環境．

「ヒメドロムシ・サミット 2018」のお知らせ

開催日		 2018 年 9 月 29 日（土）13:00 ～ 16:30（12:30 受付開始）
場所		  北九州市立自然史・歴史博物館 1 階ガイド館
演者（予定）	 上手雄貴，中島淳，林　成多，吉富博之，小川直記
対象		  小学校高学年以上が望ましい
人数		  200 名程度
懇親会		 18:30 〜（一般参加可，小倉市内の角打ちで最大 50 名を予定）
参加		  事前申し込制でフォーム（右の QR コード）より
その他		 詳細は情報が確定次第，魚部の SNS でお知らせします

（上野由里代　NPO 法人北九州・魚部）
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お知らせ・会務報告

日本甲虫学会第 9 回大会予告

本年の日本甲虫学会大会は，宇都宮市内にて下記日程で開催いたします．会員の皆様には奮ってご参加
いただきますようお願いいたします．詳細は決まり次第，学会ホームページおよび 9 月発行予定のさやば
ねで申し込み方法等，詳細をお知らせする予定です．
	 会場：栃木県立博物館（栃木県宇都宮市睦町 2-2）
	 会期：2018 年 12 月 1 日（土）～ 2 日（日）
	 大会事務局：〒 320-0865　栃木県宇都宮市睦町 2-2
		  栃木県立博物館：栗原　隆
		  E-mail: kuriharat03@pref.tochigi.lg.jp

東京例会開催のお知らせ

2018 年第 2 回例会を下記の通り開催致します．奮ってご参加ください．

日時	 9 月 1 日（土曜日）　　10：00 ～ 16：30
場所		 国立科学博物館附属自然教育園講義室

		  （正門を入って右手の建物）

〔交通〕JR山手線 「目黒」駅東口より目黒通り徒歩7分．
または，東京メトロ南北線/都営三田線 「白金台」駅
出口1より目黒通り徒歩4分．

当日の企画
1　談話会：10：00 ～ 13：00

　自由な歓談の時間として会場を開放いたします．ミニ同定
会や蘇虫会（自分にはさほど必要ない虫を必要とされる方に
譲る会）など，内容には特に制約がありませんので，お気軽
にご参加ください．

2　話題提供：13：00 ～ 15：00
関根秀明：「クロアシコメツキモドキの生態」
　クロアシコメツキモドキはオオキノコムシ科コメツキモドキ亜科の甲虫で，日本中に広く分布する普
通種ですが，生態的な情報は多くありませんでした．演者はこれまで本種のライフサイクルを明らかに
するため，野外や飼育下での観察を行ってきました．近年，本種は見た目から明らかに2タイプに分け
られることがわかってきました．今回は新潟県や長野県で採集された本種の外部形態，交尾器形態を比
較した結果や，2タイプの間で生じている棲み分けについて研究した結果を紹介していただきます．
金子直樹：「コガネムシ科甲虫における後翅折り畳み様式について」
　コガネムシ科は世界から約27,000種が知られる，甲虫目の中でも非常にメジャーなグループの一つで
す．本科を対象とした比較形態学的研究は古くから多様な形質を基に行われていますが，未だに高次系
統関係の考察や分類群を特定するうえで有用と考えられる形質が未検討のまま多く残されています．こ
れまでに，そうした形質（後翅折り畳み様式，小楯板，後胸背板など）に着目し，高次分類体系の考察
を行う上での有用性を明らかとするため，比較形態学的研究を行っていますが，今回はその内の後翅折
り畳み様式について比較検討した結果を紹介していただきます．

3　一人一話：15：00 ～ 16：30

（東京例会運営幹事　高橋和弘　〒 259-1217　平塚市長持 239-11　E-mail: kazu5@mg.scn-net.ne.jp）
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大阪秋季例会開催のお知らせ

2018 年度第 2 回大阪例会を下記の通り開催いたします．皆様，多数ご参加ください．

日時：2018 年 9 月 29 日（土）10 時 –16 時 40 分
場所：大阪市立自然史博物館（大阪市東住吉区長居公園 1-23）Tel. 06-6697-6221

	 HP: http://www.mus-nh.city.osaka.jp/　通用門よりお入り下さい．
プログラム：	 10:00 ～ 12:00	 自由懇談・同定会，大阪例会運営幹事会

		  12:00 ～ 13:00	 昼食，休憩 	
		  13:00 ～ 13:30 	 会務報告会・例会事務連絡
		  13:30 ～ 15:30	 前川和則氏
		  15:40 ～ 16:40 	 「一人一話」会
		  17:30 ～ 19:30	 懇親会（場所：アサヒビアケラー・アベノ）
				    大阪市阿倍野区阿倍野筋 1-5-36　Tel. 06-6641-6282

懇親会会費：5,000 円（飲み放題）
講演：「三重県のマヤサン系オサムシ」
演者：前川和則氏（三重県鈴鹿市）
要旨：三重県は南北に細長く，北は5月初めまで雪が残る山有り，南は黒潮の打ち寄せる温かい海あり

の環境の変化に富んだ県です．そこにはオサムシが13種，亜種を含めると合計25もの種・亜種が存
在するオサムシの一大分化県と言われております．今回はそのうち，マヤサンオサムシ系のオサム
シの新しい分布知見をお話ししたいと思います．

例会・懇親会の事前の参加申し込みは不要です．当日，例会参加者はお茶代・資料代として200円を徴
収いたします．懇親会は当日受け付けます．

2018 年度年末例会・忘年会の予定
年末例会：12 月 8 日（土）10 時～ 16 時 40 分．自由懇談会・同定会，大阪例会運営幹事会，会務報告会．
講演演者：小林卓也氏（京都大学）にツツキノコムシ科に関する講演をいただく予定です．
場所：大阪市立自然史博物館．
内容：自由懇談 ･ 同定会，大阪例会運営幹事会，会務報告会，講演会，「一人一話会」．
忘年会（アサヒビアケラー・アベノ，17:30 ～ 19:30）の予定．

（大阪例会運営幹事　澤田義弘　E-mail: sawada-f@gol.com）

名古屋例会開催のお知らせ

2018 年度第 2 回名古屋例会を，下記のとおり開催しますので，ぜひご参加ください．

日時　2018 年 8 月 19 日（日）午前 10 時～午後 5 時
場所　三重県環境学習情報センター１階研修室（四

日市市桜町 3684-11）東名阪「四日市 IC」か
ら車で約 15 分．駐車場（無料）あり．

当日の内容
1　情報交換，同定など（午前 10 時～ 12 時）
2　講演（午後 1 時～ 3 時 30 分）

(1)	中野文尊「西表島のホソカタムシ採集記」
(2)	官能健次「ニセクチカクシゾウムシ族に属す

る土壌性ゾウムシ2種の課題」
3　一人一話など（午後 3 時 30 分～ 5 時）
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4　その他
(1) 車で来られない方は，近鉄湯ノ山線「大羽根園駅」から，車での乗り合わせの手配をしますので，運

営幹事の生川までご連絡ください．
(2) 大会終了後は，懇親会も開催いたします．
(3) 昼食や飲物は必ず持参してください．

（名古屋例会運営幹事　生川展行 tritoma@mecha.ne.jp　Tel 059-374-1054）

2018 年度日本甲虫学会賞選考委員会

「日本甲虫学会学会賞授与規程」に基づき，評議員の互選によって 2018 年度の学会賞選考委員 7 名を選
出しました（ただし，選考の公平・公正性の観点から委員長以外の 6 名の委員名は非公開とします）．また，
選考委員の互選により，大原昌宏氏が学会賞選考委員長に選ばれました．委員会は，論文賞，功労賞およ
び奨励賞の各賞候補者を選定し，評議員会への諮問とその承認を経て，候補者を決定いたします．

（庶務幹事　亀澤　洋・岸本年郎）

【公示】　2018 年度奨励賞候補者の募集について

「日本甲虫学会学会賞授与規程」に従い，今年度の「奨励賞」候補者を募集します．奨励賞は，「年齢 35
歳以下の若手会員を対象とし，過去数年間（5 年程度）に著しい成果を挙げ，将来を嘱望される会員に授
与する」こととなっており，会員による他薦か自薦とし，候補者は，あらかじめ定める期日内に，簡単な
履歴書および業績一覧を提出する，と定められております．

つきましては， 会員各位の周辺で「奨励賞」に値すると思われる若手会員にお心当たりがある方，もし
くはご自身で応募を希望する方は，以下の要領で選考委員長宛に推薦，または応募いただければ幸いです．

手続き：	 推薦または応募理由書に，簡易な履歴書と業績目録を添えて，メールで委員長宛に送付
して下さい．

書類の様式：	 任意
宛先：	 大原昌宏（e-mail：ohara@museum.hokudai.ac.jp）
応募または推薦期限：	 2018年9月30日

（学会賞選考委員会　委員長　大原昌宏）

2019・2020 年度の会長および評議員選挙のお知らせ

日本甲虫学会の役員の任期は 2 年と定められており（会則第 8 条），今年度は改選期にあたります．つ
きましては，会長ならびに評議員の選挙を実施します．8 月公示，9 月開票を予定しておりますので，ご
承知おきいただければ幸いです．

（選挙管理委員長　小島弘昭）
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